









































トラブルシューター




シェリフスターズＭＳ




mission 05








神坂 一





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一　其は解き放たれるを望みし者達







　銃じゆう声せいの余よ韻いんが消える。

　訪おとずれた静せい寂じやくは、平へい穏おんではなく、戦いの間に生まれた小さな凪なぎ。

　破は壊かいを運ぶ光を交え、暴力ちからという言語ことばを交かわし、うち倒たおし合う。

　だがそれは、彼らにとっての平へい凡ぼんな日常。

　街の外れに佇たたずむ廃はい工場には、実じつ弾だんが残した硝しよう煙えんと、ビームに灼やかれた空気のにおいが混じっていた。

　廃工場、といっても朽くち錆さびた場所ではない。何がしかの事情から、建造途と中ちゆうにうち棄すてられたものである。ペンキのにおいが残るほどではないにしろ、壁かべも設備も新しく──新しいままに棄てられていた。

　高い窓からさし込む光が煙けむりに白くかがやいている。

　背を預ける鉄のつめたさを意識しながら、彼女は静かな呼吸をくり返す。何かを生み出すつもりで設置された巨きよ大だいな装置の群れも、今は単なる遮しや蔽へい物でしかない。

　握にぎった銃は軽くはないが、しっくりと手に馴な染じんでいる。

　仲間は一人。倒すべき相手の数はおそらく十ほど。単純に考えれば圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きようの中にあって、しかし彼女の脳のう裏りに、敗北の文字は浮うかんで来なかった。

　かつん。ボムッ！

　聞こえたのは、硬かたい何かが転がる音。そして小さな炸さく裂れつ音。それが続けて二度、三度。

　澱よどんだ空気に白はく煙えんと、動どう揺ようの気配がひろがった。

　煙スモーク幕・グレ弾ネード。ただの目くらましではあるが──

　足音が、銃声が、そして怒ど号ごうがわき起こる。

　動いたのだ。視界を奪うばわれる恐きよう怖ふに負けた敵たちが。

　同時に彼女も動きはじめた。物もの陰かげから飛び出した時には、手の中にあった銃はすでにホルスターに収まって、かわりに、腰こしの後ろから引き抜ぬいた、一本のスティックがある。

　白い闇やみの中、身を低くして彼女は駆かける。

　身を隠かくす前に見た光景と今聞こえた足音から、敵たちの居場所は見当がついていた。地を蹴けって、鉄の階段を数段飛ばしに上った先、作キヤ業ツ用ト通ウオ路ークに黒い人ひと影かげ。

　相手もさすがに彼女に気づき、手にした銃を翻ひるがえし──

　銃声が轟とどろく。

　彼女が手にしたスティックにあごを砕くだかれ、はずみで相手が引き金を引いたのだ。

「撃うつなと言っただろ！　同士討うちになるぞ！」

　白煙の向こうで誰だれかの声が聞こえた時には、彼女はすでに駆け出している。

　次の、倒すべき相手に向かって。

　一気に懐ふところに飛び込んで、相手が反応するより早く急所に一いち撃げきを加え、戦せん闘とう力を奪ってゆく。

　白い世界を駆け抜けて、立て続けに四人を倒す。やがて煙の向こうに見えた五つ目の影に、彼女は身を低めて駆け寄り──

「サミィ」

　その影に小さく名を呼ばれ、彼女──サミィはようやく動きを止めた。

　気配を探さぐる。影の他ほかに動きはない。

「こっちは四」

　と、声をひそめてサミィ。

「六だ」

　影は言うと、彼女の方に歩み寄る。

　徐じよ々じよに収まりつつある白煙の中から姿を見せたのは、長い銀ぎん髪ぱつの青年だった。

　サミィと同じスーツに身を包み、こちらに向けられた瞳ひとみの色が、右と左で異なっている。

「全員だと思う？　イーザー」

　彼女は油断なく気配を探りつつ、相棒の名前を呼んだ。

「おそらく」

　応こたえる声には、いつも通りに抑よく揚ようはない。

「これで終わりだとしたら──ずいぶんあっけないけど」

　つぶやいて、彼女は乱れた長い金髪ブロンドをかきまとめた。

　テロリストたちの壊かい滅めつ。

　それが今回、彼女たちに与あたえられた仕事だった。

　またやっかいな話だと思ったものだが、実際にとりかかってみると、相手の足そく跡せきはあっさり摑つかめたし、その規模も決して大きくはなかった。

　アジトと目されるこの場所に乗り込んでから決着まで、ものの十分も経たってはいない。

　二人からすれば、はっきり言って楽な相手だった。

　仕事が楽なことに文句をつけるつもりもないが、しかしここの警察は、こんな連中をなぜ今まで野放しにしていたのか。

　もっとも、独立後間もなく、警察機構が未発達な惑星国家くにではよくある話なのだが。

　──人類が手に入れた、光の速度を超こえる手段と惑星改造の技術は、希望と未来といくつもの惑星国家を生み出して──同時に無数の無む秩ちつ序じよをも生み出した。

　各惑星間共通の法はいまだ存在せず、宇宙の領土もなおあいまい。治安機構が不備な惑星ほしなどいくらでも。

　法が及およばぬそんなすき間を埋うめるため、民間から事トラ件ブ処ル理シ業ユー者ターが生まれたのは、当然と言えば当然の成り行きだった。

　サミィとイーザーの二人が所属するシェリフスター・カンパニーもまた、そんな民間のトラブルシュートの会社だった。

　──正確には、一いつ般ぱんのトラブルシュートの会社とは、成り立ちがやや異なっているのだが、それはともかく。

　倒たおしたテロリストたちを拘こう束そくし、取り逃にがしがないかを確かめ終えた頃ころには、あたりの煙けむりも晴れていた。

　あとは隣となりの街にある警察に連れん絡らくし、引き渡わたすだけである。

　サミィは携パー帯ソナ電ル・話フオンを取り出すと、あらかじめメモリーしておいたその番号をプッシュする。

　人手がないのかやる気がないのか、コール音は五度六度と続き──サミィが眉まゆをひそめかけた頃、ようやく誰かが電話に出た。

『はい。こちらサンルクス警察──』

　──ザッ──

　緊きん張ちよう感のない女の声を、突とつ如じよ、雑音が遮さえぎった。

　同時に。

『──おやおや。もう片づいたのかね。さすがと言うべきか。それとも連中があっけなさすぎたのか──』

　その声は、工場のスピーカーを通して聞こえた。
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　テロリストたちがまだ残っていたのか!?

　思って、縛しばり倒した連中に目をやって──サミィはその問いを吞のみ込んだ。

　意識のあるテロリストたちも、いぶかしげな表情を浮うかべてあたりに視線を巡めぐらせている。

　つまりこの声の主は、彼らの知り合いでは、ない。

『危あやうく間に合わないところだったよ。

　……まあ、実戦経験もないテロリストたちではきみたちの相手にもならないとはわかっていたけれどね。サミィ＝マリオンくん、イーザー＝マリオンくん』

　見下されたテロリストたちが毒づくが、それはすぐにサミィの蹴けりで沈ちん黙もくした。

　声の主がテロリストとは別口だろうと何だろうと──問題は、どこにいるのか。

　サミィとイーザー、二人はあたりに視線を走らせる。

　見える場所には誰だれもいない。

　工場のスピーカーを使っているからといって放送室にいるとも限らない。ちょっとした知識と道具さえあれば、どこかから小細工して放送回線に侵しん入にゆうすることなど、それほど難しいことではないのだ。

『きみたち二人と話をしたい。

　普ふ通つうにそのまましゃべってくれれば、そちらの声は拾える。

　それと──このあたりにはちゃんと、妨ぼう害がい波の強いやつを流しているから、少々腹を割った話をしてくれても、クロフトに盗とう聴ちようされるおそれはないよ』

『──!?』

　サミィとイーザー、二人は顔を見合わせた。

　声の主は知っている。二人の名前だけではなく、クロフトとの関係までも。

「何者なの!?」

　サミィは声をはり上げた。とりあえず、手近なスピーカーに向かって。

『自己紹しよう介かいが遅おくれたね。

　私の名は、レヴィアン＝コラード』

　声は、二人の知らない名を告げた。




　後に──

　隣街の警官が匿とく名めい通報で駆かけつけた時、そこには縛り上げられたテロリストたちだけが転がっていた。

　テロリストたちの談によれば、彼らを倒した男女は、スピーカーからの声で工場奥に姿を消して──

　それきりだったという。

　調書には、『善意の第三者の協力による逮たい捕ほ』とだけ記されることになった。




　その言葉を理解するのを、彼女の頭は一いつ瞬しゆん拒きよ否ひした。

『……って可能性もある。

　どっちにしても確かめなくちゃあならないことだからね。至急、その空域に向かってほしいんだ』

　画面の中で自分の兄が何かをしゃべり続けている。いつもと同じのん気な顔で。

　──眼鏡めがねを買い替かえたのだろうか。フレームの形が前とわずかに違ちがうような気がする。……いや、ひょっとしたらそれは単なる自分の思い違いで──

　心の底からどうでもいいことが、彼女の頭の中でぐるぐると回っている。

『……レティ？』

「何？」

　名を呼ばれ、彼女──レティシアは反射的に応こたえていた。

『聞いてた？』

　眼鏡の奥の不ふ審しんなまなざし。

『……ええ』

　無限に近い距きよ離りを隔へだて、モニター越ごしに兄妹は、しばし無言で見つめ合う。

　兄がいるのは、太陽系の第四惑わく星せい──火星。

　対するレティシアがいるのは、どことも知れぬ漆しつ黒こくの宇宙──そこに浮かぶ一隻せきの恒ス星タ間ー宇シ宙ツ船プ『シューティング・スター』の艦橋ブリツジである。

　ワープ開発時の付帯技術として実用化された超ちよう長距離通信は、距離によるタイムラグをほぼゼロにして、互たがいの映像と声をリアルタイムで運んでくれる。

『じゃあ復唱。念のためね』

　ティモシーにそう促うながされ──

「先日、テロリスト討とう伐ばつの任務についていた、二課のサミィとイーザーの二名が、乗じよう艦かん『モーニング・スター』とともに連れん絡らくを絶った」

　頭が理解を拒否したはずの言葉は、なぜかレティシアの口をすらすらとついて出た。

「任務そのものは完かん了りようし、宇宙に出た時点までは確かく認にん。

　しかしその後、宇デ宙ブ塵リ浮ふ遊ゆう空域で連絡途と絶ぜつ」

　デブリというのは、つまり宇宙を漂ただよう浮遊物のことである。あるいは宇宙船の残ざん骸がいであったり、人間が投とう棄きしたゴミであったり。

　大きさもまちまちではあるが、高速で衝しよう突とつした場合、それのもたらす被ひ害がいは軽視できないものとなる。

「デブリとの衝突、宇宙海かい賊ぞくによる襲しゆう撃げきの可能性が濃のう厚こうだが、それ以前に数度の通信不調があったことから鑑かんがみて、単なるマシントラブルによるものという可能性もある。

　当『シューティング・スター』は現地に赴おもむき状じよう況きようを調査確認する──」

　自ら口にしたそのそばから、言葉は現実味を帯びた理解となって頭の中に染しみ込んでくる。

「……噓うそでしょう……？」

　ぽつりと漏もらした最後のつぶやきに、兄──ティモシーは反応せず、

『航路データはすぐに送るよ。僕も吉きつ報ぽうを待ってる。

　──他ほかに質問は？』

「……ないわ」

『じゃあ、よろしく頼たのんだよ』

　あいさつを最後に通信は切れ──

　レティシアは、ブラックアウトしたその画面を、ただただじっと眺ながめていた。

「……レティ、だいじょうぶ？」

　声をかけられて、レティシアはそちらに視線を向けた。

　隣となりのシートに腰こしかけて、心配げな視線をこちらに注いでいるのは、見た目十五、六の少女。

　頭の両側で、二つにくくった髪かみがひょこんと揺ゆれる。

「何が？」

　思わずとぼけてるが──相手の顔から心配の色は消えなかった。

　……ふ……ぅ……

　レティシアは、深いため息とともに肩かたから息を抜ぬき、力ない笑え顔がおを浮うかべると、

「──そうね。心配ね。メニィ」

「うん」

　少女──メニィはにっこり笑うと、

「でも、きっとだいじょーぶだよ。サミィもイーザーも」

「……ええ。きっと」

　レティシアは知っている。世界というものが、そう甘あまくできてはいないことを。

　頼たよりにしていた人間が、いつもずっとそばにいてくれると信じていた人間が、ある日突とつ然ぜん、思いもしない理由で奪うばわれてしまうことがあるのだと。

　彼女の母がそうであったのと同じに。

　だが──なぜだろう。

　メニィの笑顔で大だい丈じよう夫ぶだと言われると、本当にそう思えてしまうのは。

　最初の頃ころ──レティシアにとって、メニィはただの、手のかかる子供でしかなかった。

　脳天気で緊きん張ちよう感の足りない言動。

　どんな状況でも、どこかのん気に見える表情。

　正直、そんな彼女にイラついたこともあり、無茶をさせたこともあった。メニィが決して何も考えていないわけではないのだが、そんなふうに見ていた部分は確かにあった。

　だが。

　メニィのそんな性格が、痛覚を除去されていることで形成されたのだと知った時──

　それまではただ見えていなかったというだけで、実はメニィはずっとレティシアのことを気にかけてくれていたのだとわかった時──

　レティシアの、メニィに対する見方は大きく変わった。

　現在。

　メニィの。そしてサミィやイーザーの立っている場所はひどく危あやうい。

　どうにかしなければ、という思い。

　どうにもできない、という現実。

　その二つに挟はさまれて、どうしようもない気分になることがある。

　それでもレティシアは、メニィの笑顔を目にすると、少し救われた気分になる。

　結局は、できることをやるしかない。落ち込んでただ座っているだけでは、やれることすらできなくなる。

　今は──

　いつか光が見えることを。いつか道が開けることを信じて進むだけ。

　さしあたって、今の自分たちにできることといえば──

「じゃ、行くわよ。迷子の二人を捜さがしに」

「うんっ！」

　メニィは元気にうなずいて──

　漆しつ黒こくの宇宙に浮かぶ宇宙船『シューティング・スター』は、二人を乗せて虚こ空くうを駆かける。




　行く手には、変わらぬ漆黒がひろがっていた。

　しかしレーダーに目をやれば、そこには無数の金属反応。

　この場所で大型宇宙船同士の衝しよう突とつ事故が起きたのは、レティシアが生まれる前のことだったと聞く。

　いまだその残ざん骸がいは撤てつ去きよもされず、こうして虚きよ無むを漂ただよい続けている。

『シューティング・スター』の艦橋ブリツジで。レティシアはその宇宙を眺めていた。

「このあたり──ね」

「だと思う」

　レティシアのつぶやきに、隣でメニィが言う。

　捜そう索さくの命令を受けてから、ここ──『モーニング・スター』が連れん絡らくを絶った空域にたどり着くまでおよそ四日。その間、依い然ぜんとして彼らからの連絡はない。

　時とともに望みは薄うすれゆき──だがそれでも、レティシアもメニィも、いまだ希望を捨ててはいなかった。

「……ちょっと見ただけじゃあ、『モーニング・スター』らしいものは見つからないけど……」

　センサー類の表示に視線を走らせ、メニィが言う。

「たぶん探査ポッドとかも使えないよ。デブリの影えい響きようだと思うけど、通信障害が起きてるから」

「──つまりは──」

　レティシアは、金属反応で埋うまったレーダーに目をやって、

「くわしく調べるには、直接あの中に入るしかない、ってわけね」

「そうなる」

　……ふぅ……

　レティシアは深いため息ついてから、腹をくくって声を上げた。

「各種センサーフル稼か働どう。全対空火器発射準備。デブリ群との相対速度合わせ」

「りょーかいっ！」

　二人の指がコントロール・パネルの上を目まぐるしく躍おどる。

　目で見る限り、行く手の宇宙は変わらぬ闇やみでしかないが、そこには大小無数の残骸がデブリとなって漂っている。

　もし高速でぶつかれば、最悪こちらまで宇宙の藻も屑くずの仲間入りである。

　とはいえ、この奥で『モーニング・スター』が立ち往生をしている可能性がある限り、危ないから行かないでおこう、というわけにもいかない。

「微び速そく前進」

　エンジンを低出力で一いつ瞬しゆんだけ噴ふかせ、ゆっくりと、ゆっくりと──デブリ群の中に入っていった。

　一つ。二つ三つ四つ。通信障害を示す表示があちらこちらに灯ともりはじめる。

　視界の隅すみを小さな浮ふ遊ゆう物がゆっくりと流れてゆくのが見て取れる。

　だが距きよ離り感が摑つかみにくい宇宙では、見た目はあまりアテにはできない。実際、レティシアがセンサーのデータに目をやれば、その『小さな浮遊物』の全長は数メートルあった。

　残骸の間を縫ぬって、はたしてどれほど進んだろうか。

「大型の金属反応！」

　メニィが声を上げた。

「右十六度仰ぎよう角かく四度！　ちょうど『モーニング・スター』くらいの大きさ！

　浮遊物がじゃまでモニターには映せないけど」

「了りよう解かい。行ってみましょう」

『シューティング・スター』は、やはりゆっくりと針路を修正し、そちらの方へと向かってゆく。

　やがて前方に大きな浮遊物。宇宙船の外がい壁へきの一部とおぼしきそれを迂う回かいした先──

『──！』

　モニターの映像に、レティシアとメニィは一瞬息を吞のんだ。

　全長三一○メートルの巨きよ体たい。それはまぎれもなく、宇スタ宙ーシ船ツプ『モーニング・スター』の姿だった。

「通信回線開ける？」

　レティシアの問いかけに、しかしメニィは、

「電波障害がひどいから……あれ……？」

　言いかけた声にとまどいの色。

「──レティ！　これ、違ちがう！」

「違う？　何が？」

　メニィはレティシアの方をふり向き、

「これ、ただの電波障害じゃない！　通Ｅ信・妨Ｃ害・波Ｍだよ！」

「確かなの!?」

　さすがにレティシアの顔色が変わる。

　人じん為い的な通信妨害だとするならば、『モーニング・スター』に起きたのは単純な事故ではないということになる。

「ふつうの電波障害っぽくしてるけど、たぶん間違いない。

　……あ！　レティ！　あれ！」

　メニィに指し摘てきされるまでもなく、レティシアも気づいていた。

『モーニング・スター』の艦橋ブリツジ近くで、光が生まれたのに。

「レーザー通信!?　メニィ、回線開いて！」

　その言葉が終わるより早く、メニィの指はコントロール・パネルの上を跳はねている。

　明めい滅めつによる０と１との情報は音声に変へん換かんされてスピーカーから流れ出る。

『……くり返す。こちら宇スタ宙ーシ船ツプモーニング・スター。サミィ＝マリオン、イーザー＝マリオン。

　応答を乞こう……』

　それは、まごうことなく『モーニング・スター』の乗員の片方、サミィの声だった。

「サミィ！」

　レティシアは通信回線を開くと声をはり上げた。

「無事なの!?」

『……無事よ。一応。イーザーの方も』

　サミィの声は、なぜかわずかに歯切れが悪い。

「何があったの？」

『とりあえず……悪いけど、接せつ舷げんしてこっちに来てくれる？　それから……話す』

「それから……って……話をするなら今──」

『お願い。こっちの第二ドッキングハッチを使って。待ってる。じゃあ』

　一方的にそう告げると、回線が切れる。あわててレティシアが呼びかけてみるが、反応する様子はない。

『…………………………』

　なんとなく視線を交かわし、沈ちん黙もくするレティシアとメニィ。互たがいに何も言わぬまま──しかしどちらからともなく接舷の準備にとりかかった。

　一体、サミィたちに何があったのか。

　普ふ通つうでないとは二人ともども感じ取ってはいたものの、相手に通信でそれを話す気がない以上、行ってみるより他ほかにない。

　ほどなく接舷の準備は整い──

　……ゴ……ン……

　重い音とともに、『シューティング・スター』は『モーニング・スター』とのドッキングを果たす。

　ドッキング・ベイに佇たたずむレティシアとメニィは、どちらから言い出すともなく装アー甲マー・服スーツとビームガンを身につけていた。

　何かがあったことは事実である。備えておくに越こしたことはない。

　目の前には閉とざされた鋼はがねの扉とびら。開けばそこには『モーニング・スター』に繫つながる通路。

　無言で一瞬視線を交わし、レティシアがドアの横にあるパネルを操作した。

　音が響ひびき──扉が開く。ゆっくりと。

　すき間から最初に見えたのは、無機質な白い通路。開くにつれて、続いて、人ひと影かげ。見慣れた制服が二人ぶん。

　重い音を立て、扉が開ききる。レティシアとメニィを出で迎むかえるように、通路の先に佇んでいたのは──金きん髪ぱつの女と銀髪の男。

　レティシアは吐と息いきとともに肩かたの力を抜ぬいた。

「……何があったの？」

　問いかける。サミィとイーザーに向かって。

　対するサミィの表情は硬かたい。いつも通りのイーザーの顔色から、何かを読み取るのは不可能だが。

「話がしたいの。こっちへ」

　サミィが言うと、二人は答えも待たずにきびすを返し、歩みゆく。

　仕方なく、そのあとに続くレティシアとメニィ。さして長くもないドッキング用の通路を通り抜け、先導されるまま通路を奥へ。

「ここ」

　サミィが足を止めたのは、ある一室の前だった。

　ごく普通の客室である。小さなスライドドアの左右にサミィとイーザーが立ち並び──

　ドアが開く。

　その向こうで。

「ひさしぶりだね。レティシア＝マイスターくん。メニィ＝マリオンくん」

　長身に白しら髪が混じりの髪かみ。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねに汚よごれ一つない白衣。

　レヴィアン＝コラード。かつて幾いく度どか出会ったことのあるマッドサイエンティストは、静かな笑えみを浮うかべて言った。

　気がつくと。

　レティシアはサミィに腕うでをねじり上げられていた。




「レティ！」

　メニィの声が耳につく。

「あーもうっ！　話がしたい、って言ったのにっ！」

　サミィに言われて、レティシアははじめて気がついた。

　コラードの顔を目にしたその瞬しゆん間かん、自分が思わず銃じゆうを抜いていたことに。それでサミィはとっさに彼女をおさえたのだ。

「気にしないで。ただの条件反射だから。

　大だい丈じよう夫ぶ。撃うたないわ。──今は」

　言うレティシアに、やや疑いのまなざしを向けながら──それでもサミィは手を放す。

　ゆっくりと銃をホルスターに戻もどし、レティシアは部屋の奥に佇むマッドサイエンティストに目をやった。

　最初に出会った時、彼は犯罪組織の一員だった。そのあとも何度か顔を合わせる機会はあったが、おせじにも好感が持てる出会いとはいえなかった。

　そんな相手がなぜ今、サミィやイーザーたちとともにいる？

「条件反射とは……またずいぶん嫌きらわれたものだ」

　軽口を叩たたくマッドサイエンティストをにらみつけ、レティシアは言葉を吐はき出す。

「とりあえず、話を聞かせてもらいましょうか。じっくりと」

「話そのものは簡単だよ」

　コラードは、友好的──に見えなくもない笑みを浮かべて、

「サミィくん、イーザーくん、そしてメニィくんの三人に、ちょっとしたプレゼントをしたくてね。

　レティシアくん、きみはまあ……そうだな。

　立会人、といったところか」

「プレゼント？　何よそれ？」

　問われてコラードは、芝しば居いがかった仕草で片手をひろげ、

「自由を」

　思わずレティシアはサミィの方を見る。だがその表情に、コラードの言葉に対する反応はない。

　おそらく、彼女はすでに聞かされているのだろう。コラードの言う『自由』とやらが一体何なのか。

　だからこそ、コラードの誘さそいに乗り、遭そう難なんのふりまでして、レティシアとメニィをこんな所に呼び出したのだろう。

　ならば大体見当はつく。コラードの『プレゼント』とやらが何なのか。

　白衣のマッドサイエンティストは、サミィの方に目をやって、

「サミィくん。イーザーくん。メニィくん。彼らはクロフト社の遺伝子操作によって生み出された戦うための意志ある命だ。

　だがクロフトはきみたちのことを、せいぜい使い捨ての道具としかみなしてはいない」

　レティシア──いや、この場にいる全員にとって、百も承知なことを改めて語る。

　クロフト・カンパニー。それは現在における、銀河系最大規模の巨きよ大だい企き業ぎようの名だった。

　コラードは続ける。

「その証しよう拠こにクロフトは、きみたちの所属するシェリフスター・カンパニーを設立し、トラブルシュートの名目できみたちを実戦に投入し、さまざまなデータを得てきた。

　この宇宙船『モーニング・スター』にも、そしておそらく『シューティング・スター』の方にも、無数の監かん視し盗とう聴ちようシステムが設置され、きみたちの言動を逐ちく一いちチェックしている。

　──そうそう。言っておくが、この部屋周辺の監視盗聴システムはすべてちゃんと処理しておいた。だから何でも語ってもらって大丈夫だよ。

　レティシアくんたちをわざわざここに招待したのは、その盗聴を防ぐための処置だ。気を悪くせんでくれたまえ。

　話を戻すが──

　さらにクロフトは、自分たちが生み出した者たちの反逆をおそれて、ある措そ置ちを施ほどこした。

　きみたちも承知のことだと思うが……一定期間ごとにある種の投薬を施さなければ、生命活動が停止するように、ね。

　そこで、だ」

　レティシアの予想通り──

　コラードが、言って白衣のポケットから取り出したのは、一本の薬液瓶アンプル。

「私がきみたちに提供したいのは、このアンプルだ。

　中身は──ご想像の通り、きみたちの命をつなぐための薬品が入っている」

　このマッドサイエンティストは以前、採取したメニィの血液から彼女のクローンを創つくり上げたことがあった。その時にこの事実を知ったのだ。

　確かに彼はあの時、薬品を持っている、といった意味にも取れることも言っていた。

　しかし、だからといって彼の言葉を鵜う吞のみにはできない。

「……なんて言って、中身は毒薬、ってことはないでしょうね」

　にらみつけるレティシアを、彼は涼すずしく見つめ返し、

「とにかく信じろ、などとは言わんよ。不安なら内容物なかみを分ぶん析せきすればいい。

　現物だけではない。その製法も教えよう。

　なぁに。そう難しいものではないよ。製法さえ知っていれば、学校の理科室……というのは言い過ぎにしても、それに毛が生えた程度の設備と原料さえあれば、素人しろうとにでも合成は可能なものだ」

「──代価は？」

　レティシアは問いかけた。

「単なる親切でそんなものを提供してくれるわけでもないんでしょ？

　まさか、味方になれ、なんて言わないでしょうね？」

「なってくれるのなら歓かん迎げいするが、そこまで贅ぜい沢たくは言わんよ。

　サミィくんとイーザーくんとは話をして、すでに髪かみの毛を数本ずつ──つまりＤＮＡデータをもらっている。メニィくんのは言わずもがな。

　だが他ほかに、何かを要求するつもりはないよ。

　私は単に、私の理想のためにやっているのだからね」

「理想……？」

　レティシアは眉まゆをひそめてつぶやいた。

　マッドサイエンティストの理想論に耳をかたむける趣しゆ味みなどないが、どうやら聞かぬわけにはいかないようである。

「なぁに。ごく平へい凡ぼんな理想論だよ」

　コラードは指先で眼鏡めがねを押し上げて、

「誰だれもが望むのはより完全で美しい世界。

　だが自然より発生した人間ヒトは、獣けものと袂たもとを分かったつもりでいても、完全にその業ごうからは逃のがれられずにいる。

　ならばヒトの手で、理想の世界を築き上げることなどはできないのかもしれない。

　だが──

　その業を引きずらぬ生命を生み出すことは可能なのではないか。

　自然という枷かせを外されたその生命なら、より理想に近い世界を構築することが可能なのではないか。

　私はそう考えている。

　すなわち──

　人の手による進化。

　私はそれを望んでいるのだよ」

「なるほど」

　レティシアはうんざりとつぶやいた。

　人類の存在意義はより完全な生命体を創り出すためにある──というわけか。

　確かに作フイりクシ話ヨンの中でなら、よくある理想論なのだろう。……それを地で唱える奴やつがいるとは思っていなかったが。

「もちろん──

　新しい人類が完成し、やがて彼らの時代が始まるにしても、それにはまだまだ長い時間が必要だ。おそらく私が生きているうちに結実することはないだろう。

　しかし種を蒔まき芽を育てることはできる」

　コラードは、サミィに、メニィに、イーザーに、父親のようなまなざしを送り、

「サミィくんたちはその芽としては実に理想的だと思っているのだよ。

　クロフトに、余計なことをされている点を除けば、ね。

　私が今、懸け念ねんしているのは、そのクロフトのことなのだよ。

　彼らはサミィくんたちのことを、新たな命ではなく、兵器という商品としてしか見ていない。

　イーザーくんをもとに創り上げた『イージス』と呼ばれる者たちを多数産み出し、兵器としてあちらこちらに売りさばいている。

　これは……よくない。非常によくない。

　こんなやり方を続けていては、いずれどこかで破は綻たんが生じる。

　それでことが露ろ見けんし、宇宙規模で問題になればどうなる？

　サミィくんたちは、一時は同情のまなざしを受けるかもしれない。

　だが同時に、一部からは敵意のまなざしを送られることにもなるだろうし──同情した者たちとて、きみたちのような存在が増えて、人類に取って代わる可能性を指し摘てきされれば意見も変わるだろう。

　結局は、迫はく害がいがはじまる。

　遺伝子操作による生命の創出も、全面的に禁止されるだろう。

　そうなれば、希望は潰ついえる」

　──あなたの希望でしょ──

　そう言ってやりたい衝しよう動どうを、レティシアはなんとか抑おさえた。

　コラードのほざく理想など、とうてい認められるものではなかった。

　理想社会を夢見るのは結構。

　だが、彼が言う、新しい人類による理想社会の構築というのは──

　当然ながら、現人類の駆く逐ちくを意味してもいた。

　もちろんコラード自身も、そんなことはわかった上で言っているのだろうが。

　しかし今、レティシアに、それを妄もう言げんと切り捨てることはできなかった。

　なぜなら──

　もしそれを口にすれば、結局はレティシア自身も人間第一だということに──メニィやサミィやイーザーを人間以下とみなすことになってしまうのだから。

　コラードはそれをわかった上で、話をしているのだ。

　だが、ただ黙だまって聞いているわけにもいかない。

「そう言うけど──

　メニィに聞いたところによると、最初に出会った惑わく星せいファーサイドで、あなた、遺ジー伝ン子・操バ作イ生オ体ウ兵エ器ポンを造ってたらしいじゃない。

　たぶんその『理想の新人類』とかを創つくり出すためのたたき台にするつもりだったんでしょうけど……

　その時点で、あなたとクロフトのやっていることに、本質的に変わりはないわ」

　この事実は、コラードを追いつめるはずだった。

　しかしこの話にも──感情の起き伏ふくが激しいサミィが動どう揺ようの表情さえ浮うかべず、コラードも小さくうなずいて、

「否定をする気はないよ。私がそういうことをやっていたというのは、すでにサミィくんたちにも話してある。

　クロフトと同じようなことをやっているのは事実だ。

　だが、目指す点が違ちがっていることは認めてもらいたいものだな。

　クロフトが追求するのはただ目先の利り潤じゆん。

　私が追求するのは、創造された生命による理想社会。

　どちらが結果的に、生み出された者たちにとって幸せかは、大きく違うはずだよ。

　それと──勘かん違ちがいしてもらっては困るのだが、私は別に、私のことを認めて手を貸してくれ、と言っているわけではないからね。

　ただ、無む償しようできみたちに薬品データを提供する、その理由を説明しているだけに過ぎない。

　私のことを嫌きらってくれても、一向に構わんよ。

　しかしまさか──

　私が嫌いだから、薬品の受け取りを拒きよ否ひして、クロフトに飼い殺しにされた方がいい、などとは言い出さんだろうね？」

「………………………………」

　こんな風に言われれば──レティシアは黙るしかない。

「クロフトのやり方では、行く手に待つのは生命の創出の禁止。それだけだ」

　コラードは続ける。

「それはある意味、科学の死であり理想の死。

　そんな事態だけは、なんとしてでも阻そ止ししたい。

　ゆえに、クロフトに対する抑よく止し力としてこの製法を託たくす。そう言っているのだよ。

　きみたちにとっても悪い話ではあるまい？」

「──そうかしらね──」

　レティシアはそれでも不ふ機き嫌げんに食い下がる。

「もし、あなたの取った盗とう聴ちよう対策が万ばん全ぜんでなかったとしたら？

　あたしたちの手に、その薬の製法があると知れば、それだけでクロフトは敵対行こう為いとみなすでしょうね。

　そうなれば、あたしたちを潰つぶしにかかるはずよ」

「正確に言えばきみ以外を、ね。レティシア＝マイスターくん」

　フルネームで呼ばれ、レティシアは気まずく沈ちん黙もくした。

　この場の全員が知っている。彼女の父、ランドルフ＝マイスターこそが、そのクロフトの社長の椅い子すに座っていることを。

　クロフトがもしもシェリフスター・カンパニーを潰そうと考えた場合、抹まつ消しようの対象はメニィとサミィとイーザー、その三人に絞しぼられるはずだった。

　クロフトにとって、彼らは単なる『備品』でしかないのだから。

「だが、クロフトのもとを離はなれること自体はさして難しくはないはずだよ。

　メニィくんたち三人には、クロフトが用意した身分証明がある。偽ぎ造ぞうとはいえ、知らぬ者には本物で通用するはずだ。

　もちろんクロフトがその気になれば、それを無効にすることもたやすいだろうが──

　身分証明を利用して、何度か転居してしまえば、三人は普ふ通つうの人間としての身分証明を手に入れることができる。これで書類上は、晴れてごく普通の一いつ般ぱん市民だ。

　最終的な転居先は、クロフトの影えい響きよう力が小さい惑星国家がいいだろうね。

　あとは、シェリフスターに辞表でも出せばいい。

　きみたちが、『事実の公表は双そう方ほうにとっての不利益。よって自分たちに手出しをしない限り、クロフトのやっていることを公表しない』と宣言すれば、あちらも納なつ得とくせざるを得んさ。

　クロフトは、犯罪組織ではなく企き業ぎようなのだからね。

　面めん子つよりも危リスク機マネ管ージ理メント優先で動くはずだからね。

　ただ──

　問題なのは、その状じよう況きようが整う以前に、クロフトがこちらの意図に感づいた場合。これはレティシアくんの言う通り、少々やっかいなことになる。

　そうなった際、彼らはさまざまな手段できみたちを潰しに来るだろう。

　長期に亘わたってのものではないはずだが、そこを乗り切ることができるかどうか。

　いわばそれこそが──

　クロフトから旅立つための通過儀ぎ礼れいとなるだろう。

　きみたちが真の意味で独立を果たしたならば、クロフトもこれからは、おいそれと『イージス』たちのような存在を生み出せなくなるはずだ。

　きみたちは──

　自由に生きることができるようになる。

　賭かけてみても──悪くはないと思うのだがね？」

「……なるほど……」

　レティシアは不機嫌につぶやくと、サミィと、続いてイーザーに目をやり、

「あなたたちは──それに賭ける方を選んだのね。サミィ。イーザー」

　二人は無言でうなずいた。

「危険な賭けよ」

「あたしもそう思う」

　サミィが言った。静かな声で。

「けど、このまま今の会社ところにいて、クロフトの言う通りに働き続けて……それで何かの道がひらける、なんて望みに賭ける方が、ずっと分ぶが悪いと思うけど」

「……かもしれないわね……」

　そのことは、レティシアも認めざるを得ない。

　ある日ある時、クロフト経営陣じん一同がいきなり改心してみんなを解放する──などということは、夢物語にもありえないだろう。

　このままやっていったところで、いつかはメニィもサミィもイーザーも、道具として使い潰されることになるだろう。

　実際に『イージス』が量産されはじめた以上、クロフトは、メニィやサミィのことをすでに、『サンプルとしての必要なし』とみなしている可能性は十分にあった。

　この機を逃のがして次のチャンスを待つほどの時間があるのかどうか、確かに疑問だった。

　レティシアは、そばのメニィに視線を移し、

「メニィは──どうしたい？」

「あたしは、レティといっしょにいられて、おトーフが食べられればいい」

　問いに返ってきたのは、ほがらかな笑え顔がおとほぼ予想通りの答え。

「……ならばきみの意見も聞かねばならないね。レティシアくん」

　コラードが静かに声を割り込ませる。

「いざという時、きみはどちらの味方につくのか。

　クロフトか、それとも我々か。

　それは今のうちに、はっきりとさせておかねばならないことなのだよ」

　コラードに選せん択たくを迫せまられ──しかし実のところ、彼女に選択の権利はなかった。

　マッドサイエンティストの理想論などくそくらえ。コラードの力を借りることによって、彼が描えがいたシナリオで踊おどらされるのはまっぴら。

　それが本音ではあるのだが──

　しかし提案の拒きよ否ひは、メニィたちの可能性を狭せばめる──いや、未来を閉とざすことになる。

　クロフトへの離り反はんなどなくても、ひと月後──いや、明日にでも、クロフトがメニィたちの『処分』を決定する可能性は、常に存在するのだ。

「クロフトのことは信用できない」

　レティシアは、真っ向からコラードをにらみつけて言う。

「けど、最初犯罪組織にいて、敵として出会ったあなたを信用しろ、というのも無理な話よ。

　クロフトの手を離れて……気がつけばあなたに手た綱づなを握にぎられていた──なんてことになったら意味はないわ。

　あたしは、メニィやサミィやイーザーになら、力を貸す。

　利害が一いつ致ちしているというのなら、あなたと一時期力を合わせてもいい。

　けど絶対にあなたの仲間にはならないし、あなたがもし裏切ったら絶対許さない」

「それで結構」

　コラードは鷹おう揚ようにうなずいた。

　──以前、レティシアをはじめとするシェリフスターの面々は、クロフト社内の権力闘とう争そうに利用されたことがあった。

　そのときに筋書きを立てたのは、他ほかでもない、彼女自身の父親だった。

　そして今。

　今度は、コラードの書いたシナリオの中で、何かの役割を与あたえられようとしている。

　それに抗あらがえぬ自分の無力さに、レティシアは、ただ無言で拳こぶしを握りしめた──




　漆しつ黒こくに二つの巨きよ体たいが浮うかんでいた。

　一つは全長三一○メートルに及およぶ『モーニング・スター』。もう一方はそれをはるかに上回る五八○メートルもの巨体。

　シェリフスター・カンパニーの整備補給船『ヴァルキリー』。その艦橋ブリツジに近い廊ろう下かで、サミィ＝マリオンは一人の女と会っていた。

「さてそれで」

　左手で支えたファイルに右手のペンを走らせながら、女──『ヴァルキリー』艦かん長ちよう兼けんシェリフスター社装備課主任、本名不ふ詳しようの自じ称しようクイーンは口を開いた。

「何があったの」

「え？」

　サミィは思わず声を上げ、まじまじとクイーンを見つめた。

　長い金髪ブロンドに赤いスーツ。白手て袋ぶくろという、いつもと同じアレな姿で、手にしたファイルに視線を落とし、休まず何かを書いている。

「何が、って……」

　質問の意味がわからず問うと、クイーンはやはり姿勢を崩くずさず、

「本当は、って意味」

　サミィは、思わず小さく身を引いていた。

『シューティング・スター』チームに協力を約束させ、デブリ空域から離り脱だつして。

　会社には、マシントラブルにデブリの衝しよう突とつが重なり、漂ひよう流りゆうするハメになった、と報告した。故障箇か所しよやデータの捏ねつ造ぞうも、コラードの方が処理してくれた。

　念のための点検整備、ということで『ヴァルキリー』と接せつ触しよくしたのだが──

「……本当、って？」

　とぼけたつもりの声は、自分でもわかるほどそらぞらしかった。

「落ち着きなさい。誰だれも聞いていないわよ」

　廊下にいるのは確かに二人だけ。

　クイーンはペンをスーツの内ポケットに戻もどし、視線をサミィに向けると、

「衝突の痕こん跡せきもあったし、自動修復装置や航行記録のデータでも、あなたたちの報告通りになってる。

　だから会社にはそう報告しておいてあげるけど……

　見る者が見れば、手を加えた跡あとがあることくらいはすぐにわかるのよ。

　何があったか知らないし、言いたくなければ言わなくてもいいけど、クロフトの目は節穴じゃないわ」

「…………………………」

　サミィは床ゆかへと視線を落とし、両手をスーツのポケットに入れ──再びクイーンをまっすぐ見つめ、

「……信じていいの？　あなたのこと」

　真しん剣けんなその問いを──

「ふっ。まだ青いわねサミィ」

　クイーンはしかし、鼻先で笑った。

「青いって、何が!?」

　さすがに息まく彼女に、しかしクイーンは涼すずしい笑みを浮かべたまま、

「なら聞くけど、私がもし『もちろんよ！』って答えていたら、あなた、私のことを心から信用してくれていたわけ？」

「……っ……！」

　問われてサミィは唇くちびるを嚙かむ。

「信じろと言われたからっていちいち信じてたら、悪徳商法やサギのいいエサよ。だからといって何も信じなければ何もできない。

　誰かの言葉に背中を押してもらうってことはあるにしても、結局最後に決めなきゃあならないのは自分自身っていうことよ。

　……って、どうしたのよ。そんなぽかーんとした顔して」

「いや、だって」

　唇を嚙んでいたはずの口をいつの間にやら半開きにして。呆ぼう然ぜんとクイーンを眺ながめてサミィはつぶやく。

「急に……ちゃんとした人みたいなこと言うから……」

「どぉいう意味よそれは」

「だって……」

　宇宙─地上間の連絡艇シヤトルに潜せん水すい機能をつけたり、戦せん闘とう時にも運用されるはずの車をオープンカーにしたあげく、美学に反するなどというわけのわからない理り屈くつで幌ほろをつけなかったりする相手が、こんな話をおっぱじめるとは予想できるはずもない。

　口ごもるサミィの言わんとすることを大体察したか、クイーンは

「やっぱり青いわねサミィ。

　どうやらあたしのことを、ただの少し変わった人だと思っていたようだけど……

　いい？　他人っていうのは、世間の自じ称しよう良識派たちが言うほどは賢かしこくはないけれど、私やあなたが思っているほど馬ば鹿かじゃあないのよ。

　みんなそれぞれいろいろと考えてはいるのよ。それが見えるか見えないか、役に立つか立たないかっていう違ちがいはあるけど。

　つまりこの私は単に変わっているわけじゃあなくて、ある部分では一いつ般ぱんを超ちよう越えつし過ぎているがゆえに一般的な基準からすれば多少奇き異いに映ることもある！

　ただそれだけのことなのよっ！」

「……途と中ちゆうまでちょっといい話だったのに……」

「なんですって？」

「いやなんでもない」

「……と、いうか……」

　クイーンは小さく息をつくと、声のトーンを落として、

「あなたが真面目まじめな話をしたいみたいだったから、こっちも合わせてただけなんだけど？

　信じられるか信じられないか、っていう……

　話の続きをするつもりがあるのかどうかは知らないけど」

「……………………」
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　言われてサミィは、再びしばし視線をさまよわせ、改めて、ポケットの中のものに右手で触ふれる。

　一本のアンプルと、一枚のデータカード。

　レヴィアン＝コラードと名乗る男から渡わたされたものである。

　今後サミィたちがどんな道を選ぶにしても、まずはこれの中身を確かめておく必要がある。

　実際に射ってみたら実は毒でした──だの、データ通りにやっても薬は作れませんでした、だのということになればシャレにならない。

　クロフトに知られないように内容を確かめなければならないのだが──

　それができそうな人間を、サミィは、一人しか知らなかった。

　──本当にこれで正しいのか──

　自問しながら──

　サミィは右手をさし出した。

「あなたを信じて……お願いがあるの」

　開いた手のひらの上には、アンプルとデータカード。

「これの中身を分ぶん析せきしてほしいの。会社には内ない緒しよで」

「──」

　クイーンはしばし無言で、サミィの目をじっと見つめていたが──

「──わかったわ」

　言うと、二つを受け取った。




　厚い雲と厚い防ぼう弾だんガラスとを透すかして入る陽ひの光は、二人の男を光と影かげに分けていた。

　大きな窓から見えるのは、灰色のビルの群れと灰色の空。

　太陽系第四惑わく星せい、火星。

　年老いた惑星ほしの空が、晴れることなどありえない。人類がこの惑星を改造・入植してから、ワープ航法を手に入れるまで──その、歴史全体から見れば決して長いとはいえない時間で、この惑星の大気は汚よごし尽つくされた。

　そんな火星の一角にそびえる、クロフト・カンパニー本社ビル。

　五十階に位置する社長室の中がどこかくすんで見えるのは、窓の外にひろがる疲つかれた空のせいなのか。それとも室内の空気の重さゆえなのか。

　長い沈ちん黙もく。重い沈黙。

「──わかった」

　止まった空気を震わせた、沈しずんだ男のその声は、絨じゆう毯たんの長い毛足に吸い込まれ、響ひびくことなく消えてゆく。

「情報の提供に感謝する」

　執しつ務む机についたまま、男は続けた。気苦労を髪かみとシワとに刻み込んだ、四十半ばのその顔には、何の感情も浮うかんではこない。

　それで話は終わり──に、なってもいいはずだった。

　しかし対するもう一方──ブラウンの髪に眼鏡めがねをかけた、今ひとつ年ねん齢れいのはっきりしない男は退出する気配も見せず、その場にじっと佇たたずんだまま。

　待っているのだ。

　執務机の男──クロフト社社長、ランドルフ＝マイスターの言葉を。

　窓の外、火星の空を流れる灰色グレイは、雲なのか大気の汚れなのか。

　再び落ちた短い沈黙を、ランドルフの言葉が破る。

「この件に関しては私が処理する」

　眼鏡の男──ランドルフとは対立する派は閥ばつの長、クラウニー＝ブラムハットは小さく顎あごを引くと、問う。

「もしも離り反はんが確実となった場合は？」

「それ以前に手を打つつもりだよ」

　ランドルフの声は低い。

「問題は将来における危険性だからね。そしてそれは、いつか必ず起こることだろう。

　だから──」

　一いつ拍ぱくの間を置いて、ランドルフ＝マイスターは言った。

「私が、シェリフスター・カンパニーを処理する」

「正しいご決断です。

　後学のため、お手並みは拝見させていただきますが、かまいませんね」

　ブラムハットのその声には、ひとかけらばかりの嘲あざけりが含ふくまれていた──




　蒼あおく、綺き麗れいな惑星ほしだった。

　適当に距きよ離りを置いて眺ながめているだけなら、心癒いやされる光景だが、その星の前に浮かぶ小さな黒い染しみが、衝しよう突とつ事故で放ほう棄きされた衛星港だということや、ここが今は宇スペー宙ス・海パイ賊レーツたちの拠きよ点てんになっていることなどを知ってしまえば、さすがに光景を楽しむ気にはなれない。

「各センサーには反応なし。とりあえず、近くにはいないみたいね」

『モーニング・スター』の艦橋ブリツジで。

　ディスプレイに映る蒼い惑星に目をやり、サミィは言った。

　惑星サンビューネ。

　この星の惑星改造は、とうの昔に終わっていた。

　衛星港も設置され、本格的に入植がはじまろうとしたその時──事故は起きた。

　第一次入植者二万人を乗せた大型移民船は、ワープアウト時の事故により制せい御ぎよを失い、よりにもよって衛星港に衝突した後、惑星に落下。

　あまりの惨さん事じに、一時はテロが原因ではないかという憶おく測そくも流れたほどだが、調査によって純じゆん粋すいに事故と判明した。

　とはいえ、移民計画は当然のように中断した。

　ここの入植事業を行っていた国では、事故の責任追つい及きゆうや政権の交代劇も起こり、国民感情もあって、情勢が落ち着いてからも入植再開の話は、出ては立ち消え出ては立ち消えを幾いく度どかくり返し──

　ようやく話がまとまりそうになった時には、サンビューネは、宇宙海賊たちの拠点になっていた。

　大小四つの衛星つきと、宇宙船との衝突により破は壊かいされたものの、いまだ奇き跡せき的に衛星軌き道どうを回り続けている衛星港。海賊たちが身を隠かくす場所は豊富にあった。

　今回、サミィとイーザーの二人、チーム・モーニング・スターが受けたのは、ここに巣食う海賊たちの調査と撃げき滅めつ。

　楽な仕事とは言えないだろう。

　宇宙海賊船の装備というのは、やや時代遅おくれのものが大半である。ほとんど武装のない商船などをいたぶるのには十分だろうが、戦せん闘とう艦かんを相手にできるほどのものではない。

『モーニング・スター』の装備なら、普ふ通つうの海賊船などひとひねり。

　ただしこれは──相手が一隻せきだけならの話である。

　何隻いるかもわからない海賊たちが、もし全員手を組んで、一いつ斉せいに捨て身の攻こう撃げきをしかけて来たならば、いくら装備に差があるとはいえ、『モーニング・スター』一隻ではどうしようもなくなるだろう。

　隠おん密みつ行動をとりつつ、こっそり各個撃げき破はを行うというのが妥だ当とうな戦法だが、『モーニング・スター』はそういう戦法向きの艦船ふねではない。

　いずれにしても、やるしかないのだが。

　クイーンに渡わたしたアンプルとデータの解かい析せき結果はまだ返って来ていない。この時点で、いつもと違ちがう動きをして、クロフトに勘かんぐられるわけにはいかなかった。

　──もっとも──

　もしもクイーンが、サミィたちではなくクロフトの味方につくことを選んだならば、悪い意味で、そんな心配をする必要などはないのだろうが。

　ともあれ今は、目の前の仕事を片づけるしかない。

「どこから行く？　イーザー」

　サミィは隣となりのシートについた、銀ぎん髪ぱつのパートナーに問いかける。

　とりあえず、アジトとなりそうなところを一つ一つ調べて潰つぶしていくしかない。

　イーザーは宙域図をしばし眺めて、

「衛星港が妥当だろう。海賊たちが最も多く集まっている公算が大きいし、位置も悪くない」

　もともとは衛星軌道の一番内側に存在していた衛星港は、宇宙船事故の際に本来の軌道を外れ、現在は他ほかの月より外の衛星軌道を回っている。もしもあちこちから海賊の増ぞう援えんがやって来た場合でも、離り脱だつはしやすいはずだった。

「りょーかい。念のため、各砲ほう座ざは発射準備」

『モーニング・スター』は艦かん首しゆを衛星港へと向けて、距離を詰つめていく。

　もしも海賊がいるならば、さすがにもうこちらの存在ことに気づいているはずだろうが……

　他に宇宙船の反応はなく、通Ｅ信・妨Ｃ害・波Ｍが展開されている様子もなし。

　モニターの一つに映し出された衛星港は、その巨きよ体たいに事故の傷きず跡あとを生々しく残していた。

　もともと円形だったのだろうその姿は、欠けた月のように一部がごっそりえぐられて、構造材と黒い傷口を晒さらしていた。

　まわりには大小の浮ふ遊ゆう物が漂ただよっており、中には、宇宙船の外装とおぼしきものもある。

　さしずめ宇宙の墓場といったところだが、衛星港には破損していない設備なども多々残っているはず。海賊たちにとっては便利に使える施し設せつだろう。

　衛星港との距離はどんどん縮まってゆく。

　こちらの主砲射程に入り、さらに近づき──

　変化はその時訪おとずれた。

「衛星港周辺に熱量感知！」

　センサーが示したデータにサミィが声を上げた。

「数量……八！」

　モニターの画像にも変化があった。残ざん骸がいの陰かげから。衛星港の後ろから。あるいは衛星港の破損口から。型もさまざまな宇宙船が次々と姿を現しはじめる。

　海かい賊ぞくたちは、船のメインエンジンを停止させたまま息をひそめて、こちらが近づいて来るのを待っていたのだ。

　連中がよく使う手である。驚おどろきはないが、数の差はやっかいだった。

　相手はいずれも『モーニング・スター』に比べれば小型艦ばかり。長ちよう距きよ離りで対たい峙じしたなら射程距離や出力の差を活いかした戦い方もできるが、今はすでにこちらも敵の射程内に入っている。

　おまけに相手のまわりには、デブリという盾たてがある。

　戦闘に備えて『モーニング・スター』が減速を開始する。

　サミィは通信回線を開き──

「こちらシェリフスター・カンパニー所属『モーニング・スター』。貴船の航行の安全を祈いのる」

　船せん籍せき確かく認にんを兼かねた定型通信を送った。




　海賊船の艦橋ブリツジに笑いが起こる。

　のこのことやって来た船から、定型通信が届いたのだ。

「聞いたか？　安全を祈ってくれる──」

　ゴドンッ！

　誰だれかの上げた嘲あざけりの声は、響ひびく衝しよう撃げきにかき消された。

「な、なんだっ!?」

「撃うってきやがった！　こっちの砲座一つぶっ飛んじまったぞ！」

「ちょっと待てよ！　船籍確認の通信しといて──」

　そこで彼らはようやく気づく。

　自分たちが一いつ杯ぱい食わされたのだと。




　出鼻はくじいた。

　サミィとてむろんわかっている。こんなところでエンジンを止めて待ち伏ぶせしているような船が、海賊船以外ではありえないことくらい。

　それを承知で船籍確認の定型通信を送り、こちらを慎しん重ちような良識派だと思わせておいて、二十以上の砲座で一いつ斉せい射撃を加えたのだ。

　八隻せきのうち四隻に命中。うち一隻は、どうやら機関を直撃したらしく即そく座ざに爆ばく散さん。

　おそらくその一隻に乗っていた連中は、『モーニング・スター』を馬ば鹿かな奴やつだと爆ばく笑しようしている最さい中ちゆうに吹ふっ飛んだだろう。

　海賊船からの反撃は、こちらの二射目とほぼ同時だった。

　回かい避ひ機動はしていたものの、砲ほう撃げきの一つが『モーニング・スター』の巨体を揺ゆらし、艦橋ブリツジにレッドランプを点ともらせる。

「損害軽けい微び」

　淡たん々たんたるイーザーの報告。

　こちらの二射目は、何発かが命中したものの撃破には至らない。

　サミィは続いて小型ミサイルを雨のように斉せい射しやした。本来は対空用のものである。

　いくつかは迎げい撃げきされ、いくつかは海賊船に命中したものの、さしたる損害は与あたえられない。

　だが、これでいい。

『モーニング・スター』に向かって砲撃を続けていた海賊船の一隻が、流れて来た浮遊物に激げき突とつされて姿勢を崩くずす。あわてて他の海賊船たちも、不規則に流れるデブリからの回避行動をとりはじめた。

　そう。今の小型ミサイルの雨は、敵を直接攻こう撃げきするためではなく、デブリの流れをかき乱すために放ったのだ。

　行動を制限された海賊船に、『モーニング・スター』の砲撃が突つき刺ささった！

　二隻目の、そして間を置かず三隻目の海賊船が爆発・四散する。

　その間にも敵からの砲撃は来ているものの、狙ねらいはだいぶおろそかになっている。何発かが船体をかすめてはいるが、レッドランプを点すにも至らない。

　四隻目の海賊船が大きなデブリに激突して勝手に沈しずみ、五隻目を『モーニング・スター』の砲撃がまともに捕とらえ──

　ドンッ！

　ひときわ大きな衝撃とともに、警告音アラームつきでレッドランプが一気に増える！

「第三エンジンに被ひ弾だん。切り離しパージ」

　イーザーの声の調子は『損害軽微』の時と全く同じだったが、深刻さは大おお違ちがい。

　鈍にぶい音と衝撃があり、被弾したエンジンが切り離はなされる。直後。

　ゴがんっ！

　それは『モーニング・スター』のすぐそばで爆散した。

　衝撃と、爆発したエンジンの破片が『モーニング・スター』を襲おそう。

「──ったく運の悪いっ……！」

　サミィは毒づきながらも砲撃を続ける。海かい賊ぞく船さらに一、撃破。残りは三。

　──三!?

　データ表示にサミィは眉まゆをひそめた。

　最初に感知したのが八隻。六隻が沈んで──

　あと一隻はいつ現れた？

　迷ううちにも、再び衝撃。今度は主砲の一つが使用不能になる。

　もはや、運が悪い──のひとことでは済まされなくなって来ていた。

　ある可能性がサミィの脳のう裏りに閃ひらめく。

　もしも海賊船の中に、一隻だけ、やたらと高性能のものがいたなら？　途と中ちゆうまではじっと身を隠かくし、混戦のさ中、こちらに精密射撃をしかけてきたのではないか？

　そう。まるでタチの悪い射スナ撃イ手パーのように。

　いずれにしろ、決して軽くないダメージを受けたことは事実である。とりあえずここをなんとか突とつ破ぱして──

　サミィの脳裏に刹せつ那な浮うかんだその計画プランは、だがすぐに破は棄きせざるを得なくなった。

　長ちよう距きよ離りレーダーサイトに現れた、新たな艦かん影えいによって。

「右う舷げんより新たな艦影！」

　サミィが言い終える頃ころには、さらに新たな反応が。

「左舷にも！　高速接近中！　右舷三左舷三！」

　報告の声に焦あせりがにじんでいる。

　おそらく、別の衛星から発進したのだろう。船足が異常に速い。もしこの状じよう況きようでさらに左右からの挟きよう撃げきを受ければ、どうにもならない。

　これは一いつ旦たん出直すのが得策のようである。

「緊きん急きゆう離り脱だつを！」

「了りよう解かいした」

　言うイーザーの手は、すでにコントロール・パネルの上を走っている。

　逃のがれる道はＵターンしかないが、宇宙船がそれをするには、基本的に、回れ右をしてメインエンジンを使うか、制動用のバーニアをひたすら噴ふん射しやし続けるかのどちらかである。

　だが前者は正面の敵に横腹や背後を見せることになり、後者はやたらと時間がかかる。

『モーニング・スター』が選んだのは──そのどちらでもなかった。

　イーザーがコマンドを打ち込むと、サミィとイーザー、二人の前にあるコントロール・パネルの一部がそれぞれ展開し、カバーのついた赤いボタンが現れる。見た目は完全に自じ爆ばく装置のノリである。

「三、二、一……ＧＯ！」

　二人同時にカバーをはね上げ、赤いボタンを押し込んだ！

『モーニング・スター』の巨きよ体たいがはじけた！

　外から見れば、それは爆散に見えたかもしれない。

　だが、違ちがう。

　船体各所にある、姿勢制せい御ぎよ用のスラスター。そしてエンジン。その周辺に設置されていた大小の装そう甲こうやブロックを強制分離したのである。

　半ばむき出しになったスラスターが、枷かせを外されて大きく動き、前を向く。

　メインエンジンまわりのリング状ウイングも変形し、エンジンの噴射ベクトルを斜ななめ前方に変へん更こう。

　それらすべてが──一いつ斉せいに推進を開始した。

　装甲を排はい除じよ・変形してまで全推進器の噴射ベクトルを前方に集中させることにより、回頭することなく後方への高速移動を可能にする。

　船の設計者、クイーンからこの機能の説明を受けた時には、サミィはただただあきれたものだったが、どうやら全く役に立たないシロモノでもなかったようである。

『モーニング・スター』は前方の敵に砲ほう撃げきを加えながら、急速に後退してゆく。その加速度は通常航行と比べても見み劣おとりしない。

　だがそれでも──

「……追いつかれる……」

　嚙かみ締しめた歯の間から、サミィは小さな呻うめきを漏もらした。

　こちらが最高速度で離脱をかけてなお、左右から迫せまる艦かん艇ていの速さの方がわずかに速い。

　正面からの三隻せきはスピードに劣るらしく、こちらに追いつけていないが──左右の六隻と戦せん闘とう状態に入るのは、もはや時間の問題だった。

　大きさは百メートルクラスと小型だが、『モーニング・スター』の方もエンジン一機を失い、あちこちの装甲やブロックを排除したせいで防ぼう御ぎよ力もいくぶん落ちている。

「各砲座の砲撃目標変更！　一番から五番はこれまで通り正面！　六番以降偶ぐう数すう番は右舷、奇き数すう番は左舷の艦艇を照準！」

　言いながらサミィは攻こう撃げき設定を変更していく。左右から迫り来る艦隊は、まだわずかに射程に入ってはいないが──

「──っ!?」

　コントロール・パネルの上を躍おどっていたサミィの指が、一いつ瞬しゆんその動きを止めた。

　長距離レーダーの表示によれば──

「後方より七隻接近！」

　声に焦りの色がにじむ。

　どうやって回り込まれたのかはわからないが、完全に前後を挟まれた。

　敵はただのならず者集団とあなどっていたが──

　艦橋ブリツジに小さな電子音が響ひびく。

「通信だ」

　イーザーの冷静きわまる声が、この時ばかりはさすがに少々カンにさわった。

「どこから!?」

　叫さけぶのに、イーザーは変わらず冷静な声でこう言った。

「後方の『シューティング・スター』からだ」




　周囲に六機の高性能囮デコイユニット『ドッペルゲンガー』を並べ、ステルスシステムによって宇宙の闇やみ色に同化した『シューティング・スター』の艦橋ブリツジで。

「先走りすぎよ。なんで単独で突つっ込んでるのよ」

　レティシアは通信回線を開き、『モーニング・スター』のサミィに言った。

　だが。

『共同作戦なんて話は聞いてないわよ！……まあ、今にはじまったことじゃないけど』

「なるほど」

　サミィの文句にレティシアはつぶやく。

　単なる怠たい慢まんか、それともわざとか、時々あるのだ。共同作戦のはずなのに、その事前連れん絡らくがなされていなかったりすることが。

　社長でもある兄を問いつめれば、返ってくるのは決まって、ごめんごめん、という重みもない謝りの言葉とあいまいな困った笑え顔がおだけ。

　だが、クロフトが何かの意図をもって、そうするように指示しているという可能性も考えられた。

　いずれにしろ、今さら連絡の不備を嘆なげいてもはじまらない。

「状じよう況きようはどう？」

『まだまだ。……って言いたいところだけど……エンジンを一基やられたのは正直痛いわ。

　運が悪かっただけなのか、手て強ごわいのが交じってたのかはわからないけど』

「一いつ旦たん退ひいて、作戦を立て直した方がよさそうね」

『同感。追って来る艦かんは砲撃で足を止め──』

『──なっ……!?』

　驚きよう愕がくの声は通信機を通し、レティシアとサミィ、二人が全く同時に上げた。

　レーダーサイトの中。後退する『モーニング・スター』を斜め左右から追い来る反応が六つあった。

　それが『モーニング・スター』の射程距きよ離り内に突とつ入にゆうしようかという、その時。

　追つい撃げきの艦かん影えいが、突とつ如じよ幾いく十にも増えたのだ。

　あわててレティシアは各種センサーでチェックするが、どう調べても、センサーデータは同型艦五十四隻の存在を示していた。

『……これって……まるで……』

　サミィが吞のみ込んだつぶやきを、レティシアは喉のどの奥から絞しぼり出した。

「……『ドッペルゲンガー』……」

　そう。

　追撃艦隊が今見せた現象は、宇宙海かい賊ぞくなどが持っているはずもない──『シューティング・スター』の囮デコイユニットと全く同じものであった。




　──まずい。まずい。まずいまずいまずい。

　内心の焦あせりを嚙かみ殺しながら、サミィの指はコントロール・パネルの上を躍り続ける。

　敵は今しがた主しゆ砲ほうの射程距離に入り、『モーニング・スター』は砲撃を開始した。

　第一射で、相手の光が一つ消えた。

　たぶんダミー・ユニットを一つ直撃したのだろうが、残る艦影は減速する様子すらなく、こちらとの距離を詰つめつつある。

　足止めすることさえできない。このままなら、あと数発を撃うつ頃ころには、敵の射程に捕とらえられるだろう。

　そうなれば、まず勝ち目はない。

　こちらの主砲をいくら撃ったところで、当たるのは一いち斉せい射しやごとにせいぜい一発か二発。なおかつそれで撃破したのがダミーだったら──全くの無意味、とは言わないが、ひたすら無む駄だが多いことは事実である。

　主砲の照準を、一射ごとに目標を変えるように設定しながら──

「本物とダミーを見分ける方法ってないの!?」

　通信機の向こうにいるレティシアに問いかける。

　返ってきたのは──

『せいぜいが目視ね』

「……あー。そう」

　あまり役に立ちそうにもないアドバイス。

　試ためしに追撃艦隊がいる方を望遠で映してみるが──そこにあるのはただ、黒い宇宙とかがやく星々。

　この画面のどこかに、敵てき艦かんとダミーユニットが映っているはずなのだが、こういう戦法をとって来る以上、当然船体の色を黒くしているはずである。

　カメラの性能や解像度を考えれば、これで相手を見つけるには、ある程度まで近づく必要がある。──相手の射程よりもっと近くに。

　──つまり、テはないってことね──

　内心で毒づきながら──

　主砲発射準備完かん了りようのサインを目にして、サミィは第二射を放つ！

　反応がまた一つ消えて──別の一つが遅おくれはじめる。カスって中破させた、といったところだろうか。

　間を置かず次の砲ほう撃げき準備。

　その横で。

「──サミィ。とりあえずこの場だけは切り抜ぬける案がある」

　イーザーは、『シューティング・スター』との通信回線を閉じると、そう言った。




「『モーニング・スター』が減速しはじめた！」

「どういうこと？」

『シューティング・スター』の艦橋ブリツジで。メニィがもたらした報告に、レティシアは眉まゆをひそめた。

　後退していた『モーニング・スター』と全速で進んでいた『シューティング・スター』との距離はみるみる縮まりつつあった。このままなら、ほどなく合流できるはずだったのだが──

「後退してたのと反対向きにエンジンとか噴ふかしてる。

　まるで──減速っていうより、敵に突つっ込んで行こうとしてるみたい！」

　通信を切った理由は大体想像がつく。だが、減速しはじめたというのは──

「何を考えて──まさか──!?」

　レティシアが声を上げる中、『モーニング・スター』はついに、敵追撃艦隊の射程距離内に入った。

　火線が交こう錯さくする。

『モーニング・スター』と、追つい撃げき艦かん隊たいの放つ破は壊かいの光が。

　追撃側の光点がまた一つ消え、いくつかの砲撃が『モーニング・スター』を捕らえる。

　当然、砲撃をしかけてきた反応はダミーユニットではないことになるが──反応はでたらめに軌き道どうを交差させ、どれが本物かをわからなくしている。

『モーニング・スター』はやがて停止し──今度は前方の艦隊に向かって進みはじめた！

　艦隊と『モーニング・スター』の距離がみるみる縮まっていく。艦隊からの砲撃は激しさを増し、『モーニング・スター』の船体を削けずりゆく。

　だがその時。

『モーニング・スター』が翼をひろげた！

「……ディバイド・フレア……！」

　レティシアは聞いたことがあった。『モーニング・スター』に搭とう載さいされたその機能のことを。

　船体周囲に分デイ散バイドフィールドを展開し、そこに主砲を斉射する。ビームは拡散はされぬまま分散され──

　レティシアが見る画面の中で、宇宙が光った。

　ディバイド・フィールドを通した『モーニング・スター』の主砲は、無数の光る雨と化し、敵艦隊のただ中に向かって降り注いだ！

　敵艦の反応を示す光点が一気に激減した。

　本来これは、対機動兵器用の対空武装のはずである。分散された一撃一撃の威い力りよくは当然高くはなく、艦船に命中させたところで、さしたるダメージを与あたえることはできない。

　だが──相手がダミー・ユニットならば話は別。艦船ほどの装そう甲こうもなく、機動兵器ほどの回かい避ひ能力もない。

　つまり『モーニング・スター』は、距離を詰つめて弾だん丸がんをばら撒まくことにより、まずはダミーを一いつ掃そうしようとしているのだ。

　次いで、『モーニング・スター』は対空用の小型ミサイルを一いつ斉せい射しや。主しゆ砲ほうのエネルギー充じゆう塡てんを待って、再びディバイド・フレアを放つ。

　光が宇宙を薙ないだそのあと、敵艦の反応はダミーを含ふくめて十一にまで減っていた。

　ダミーユニットは、これでほとんど沈しずめたはずである。

『モーニング・スター』はこの時点でディバイド・フィールドを消して、通常の砲撃に切り替かえはじめた。

　そこに──

「全主砲発射準備！　『モーニング・スター』を援えん護ご！」

「りょーかいっ！」

　六基の『ドッペルゲンガー』を従えた『シューティング・スター』が参戦する！

　遠くの宇宙にあざやかな爆ばつ光こう。『モーニング・スター』の主砲が今度こそ、敵てき艦かんの一隻せきを捕とらえたのだ。

　だが──

　ダミーユニットの大半を落としたとはいえ、依い然ぜん不利なままだということに変わりない。

　数の上では、たった今相手が一隻沈んで、ダミーを除けばおそらく二対五。

　火力では『モーニング・スター』が圧あつ倒とうしているものの、その『モーニング・スター』とて、いまや満身創そう痍いである。

『シューティング・スター』のモニター越ごしにさえ、船体の破損が大きいのがはっきりと見てとれる。

　装甲のあちこちが灼やけ裂さけ、小爆発を起こしている区画ブロツクさえある。煙けむりを噴いているように見える部分は、おそらく空気とともに水が漏もれ散って凍とう結けつしているのだろう。

　それでも『モーニング・スター』は砲撃を続ける。その傍かたわらに寄り添そい、『シューティング・スター』もまた。

　ダミーの数基が消えて──敵艦がさらに一隻爆散する。

『モーニング・スター』の右う舷げんで大きな爆発。

　さらに一隻敵が消え──

『シューティング・スター』が展開していた『ドッペルゲンガー』のうち二つが、間を置かずに落とされる。レティシアは、予備に残しておいた二基の『ドッペルゲンガー』も解き放つ。

　闇やみを切り裂さく火線の量は減ってゆき、敵も味方も傷ついてゆく。

『シューティング・スター』も二度ほど砲ほう撃げきにかすられている。幸いさしたる被ひ害がいではなかったが──『モーニング・スター』の方のダメージは、かなり深刻なようである。

　それでもなんとか、敵をあと二隻にまで減らしたその時──

「正面からさらに三隻！」

　いつもはのほほんとしたメニィの声にも、さすがに焦あせりの色が濃こい。

　一いつ旦たん引き離はなした正面の三隻が追いついて来たのだ。

　ほぼ同時に──

「『モーニング・スター』から通信！　回線つなぐね！」

　レティシアの返事も待たず、画面の一つにサミィの顔が映し出される。

『あと五隻！　なんとか協力お願い！　『モーニング・スター』を盾たてにしてもいいから！』

「わかったわ」

　意図を察して、レティシアはそうとだけ言うと小さくうなずいた。

『シューティング・スター』を『モーニング・スター』の船腹の方に位置させて、なおも砲撃を続ける。

　ま近で見るとよくわかる。『モーニング・スター』の破損は限界に近づきつつあった。むしろ、これまでよく保もったものである。
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　撃うたねば損だとばかりに『モーニング・スター』がミサイルをばら撒きまくる。敵艦も、防ぼう御ぎよなどおかまいなしに砲撃を続ける。

　敵一隻を沈めるも、『モーニング・スター』の右舷がまともに火を噴ふく。そのブロックを丸ごとパージ。

　限界が来ていた。

『モーニング・スター』はなおも砲撃を続けてはいるものの、その火線量も砲撃ペースも、見る影かげもなく衰おとろえていた。

『シューティング・スター』はその船腹近くに位置し、『モーニング・スター』を盾にするような形で砲撃を続けている。

　展開した『ドッペルゲンガー』もほとんど落とされ、もはや一基を残すのみ。

　敵は援護の三隻が合流し、双そう方ほうの射程に入る。残り四。ダミーはもはやないはずだった。

　咳せき込むような『モーニング・スター』の砲撃が、それでもなんとか、さらに一隻を捕らえたその時──

　別の一隻が放つ光が、まともに『モーニング・スター』の艦橋ブリツジを直撃した！

　あわてて離れる『シューティング・スター』。残った敵の砲撃が、次々と『モーニング・スター』に突つき刺ささる！

　その間に『シューティング・スター』の砲撃が敵の一隻に着ちや弾くだんし──

　同時だった。

　宇宙の虚こ空くう、近くと遠くで、大小二つの光がはじけたのは。

『モーニング・スター』は、惑わく星せいサンビューネの衛星軌き道どう上で爆ばく散さんした。




　爆発の衝しよう撃げきが、『シューティング・スター』の船体を揺ゆらす。

　こちらにさしたる被害はなかったが──

　レティシアはあわてて通信回線を開いた。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

『なんとか！』

　返ってきたサミィの声は、とりあえず元気だった。

　後方に位置した『モーニング・スター』の搭とう載さい連絡艇シヤトル『ドラグゥーン』からのものである。

　サミィたちの立てた作戦は、かなり強ごう引いんなものだった。

『モーニング・スター』を使い潰つぶすつもりで艦かん隊たいに突とつ撃げきし、火力や装そう甲こうを活いかして強引に敵を殲せん滅めつ。自分たちはシャトルで脱だつ出しゆつして『シューティング・スター』に回収してもらい、この宙域を離り脱だつする、というものである。

『シューティング・スター』の存在がなければ成り立たない上に、かなりいちかばちかの作戦である。

　レティシアもそのことに気づいて援えん護ごしたのだ。さすがに砲撃が『モーニング・スター』の艦橋ブリツジを直撃したのを見た時にはヒヤリとしたが──『ドラグゥーン』が発進したのはその直後だった。

　どうやらその時には、船体操作をオートにして、シャトルに移動していたらしい。

　とはいえ──

　現時点で、残る敵てき艦かんは二。いずれも『シューティング・スター』と同クラス。

　もともと圧あつ倒とう的な戦力差を、ここまで詰つめたこと自体奇き跡せき的ではあるのだが、これを排はい除じよしない限り計画が成功したことにはならない。

　敵をどれだけ屠ほふったところで、生き延びられなければ意味はないのだ。

　砲撃が再開された。

『ドラグゥーン』もミサイルやビームでの援護射撃を開始するが、敵艦二隻せきは執しつ拗ように『シューティング・スター』のみを狙ねらって来る。こちらの船を沈しずめられれば、ワープ能力を持たないシャトルで、この宙域を離脱することは不可能になる。

　敵艦の砲撃が『シューティング・スター』の外装をかすめ、叩たたく。

　艦橋ブリツジには、いくつも点ともったレッドランプ。

　こちらの砲ほう撃げきも敵艦を幾いく度どか捕らえてはいるものの、さすがに『モーニング・スター』の主砲ほどの出力はなく、一撃で相手を撃破するには至らない。

　光が、衝撃が走る。

　レッドランプがまとめて点り、メニィの声に絶望が混じる。

「第二ブロック被ひ弾だん！　ワープ機関、やられちゃった！」

「──っ……！」

　レティシアは奥歯を嚙かみ締しめる。

　前方では二隻のうち一隻が、『ドラグゥーン』のビームを受け──それで耐たい久きゆう力の限界を越こえたのだろう。小爆ばく発はつを連れん鎖さして、ついにはまばゆい火球と化す。

　残る敵は傷ついた一隻。

　だが傷だらけは『シューティング・スター』とて同じこと。ついでに言うなら、この一隻で敵が打ち止めだとは限らない。

　ワープ機関の修理が可能だとしても、それにどれほどの時間がかかるのか。その間敵がもう出てこないという保証はない。

　さらに数度の砲撃を交え──

「エネルギーコンバータ被弾！　ブロックパージ！　主砲発射不能！」

　選せん択たく肢しは、奪うばわれた。

「メニィ！」

　レティシアの声が艦橋ブリツジに響ひびく。

「『シューティング・スター』を自動操縦・自動攻こう撃げきモードで敵艦に向けて！

　あたしたちは『ワイヴァーン』に移るわよ！」

　メニィは一いつ瞬しゆんためらって──

「……わかった……」

　うなずき、シートから立ち上がる。

　二人は艦橋ブリツジをあとにして、格納されたシャトル、『ワイヴァーン』を目ざす。

　このままでは『シューティング・スター』と心中ということにもなりかねない。シャトルで一いつ旦たん離脱して、敵艦を攻撃。もしも敵艦を撃破して、運良く『シューティング・スター』が無事だったなら、戻もどればいい。

　通路を駆かけゆく間にも、大小の衝撃が二度三度。なんとか機体に乗り込んで緊きん急きゆう発進。

　青い翼つばさが、『シューティング・スター』から宇宙に滑すべり出る。

　出てみると、敵艦との距きよ離りはさらに詰まっていた。

　こちらが飛び出したことに気づいていないはずもないだろうに、敵艦はあいもかわらず、『シューティング・スター』に向かって砲撃を続けている。

「これ以上勝手は──」

　レティシアは射しや撃げき準備に入る。

『ワイヴァーン・ブレス』。装備課のシュミ人クイーンがつけた、シャトルにあるまじき重武装で、その一撃は『シューティング・スター』の主砲並みの威い力りよくを持つ。

「させない」

　光が闇やみを切り裂さいた。

　青いシャトルが吐はき出した一撃は、敵艦にまともに突つき刺ささり──

　その船体が火を噴ふいた。

　しかし最後の一隻は、その状態でなおも加速し、『シューティング・スター』に向かって突っ込んでゆく！

　相打ちにしてでも沈めるつもりか──

　サミィたちの『ドラグゥーン』がそこに攻撃をかけるが、敵艦は小爆発を連鎖させながらも進撃を続け──

　爆発した。

　衝撃が『ワイヴァーン』を、『ドラグゥーン』を揺ゆらす。なんとかそれに耐たえ、姿勢を制せい御ぎよして──

「『シューティング・スター』は!?」

　レティシアは声を上げる。

　センサー類は爆発の影えい響きようで一時麻ま痺ひしている。かろうじて生きているのはモニターくらいだが、そのモニターに映るのも、爆発で生まれたガスの──

　──いや。

　白く煙けむるガスの中から、黒い影かげが姿を見せる。

　見慣れたそのシルエットは──

「『シューティング・スター』！」

　爆ばく煙えんを貫つらぬき現れたその姿に、レティシアは歓かん喜きの声を漏もらした。

　だが。

　希望が見えたのはその一瞬だけだった。

　船体の一部に小さな閃せん光こうが見えた、と思った次の刹せつ那なには。

『シューティング・スター』は光と化した。

　爆発の衝しよう撃げき波が通り過ぎたそのあと。

　沈ちん黙もくが。

『ワイヴァーン』のコックピットに落ちた。

　──ツ──

　小さな電子音。

　メニィが通信回線を開くと──

『どうする？』

　聞こえてきたのは、イーザーの声だった。

　メニィはちらりと、レティシアの方に目をやって、

「えっと、レティ、ぼーっとしてる」

『サミィもだ』

　レティシアは、『シューティング・スター』の爆散した画面をじっと眺ながめたままで動かない。

　もはやそこは、闇と星しか映っていないというのに。

　メニィはそんなレティシアの様子をちらりと眺めて、

「んっと、でもこのままこんなところにじっとしててもあぶないだけだし……

　やっぱり……とりあえずあそこに行くしかないと思う」

　言って彼女が目をやったのは──前方にかがやく青い星。

『同感だ』

　その視線が見えたはずもないだろうが──同じことを考えていたらしく、イーザーが言う。

『ワイヴァーン』と『ドラグゥーン』、二機のシャトルは並んで青い星へと向かいはじめた。

「ところでイーザー」

　メニィは通信で呼びかける。いつもと変わらぬ、あまり緊きん迫ぱく感のない声で。

「今回のこれって、やっぱりクロフトのしわざだと思う？」

　通信機は、一いつ瞬しゆんだけ沈黙してから、

『……ああ』

　イーザーの低い声はそう答えた。







　昼ひる行あん灯どんの一日は静かに過ぎていく。

　窓から灰色の空をぼんやりと眺め、必要な書類にサインをしたり必要のない書類にサインをしたり、気が向けば知り合いと電話で雑談をしてもいい。

　社長というのは、本気でやるのならどれだけ時間があっても足りないが、手を抜ぬけばかなり時間が自由にできる職業である。

　ティモシー＝マイスターは今日もまたそんな一日を送っていた。

　火星にある、クロフト系テナントビル。その一角の、小さな事務所と形だけの社長室。それがシェリフスター本社のすべてだった。

　だがその日。

『社長』

　事務所にいる秘書から社長室に連れん絡らくが入ったのは、午後になってからのことだった。

「んー。なーにー」

　マイクに向かって気の抜けた返事をするティモシーに、いつも無む駄だに気合いの入ったしゃべり方をする、やや年ねん輩ぱいの女秘書は、いつもと同じく無駄に気合いの入ったしゃべり方で、

『社長にご来客です』

「予約アポ入ってないよね？　誰だれ？」

『ランドルフ・マイスター氏です』

　ぶッ！

　これには、さすがにティモシーも吹ふき出した。

　ランドルフ＝マイスター。その名を知らぬはずもない。

　親会社であるクロフト・カンパニーの現社長にして──ティモシーの実の父親。

　通信連絡を受けることはよくあったし、呼び出しを食らったことも二度三度。

　だが──問答無用でいきなり押しかけられたのはこれが初めてである。

　秘書も確か、ランドルフの顔は知っているはずだが──

「ええっと……念のために聞くけど、たまたま同どう姓せい同名の別人とか……」

『ご当人です』

「……だろうねぇ……

　わかった。お通しして」

『わかりました』

　秘書がそう言い終えるか否いなかのうちに。

　がちゃりと社長室のドアが音を立てて開き──そこに、影かげが現れた。

　ティモシーは椅い子すにかけたままわずかに身を引き、

「……ど……どーしたんですか父さん？　なんか入って来た時点で、怒いかりのオーラっぽいものが出てるんですけれど……」

「だろうな」

　ティモシーの言葉をあえて否定せず、ランドルフ＝マイスターは室内へと歩み入った。

　歩き方も表情も、ついでに言うならしゃべり方もいつもと全く変わらずに、ただ、その全身から発するオーラというかプレッシャーというか、それがひと回りもふた回りも違ちがう。

　執しつ務む机を挟んでティモシーの正面に来ると、後ろ手を組んだ不動の姿勢で立ち止まる。

　椅子にかけたティモシーからは、当然見上げる形になる。

「……ええっと……とりあえずかけてください」

　言って、そばのソファをちらりと目で指すが、ランドルフは表情一つ変えぬまま、

「いや。このままでいい」

「……そうですか……」

　そして、双そう方ほう沈ちん黙もく。

　ティモシーはすぐにそわそわしはじめると、

「ええっと、それで、用件は……」

　ランドルフは、ゆっくりと息を吸い込んでから、やはりゆっくりと、

「なぜ、『シューティング・スター』を、サンビューネに向かわせた」

「……え……？　なぜ、って……？」

　目をしばたたかせるティモシーに、ランドルフは嚙かんで含ふくめるかのように、

「『シューティング・スター』チームには、事前に、惑わく星せいミューノスの調査に行くように言ったはずだが」

「ええ。もちろん依い頼らいされたことはおぼえてます」

「なら、なぜ『シューティング・スター』はミューノスに行っていない。なぜサンビューネに向かわせた」

「いえその、補給の都合で『シューティング・スター』の出発が遅おくれちゃいまして。

　そうこうしているうちにサンビューネの海かい賊ぞく退治の依頼が来たんで……

　これは、シューティング・スターとモーニング・スターの共同作戦でちゃっちゃと海賊を片づけちゃって、そのあと二チームで合同調査をした方が結果的に早いだろうな、って思ったんですけど……その……

　何か……ダメでしたか？」

「────」

　ランドルフはしばし無言で、じっとティモシーをにらみつける。

　ティモシーは居い心ごこ地ち悪そうに、ちらちらと視線を合わせたりそらせたりして──

「……気づいていないのか？」

　やがて問いかけたランドルフの声からは、いくぶんトゲが落ちていた。

「気づく、って……何をです？」

　ランドルフは、ため息と呼ぶには小さい息を吐ついてから、

「シェリフスターに所属する三体のマリオン・タイプに、離り反はんの兆きざしがあることに、だ」

　言われたティモシーは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし──

「……まさかぁ」

　返したのは、苦く笑しよう。

「そりゃあ確かにサミィくんなんかは、従順とは言えませんけど、だからっていくらなんでも離反なんて……

　第一、クロフトからもらえる薬がないと、いずれ死んじゃうってことは、彼らだって知ってるんですよね？

　死んでもいいから離反する、なんて、全然意味ないじゃないですか」

「命を捨ててまでの離反が無意味だというのは同意見だ。

　だが兆候があることも確かだ。

　彼らの頭皮下には、小さなチップが埋うめ込まれている。それで彼らの会話をモニターしているのだが──

　以前『モーニング・スター』が数日間、完全に連れん絡らくを絶ったことがあった。

『シューティング・スター』が捜そう索さくに行き、二隻せきで帰って来たのだが、その時以来、マリオン・タイプ三体のモニターチップが、揃そろって機能しなくなった」

「いや、でも……

『モーニング・スター』が事故を起こして足止めされていた宙域は、電磁波の影えい響きようも結構キツかった、って話を聞いてますし……それでやられたんじゃないですか？」

　あいまいな苦笑で言うティモシーに、ランドルフは重ねて、

「それだけではない。彼らはどこかから、自らの生命維い持じに必要な薬品のレシピを手に入れたという情報がある」

「……え？」

　今度はティモシーも眉まゆをひそめた。

「万一にも事実なら、それは離反の兆しという以外の説明はつかん」

「……万一……ってことは、確かく認にんしたわけじゃあないんでしょ？　その情報」

「確認後では遅おそすぎる」

　困った顔で言うティモシーに、ランドルフは静かに宣言した。

「それに、たとえこの情報が誤りでも、彼らはイージスと出会った。

　量産されたイージスを見て、彼らは、不要になった自分たち試作タイプが、いずれ遠くないうちに処分されると思ったのかもしれん。

　それならばクロフトに一いつ矢し報むくいる、と考えた可能性は十分ある。

　なら彼らの取る行動は予測される。

　自分たちの存在をメディアに公表するのだ」

「────」

　ティモシーは口を何度かぱくぱくさせて──結局は、何も言わずに口をつぐんだ。

「彼らが普ふ通つうの人間でないことは、遺伝子チェックをすればすぐにわかる。

　もし彼らがメディアでそのことを公開したらどうなる？

　人間のクローンや遺伝子操作は、多くの国では認められていない。この火星でもだ。

　彼らの遺伝子は人間のものを使用したわけではない。よって厳密に言えば法律上、人間のクローンとはならんはずだ。

　だが彼らはヒトと同じ外見をしてヒトと同じ言葉をしゃべる。遺伝子パターンも多くの部分が人間と共通しているのも事実だ。ならば彼らは人間のクローンと同様だ、と解かい釈しやくする者もいるだろう。

　法律上どうなろうと、世論はクロフトを非ひ難なんする方向に流れるだろう。

　会社は大きな痛手を受け、数万、数十万の失業者を出すことになり兼かねない。

　それだけは、なんとしてでも防がねばならん」

「なるほど」

　ティモシーは、ほんの少し重くなった口調でつぶやいて──

「私が言っていることの意味がわからんか」

　ランドルフの声に、再びプレッシャーが加わる。

「私は危険な備品を処理するべく手を打った。だがお前はそのことに気づかず、処理場に、備品だけではなく社員まで送り込んでしまった」

　ティモシーは、目を見開いて口を開け、

「──まさか──惑星サンビューネの海賊退治って──」

　つぶやきに、ランドルフは答えない。

「どうするんですか父さん！　レティも行ってるんですよ！

　──そうだ！　すぐに連絡して引き返させれば──」

「もう遅い」

「……え……？　遅い……ってまさか……？」

「連絡が入った。『モーニング・スター』の撃げき沈ちんは確認。海賊艦隊は壊かい滅めつ。但ただし戦せん闘とうの後、二機のシャトルが惑星サンビューネに降下したのが確認されている。

『シューティング・スター』も沈しずみ、四人はシャトルで惑星に降下した」

「なら遅くなんてないじゃないですか！　それって、レティが無事な可能性も十分に残ってるってことでしょ？　『海かい賊ぞく』たちがいなくなって、救助隊を送れば──」

「遅いのだよ」

　しかしランドルフはくり返す。

「戦闘を行った時点で、彼らはおそらく『海賊』の正体に気づいたはずだ。

　もし彼らが無事に帰って来たなら、即そく座ざにことの全すべてをメディアに暴ばく露ろするだろう。

　そうなれば、クロフトは終わる」

「だからって！　レティシアを見捨てるんですか!?」

「……離り反はんの件を知っているのが私だけなら、なんとかできたかもしれん。

　だがそのことは、他ほかの役員も知っている。

　今さら計画は止められん」

「そんな！　じゃあ……どうしようもないんですか!?」

　ティモシーに言われて、ランドルフはしばし沈ちん黙もくしてから、

「──レティシアを助けてやってくれ」

　…………ふぅ…………

　ティモシーは、長い吐と息いきをついてから、

「どれだけのことができるかはわかりませんが……やってみます」

「頼たのむ。それだけだ」

　言うとランドルフ＝マイスターは、きびすを返してドアへと向かう。

　その背中は、入ってきた時と比べてずいぶん小さく見えた。

　父親が部屋をあとにして、ティモシーは静かにため息を漏もらし──

　ツーッツーッツーッ。

　小さな小さなコール音は、執しつ務む机の引き出しから聞こえた。

「おやおや。ナイスタイミング」

　歌うようにつぶやくと、引き出しのロックを外して引き開ける。

　中にあった通信機のディスプレイを展開し、回線を繫つなぐと──

　画面に映し出されたのは、白しら髪が混じりの初老の男だった。

「やあ。教せん授せい」

『『シューティング・スター』と『モーニング・スター』の件は知っているかね？』

　ティモシーの呼びかけにあいさつもなく、画面に映った相手──ティモシーのかつての恩師であり、現在はレヴィアン＝コラードと名乗るマッドサイエンティストは言った。

　もちろん、ティモシーがしばらく前からこのマッドサイエンティストと連れん絡らくを取っていることは誰にも秘密にしているが。

「しばらく前から定時連れん絡らくがない、とは聞いてますが……」

　わずかに眉まゆをひそめ、やや心配げに彼は言う。

　たった今父親から、二隻せきが沈んだと聞かされた様子など微み塵じんも見せない。

『沈んだよ』

　言われてティモシーは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし──

「──は!?」

　通信機に向かって身を乗り出すと、

「そんな……噓うそですよね!?　相手はたかが海賊ですよ！　そりゃあ数は知りませんけど……」

『こんな噓など言わんよ。探査プロープで追つい跡せきしていた。間ま違ちがいはないよ』

「そんな……！　じゃあ、みんなは!?」

『とりあえずは無事のようだ。双そう方ほうシャトルで、最寄りの惑星に降りた』

「わかりました。こっちからも救きゆう援えんを手配しますが……海賊たちの残りの戦力って、どれくらいありそうです？」

　問われてコラードは画面越ごしに、しばしティモシーをじっと見つめて、

『相手は海賊などではないよ』

「え？」

『装備が全く違う。一部を除いて、あそこにいたのは──クロフトの艦かんだ』

「クロフト……って……え……？　なんで……？　そもそも今回の依い頼らいだって……あ……」

　コラードは小さくうなずいて、

『そう。どうやらクロフトは、サミィくんたちを処分することに決めたようだね。

　そこで一つ、きみに聞きたいのだが──』

「もちろん、救助の手配はしますよ！……状じよう況きようからしてクロフトに協力を求められないのは痛いですけど……」

『そうではない』

　助力を誓ちかうティモシーの言葉を受け流し、コラードは、彼をじっと見つめたまま、

『聞きたいのは──

　彼女たちが離反しようとしていることをクロフトに漏らしたのは君なのではないか、ということなのだよ。ティモシーくん』

「……へ？」

　ティモシーは数度瞬まばたきをすると、眉をひそめて、

「冗じよう談だんはやめてくださいよ教せん授せい。なんで僕がそんなことをしなくちゃあならないんですか」

『きみは言った。

　その方が面おも白しろいから、私とコンタクトを取ったのだ、と。

　なら、その方が面白いからという同じ理由で、計画のことをクロフトに教えることもありうるのではないかね？』

「あのですねえ。妹も──レティシアもサンビューネに行ってるんですよ！

　いくら教せん授せいでも、そういう冗談はやめてもらえますか!?」

　嚙かみつくティモシーを、コラードは、しばし無言で見つめてから、

『──ふむ──』

　わずかに画面から身を引く。

『見当違いなら失礼した。

　ともあれ、私もサンビューネに向かうが、クロフトがあとどれほどの戦力を準備しているのかも不明だ。

　そちらからも救援を頼みたい』

「救援はかまいませんが……

　教せん授せいご自身も向かわれるんですか？」

『そのつもりだが』

「なぜです？」

　ティモシーは尋たずねる。こればかりは、本気で理解できなかった。

「メニィとサミィとイーザーの遺伝子データはもうお持ちなんでしょ？

　で、問題の場所には、まだクロフトの戦力がいるかもしれない。決して安全とは言えない。

　教せん授せいの理想実現のため──ということを考えても、ご自身の身を危険に晒さらしてまで直接出向かれる意味はないと思うんですが」

『冗談ではない。意味は十分にあるよ』

　苦い表情でコラードは言った。

『もしも全く救援がなく、サミィくんたちが完全に追いつめられたとしたら、彼女たちはどういう行動に出る？

　おそらく、クロフトがやったことを全宇宙規模で暴ばく露ろしようとするだろう。

　どうせ希望がないのなら、せめて一いつ矢し──と考えるのは当然だろう。

　当然クロフトもそれを警けい戒かいしているだろうし、実際のところ現在は、サンビューネ周辺にはＥ・Ｃ・Ｍユニットが大量に展開されて、長ちよう距きよ離り通信に対する妨ぼう害がいがかけられている。

　サンビューネと外宇宙との連絡は途と絶ぜつされているが、そんな網あみを抜ぬけて情報を広域発信する方法などいくらでもある。

　もしそうなれば──クロフトにとっても大きな痛手だろうが、遺伝子操作に規制がかかるのも間違いない。

　つまり、私の理想実現の大きな障害となるのだよ。

　よって私は、なんとしても、彼らの暴露行こう為いを防がなければならない。

　そのために最も効果的な手段は、サミィくんたちに救出の望みを与あたえることだ。それもなるべく早いうちにね。

　ここで私が動かず、どうするというのだね？

　つまり──

　どんな形でいつ行われるにせよ、クロフトからの干かん渉しようというのは、避さけては通れぬ通過儀ぎ礼れいということなのだよ。

　彼女たちにとっても、私にとっても』

「なるほど。

　ともあれこっちとしては、味方が多い方が助かります。

　こちらも至急、いろいろかき集めて向かわせますから、そちらもよろしくお願いします」

『頼たのむよティモシーくん』

　──コラードとの通信連れん絡らくを終え、通信機を引き出しの中におさめて。

「──教せん授せいにはかなわないな──」

　ティモシーは、苦く笑しようとともにつぶやいた。




　空はどこまでも青く雲は汚よごれなく白く。風には土と緑の香かおりが満ちて。サミィとレティシアはひたすら落ち込んでいた。

　惑わく星せいサンビューネ。

　惑テラ星フオ改ーミ造ングそのものはすでに終しゆう了りようしており、湖もあり森もあり、人が生きていく上での水と大気はあった。

　そんな人工湖のほとりにある森の中。

　サミィは空を眺ながめていた。

　いや──眺めているというよりも、たまたま視界に入っているに過ぎない。木の根もとに腰こしを下ろして足を投げ出し、背中を幹に預ければ、自然とそういう姿勢になる。

　隣となりにはイーザーが腰を下ろして、彼女に気き遣づかいのまなざしを送っている。

　近くでは──

「レティ。元気出して」

「……元気よ」

　メニィにはげまされ、レティシアは、木の根もとにうずくまり、ひざを抱かかえたままそう答えていた。あまり元気そうには見えないが。

　一同の乗ったシャトル『ドラグゥーン』と『ワイヴァーン』は、なんとか惑星サンビューネへと降下した。

　装備課のシュミ人、クイーンに、なぜか潜せん水すい機能をつけられている二機のシャトルを湖中に沈しずめ、そばの森へと入ったのだ。

　とりあえずは切り抜けた──と言っていいのかどうか、微び妙みようなところではあったが──

「……どーするのよこのあと……」

　脱だつ力りよくしたままサミィはつぶやく。

　それは問いかけでも相談でもなく、もはや愚ぐ痴ちにしか過ぎなかったが──返事は、うずくまったままのレティシアから返って来た。

「……とりあえず……救助を求めて……」

　あるいはそれは、返事などではなかったのかもしれない。単にまとまらぬ思考がつぶやきとなって漏もれただけだったのかもしれない。

　それでも──それは、サミィの感情を逆ナデするには十分だった。

「救助!?　どこに!?」

　激げつ昂こうに任せて立ち上がる。ぼんやりと自分を見上げるレティシアのまなざしが、なお腹立たしい。

「わかるでしょ!?　あたしたちが戦ったのは海かい賊ぞくなんかじゃない！　なんで海賊が揃そろいも揃って『シューティング・スター』と同じ『ドッペルゲンガー』なんて装備してたのよ!?

　答えは一つしかないでしょ！

　あいつらはクロフトなのよ！

　とうとう、あたしたちを殺すって──いえ、処分するって決めたわけよ！」

「──サミィ」

　堰せきを切ったように言葉があふれる。言ったところでどうにもならないことなど百も承知のはずなのに。イーザーの制止の言葉も耳に入らない。

「わかる!?　あなたの父親の会社なのよ！　うちの親会社なのよ！

　それがあたしたちを消そうとしてるなら、一体誰だれが助けてくれるの!?　社長が？　クロフトに逆らってまで？　クイーンが？　人間でもないあたしたちを？　ありえないでしょ！

　救助要よう請せいなんて出したって、やって来るのは救助じゃない、あたしたちを殺しに来る連中よ！

　まあ、どうせ上から眺めてて、あたしたちの大体の居場所は摑つかんでるんだろうし、何もしなくてもいずれ殺しに来るだろうけど！」

「サミィ。よせ」

　イーザーが立ち上がってたしなめるが、それでもサミィは止まらない。

「そりゃあレティシア、あんたは助けてもらえるかもしれないわよ！　なんてったってあたしたちと違ちがって立派な人間サマなんだか──ら……」

　まくし立てていたサミィの表情が凍こおりつく。

　自分を、変わらずぼんやりと見上げるレティシア。

　その目から零こぼれたひとしずくの涙なみだを目にして。

「……あ……その……」

　視線をそらし──気づく。レティシアからすれば、家族に殺されかけたのも同然なのだと。

「……ごめん……その……あたし……」

　怒いかりが、みじめさに変わる。

　全身から力が抜ぬけて、ぺたりとその場に座り込み、力なくうなだれる。

「……ほんと……ごめん……あたし……ほんっと……」

　長い金色の髪かみが地面にひろがる。

　そのままサミィは動かずレティシアも動かず──

　時が流れる。風が流れる。

　吹ふっ切ったように息をつき、顔を上げたのはサミィだった。

　目のまわりが少々赤いが──きっぱりとした口調で、言う。

「レティシア、指示をお願い」

「……え……？」

　呆ぼう然ぜんと。レティシアは視線をサミィに向ける。そんな彼女に、サミィは嚙かんで含ふくめるように、

「あなたが、指示を下して」

　レティシアは小さく唇くちびるを嚙んでから視線をそらし、

「……けど……あたしに……そんな資格なんて……」

「ない、と、思ってる？」

　問われてレティシアは小さくあごを引く。しかしサミィは、

「そう思ってるんだと思った。だからあなたに指示をしてほしいの」

「……？」

「こうなったら、全員の力を合わせていくしかないでしょ？　だから。お願い」

　言ってサミィは右手をさし出す。

　レティシアは、まるでおびえる子供のように、ゆっくりと手をさし出して──

　二人の手と手が重なった。

　小さな笑えみを互たがいに浮うかべる。──双そう方ほう多少照れ気味ではあったが。

「えっと。じゃあ──」

　そこに、いつもの明るいメニィの声。

「とりあえず、近くの町に行ってみるとか」

　提案に、レティシアは苦く笑しようしながら、

「あのねメニィ、町って──」

　言いかけたその表情が真しん剣けんなものになる。

「……町……ね。なるほど。悪くないかも」

「いやあの。けどこの星って、入植されてないんでしょ？」

　サミィが問うのに、レティシアはうなずいてから、

「ええ。入植時の宇宙船事故でね。

　けど入植用の宇宙船がやって来るくらいには開発が進んでいたのよ。

　入植者を何もない広場に降ろして、さあ好きなように生きなさい──なんてことはありえないんだから、ある程度の住居や設備はすでにあるはずよ。

　それがどの程度なのかは、行ってみないとわからないけれど……
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　もしそこに、どこかのマッドサイエンティストが言っていた学校の理科室に毛が生えた程度の設備と原料があれば、例えば、この星でずっと生きていくことだってできるかもしれないわ」

「──この星でずっと──」

　サミィは夢見るようにつぶやいた。

　それがどういうことなのか──はっきりと想像することは彼女にはできなかったが、なぜか心引かれるものがあった。

「問題は、その町がどこにあるか、だけど……」

「東北東に約百キロだ」

　レティシアの漏もらしたつぶやきに、即そく答とうしたのはイーザーだった。

　全員の視線が集まる中、彼は淡たん々たんと、

「降下中に発見して、位置関係を確かく認にんしておいた。近くに宇宙港もあった」

「そーいうの見つけてたんなら最初に言う！」

　言うサミィの声には明るさが戻もどっていた。

「全員気づいていると思っていたが」

「みんな、あなたほど目はよくないわよ」

　苦笑するレティシアの隣となりで、メニィがおずおずと手を上げて、

「あたしも気づいてた」

「ならさっさと言いなさい。最初から」

　やはり苦笑のまま言うレティシア。

　……実は単に、それまで放心状態にあったサミィとレティシアが気づかなかっただけ、という可能性が高いのだが……

　いつの間にか、全員が立ち上がっていた。やることさえ決まってしまえば、人というのは結構強くなれるものだ。

「それじゃあシャトルはこのままで……車ね。

　行くわよ。その町へ」

　レティシアの呼びかけに、全員が力強くうなずいた。




　土を平らにならしただけで、舗ほ装そうさえされていないまっすぐな道は、タイヤが踏ふみしめるそのそばから、もうもうたる土つち煙けむりを上げる。

　ボンネットにぎらつく陽光を反射させ、二台の車は大地を横切る。

　無人の惑星にも美点はある。景色が無む駄だにいいことと、スピード違い反はんで捕つかまるおそれが全くないこと。

　大地と森と大空と。それだけだった景色の中に、やがて別のものが見えはじめた。

「町が！」

　赤いオープンカーの助手席で、メニィは風に負けないように大きな声をはり上げた。

　レティシアにも見えた。揺ゆれる風の向こうにある、人工の建築物の連なりが。

　まだ遠く、細部までわからないが、一階建ての平らな家がずらりと連なっているように見える。

　この星で事故が起きて入植中止になったのは、確か七年ほど前。

　なら、建っているのが間に合わせの仮設住宅だとしても、それほどひどい老ろう朽きゆう化かはないだろう。

　四人を乗せた二台は町へと近づいて──

　先を行く、サミィとイーザーの乗った車が急に止まったのは、町のやや手前でのことだった。

　あわててレティシアもブレーキを踏む。

　彼らのそばで車を停とめて、

「──どうしたの!?」

　レティシアの呼びかけに、サミィはとまどい顔で、

「イーザーが……人ひと影かげが見えた、って……」

「人影!?」

　レティシアは町並みに視線を移す。

　これくらい近づけば、町の様子は見て取れた。

　安い樹じゆ脂し建材を組み合わせた、安作りで没ぼつ個性なアイボリー色の家々。

　家にも道路にも、人影のようなものは見えないが──だからといって誰だれもいないという保証にはならない。

「まさか……クロフトの……？」

　我知らず声を低めて漏らすレティシアに、しかしイーザーは左右で色の異なる瞳ひとみを向けて、

「おそらく違ちがう。訓練された者の動きではなかった」

　クロフトからの刺し客かくだというのなら、最低でもイーザーに勝てる者でなければならない。ろくな訓練もされていないような者を送りつけるはずもなかった。時間的に見ても早すぎる。

「──とすると……」

　つぶやくレティシアの脳のう裏りに、ある可能性が浮うかぶ。

　他ほかの三人に目をやって──

　その顔からすると、皆みなもどうやら同じようなことを思いついたようである。

「……行ってみましょうか」

　レティシアの提案に、誰も異論は唱えず──

　二台は再び走りはじめた。

　町に入れば、アイボリーだと思っていた家々の壁かべが、もともと白いのが汚よごれていただけなのだと見て取れた。

　閉とざされた玄げん関かんドアや窓にも土つち埃ぼこりをはりつかせ、規則正しくどこまでもずらりと並ぶ家々は、連なる墓標を連想させた。

　しかし、しばらく行くうちに。前方に見えて来たのはまっ白な家。

　レティシアは、右手を併へい走そうする車に乗ったサミィとイーザーに無言で目くばせ。

　白い家──それはつまり、手入れされていることを意味した。

　いるのだ。やはり。誰かが。

　そのまましばらく走るうち。

　どんっ！

　二台の車が大きく揺れた。

　双そう方ほうの助手席から、メニィとサミィの姿が消えて──

「はい動かない」

「えっと。じっとしててほしいんだけど」

『うわっ!?』

　二人と、男たちの声は、左右の家、その屋根の上から聞こえた。

　車を停とめて見上げれば、右手の屋根にはサミィ、左にメニィがいて──屋根の上の男たち一人ずつと対たい峙じしていた。

　ゆく手に並んだ家の屋根、左右に男たちが身をひそめていたのを見み逃のがさず、メニィとサミィは車から屋根へと跳とんだのだ。

　無論普ふ通つうの人間にはマネのできない芸当だが。

　男たちは一いつ瞬しゆんひるむが、メニィと対峙する一人は、相手を与くみしやすしと見て取ったか──

「てめぇなめいてててててててて！　ギブギブすいませんかんべん！」

　つっかかっていった次の瞬間には、脅おどし文もん句くを言いきることさえできぬまま、右手をメニィにねじり上げられていた。

「メニィ！　あんまり力入れすぎちゃだめよ！　折れるから！」

「はーい」

　レティシアの呼びかけに陽気な返事。

　サミィと対峙している一人はそれを目にして、さすがに動けないでいる。

　そこに響ひびく、レティシアの声。

「こっちも上から逃にげて来たのよ！　他ほかにもいるんでしょ!?　隠かくれてないで出てきて！」

　屋根の上にいた男たちの視線が泳ぎ──

　やがて。

　離はなれた角から。建物の中から。ぞろぞろと何人もが姿を現した。ほとんど男ばかりだが、何人かは女も交じっている。

　小こ汚ぎたないなりの者もいれば手入れされた服を着ている者もいるが──言えるのは、全員が、どこか似たファッションセンスを共有しているということ。

「追い立てられた者同士、こんなところでいがみ合っても仕方ないわ。

　とりあえず話をしない？　海かい賊ぞくさんたち」

　レティシアの呼びかけに、地上に落ちた宇宙海賊たちは互たがいに顔を見合わせた。




　考えてみれば至し極ごく当然なことだった。

　目の前に生活可能な星と施し設せつがあるのに、そこに降りない理由はない。

　サンビューネの衛星圏けんに巣食う宇宙海賊たちは、しょっちゅう星に降り立っていたのだ。

　そこには水と空気がふんだんにあり、仮設とはいえ住宅まである。海賊船の居住環かん境きようがどんなものかは知らないが、それより暮らしやすいことは確かだろう。

「……つってもしょせん、この惑星ほしを持ってるのはどこかの国。そいつらが本気で入植に乗り出して来りゃあ、少々抵てい抗こうしたところで、結局俺たちゃあ出て行くことになっちまうだろうからな。地上ここに永住するって気はねえが──

　まあ、いい保養地ってところだ」

　案内された仮設住宅の一つで。『逆さ吊づりのギルス』と名乗った海賊船船長は言った。

　年の頃ころ三十ほどの黒くろ髪かみで、黒いコートに黒帽ぼう子し。昔の海洋冒ぼう険けん譚だんに出てくる海賊の船長そのままの格好である。一体そんな服をどこでどうやって手に入れたのかは謎なぞだが。

　話し合いに応じた彼らの案内で、レティシアたちは、仮設住宅の一つへと連れて来られていた。

　壁かべの一面がぶち抜ぬかれて大きなひと続きの部屋になっており、そこには大きなテーブルといくつものイス。

　もっとも──よく見れば、大きなテーブルと見えたものは、普通のテーブルを四つばかり連ねた上に、大きなテーブルクロスをかけただけのものだったが。

　海賊たちと仲良しになる気はないが、無む駄だに対立する気もない。それに、情報を集める必要はあった。

　いっしょにやって来た海賊は十人ほど。いずれも船長、つまりリーダー格らしい。レティシアたち四人が増えても、まだイスには余りがあった。

「最初はお互いごたごたもあったんだけどな。まあ同業者同士、狩かりのナワバリでもない所でいがみあっても仕方ない、ってもんでな。このサンビューネのまわりじゃあケンカはしねえ、ってとりきめになった。

　ちょいと気取って海賊同盟なんて呼んでるけどな。

　で、ここはいわば同盟会議室ってわけだ。

　誰だれがエラいってわけじゃねえんだが、口達者なもんで、とりあえず俺が司会ってことになってるわけだ」

　言ってギルスは、レティシアではなくサミィに向かってウインクを送る。どうやら好みのタイプらしい。

「ま、そんなこんなでなんとかやってたんだが……十日ほど前だったかな？」

「十五日前」

　別の席に座った、禿とく頭とうで素す肌はだに皮ジャンの巨きよ漢かんがギルスの言葉を修正する。

「そうかもうそんなになるか。ともかくその日、艦かん隊たいがやって来やがった。

　ありゃあ二百くらいはいたかなぁ。

　いよいよ入植再開が決定して、俺たちを追い出しにかかったのか──とも思ったんだが、どうも様子が違ちがった。

　一方的な通信で、降こう伏ふくと服従を呼びかけて来やがって──降伏ってのはとにかく、服従はねえだろ？　普ふ通つうは。俺たち海賊に向かってよ。

　まあ当然──ふざけんな、って話になって、ドンパチがおっ始ぱじまったわけだが──

　いや、こいつらが強い強い。

　そりゃあまあ俺たちを追ン出すための船なんだから、貨物船やら商船やらと装備から何から違うのは当然なんだが、何よりも、ちっともビビりやがらねえ、ってのがスゲエ」

　レティシアたち四人が無言で視線を交かわす。

　ギルスはそんなこと気にもとめずに、

「それでも数はこっちの方が多いからよ、俺たちも根こん性じよう見せて、結構相手を落としたんだぜ。

　俺も五、六隻せきは沈しずめてやったかな。

　ところが連中、ビビらねえんだ。

　ほら、いくら軍人だってよ、味方が落ちたらビビるじゃねえか。そういうのは船の動きとかに出ちまうんだよ。

　なのに連中、そういうの一いつ切さいなしなんだよ。

　なんだかこっちの方が、だんだん薄うすッ気味悪くなって来ちまってよ。

　それにこっちは、海賊同盟、なんて言ったところでそれぞれが好き勝手ばらばらにやってるんだ。船同士の連れん携けいなんてのはちッともわからねえ。

　気がついたらちりぢりばらばらにされて押されてた。

　かくいう俺も相手を七、八隻は沈めてやったんだが、さすがにどうしようもなくなってな。

　船のシャトルで地上ここに降りてきた、ってわけよ。

　そのあと、宇宙うえがどうなったのかは俺は知らねえ。

　ここにいるのは、俺みてぇに、なんとか降りて来たか、襲しゆう撃げきの時にたまたま地上ここにいた連中ばかり──ってわけよ。

　まあ、中には宙域外そとに逃にげた奴やつもいるだろうが、そいつらが戻もどって来るわけもなし。

　──ってところに、お前さんたちがやって来たわけだ。

　こりゃあいよいよ上の連中が、俺たちを潰つぶすために降りて来やがった──なんてこっちが思うのも無理はねえだろ？

　で？　そっちの事情はどうよ？」

　聞きもしないうちからはじまった長話に、ようやくひと区切りがついたようである。

　……この男が司会に選ばれたのは、弁が立つというよりも、おしゃべりだから、というのがどうやら本当の理由のようである。

「……どこから話したらいいのか……」

　問われて、レティシアはとりあえずそうつぶやいた。

　海かい賊ぞくの言った船の数に関しては、話半分……というか九割方ホラとして、とりあえず状じよう況きようはなんとなくわかった。

　クロフトは、まず艦隊を派は遣けんして、この宙域の宇宙海賊をほぼ一いつ掃そうし、レティシアたちに罠わなを張ったのだ。

　宇宙うえにあとどれくらいの数が残っているのかはわからないが、レティシアたち四人だけでどうこうできる話ではない。それにいずれ、上からの刺し客かくも降りて来るだろう。彼女たちを抹まつ殺さつするために。

「……あたしたちは、トラブルシューターよ」

　レティシアの言葉に、海賊たちがざわついた。

　実のところ、民間のトラブルシューターというのは、軍や警察以上に、宇宙海賊と敵対する場合が多い。

　軍や警察は制度上、管かん轄かつという縄なわ張ばりを持っている。当然宇宙海賊としては、そういう場所はなるべく避さけて海賊行為しごとにはげむし、何かでいざ追われることになっても、管轄外に逃げてしまえば、軍も警察も基本的にはそれ以上は追って来ない。

　──まあ、よほどハデな残虐行為ことをやらかすか、たまたま死なせた相手がお偉えらいさんの身内だったりすると話が少し変わってくるが。

　だが、民間のトラブルシューターに管轄はない。依い頼らいがあればどこへでも行って、あるいは商船のフリをして海賊をおびき出し、あるいはどこまでも特定の海賊船を追いかけ回す。

　海賊たちにとっては、ある意味軍や警察よりも、よほど嫌いやな相手だろう。

「惑星サンビューネ近辺の海賊たちの──つまりあなたたちの調査を依頼されたの。

　けど少なくとも今あなたたちに危害を加えるつもりはないわ。

　ちなみに、依頼主が何者なのかは、社長からは聞かされていない」

　レティシアは言った。

　少々事実には反するが、ここで、何人いるかもわからない海賊たちと戦いになるような事態だけは、なんとか避けたい。

　そうでなくても十分に手いっぱいだというのに。

「ところが、ここに来てみると……海賊のふりをしていた上の連中に襲おそわれて──

　シャトルでこうして降りて来た、ってわけ」

「そのシャトルってぇのはどこにある？」

　船長の一人、銀ぎん髪ぱつのひげもじゃに問われ、レティシアは苦く笑しようを向けると、

「もし答えたら、あなたたちも全部のシャトルの置き場所を教えてくれる？」

　問い返されて、銀髪は無言で小さく肩かたをすくめた。

「とにかく──」

　レティシアは船長たちをぐるりと見回し、

「確実に言えるのは、上にいる連中こそが、あたしたちの共通の敵だってことよ」

「けど、あんたがその『上の連中』からのスパイじゃないって証しよう拠こは？」

　また別の船長の問いに、レティシアはしばし考えてから、

「……そうね……

　ここが爆ばく撃げきされていない、っていうのが証明になると思うけど？」

「爆撃!?」

　飛び出した物ぶつ騒そうな言葉にざわつく海賊たち。

　対するレティシアは冷静にうなずいて、

「そう。相手は宇宙艦かん隊たいを動員できる連中よ。

　あなたたちをどうこうしたいっていうのなら、それこそ手っ取り早く、シャトルで絨じゆう毯たん爆撃でもするでしょうね。

　そろそろ老朽化がはじまる簡易住宅を取り壊こわす手間も省けるわけだし。

　建物がまだ必要だっていうなら、戦車部隊とかで取り囲んで降こう伏ふくを呼びかけるって手もある。

　第一、この状況でスパイって何をするの？　ここにいる全員が海賊だってことはわかってるんだし、外部と極ごく秘ひ情報のやりとりをしてる、ってわけでもないんでしょ？」

　またまた海賊たちがざわついた。

「──じゃあ、上にいる連中は何が目的なんだ？」

　ギルスが問いかける。

　レティシアは答えず──ただ、無言で小さく肩をすくめた。そのポーズをどう解かい釈しやくするかは海賊たちの勝手である。

　レティシアは再び一同を見回し、

「あなたたちにとって、トラブルシューターが気に入らないのはわかるわ。

　こっちにしても正直、そっちと親友になるつもりはない。

　けどお互たがい、それ以上に、『上』の連中は気に入らないはずよ。やつらが何をもくろんでいようとね。

　あたしたちのことが気に入らないなら、ケンカを売って来てくれても別にいいけど、それは上の連中をどうにかするか……あるいはみんなで脱だつ出しゆつしたあとでも遅おそくないはずよ。

　誤解しないでほしいんだけど、力を貸してくれって言ってるわけじゃないし、あたしを信じろって言ってるわけでもない。

　上にいる共通の敵をなんとかするまでは、こっちで無む駄だにモメてる場合じゃない、って言ってのよ。

　違ちがう？」

「……確かに……俺も上の連中には船を沈しずめられたわけだし……」

　ギルスは苦い表情で言う。

「ここであんたらをどうこうしたところで、上の連中が消えてくれるわけでも、俺の船が元通りになるわけでもねえからな」

　実のところは、ここでレティシアたちをどうこうすれば、上の連中が消えてくれる可能性は高いのだが──もちろん彼女たちには、そんなことを教えてやる義理はない。

「もしもそれで上の連中にひと泡あわ吹ふかせてやれるっていうなら、一時的に手を組んでもいいとは思うが──みんなは？」

　ゆっくり見み渡わたす視線を受けて、

「トラブルシューターなんぞ信用できねえ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで銀髪ヒゲが言った。

　そのあとで、にやりと口の端はしをゆがめて、

「つっても、俺達だって信用される仕事ってわけじゃねえ。それでかまわねえぜ」

「俺としては仲良くしてもいいんだけどよ」

　禿とく頭とう皮ジャンがイーザーに目をやったまま言う。どうやらそういうシュミらしい。

「とりあえず、話は決まりね」

　レティシアは内心胸をなで下ろした。

「それじゃあ──町を見物させてもらっていい？」

「なら俺が案内してやるよ」

　ギルスは、サミィに目をやってそう言った。




　サンビューネ宙域に残ったクロフトの戦力は、実のところ、かなり微び妙みようなものだった。

　最初の予定では、ターゲットは『モーニング・スター』一隻せきのはずだった。

　クロフトは最初、艦隊を送り込み、サンビューネ周辺に巣食っていた海賊たちを殲せん滅めつ。

　その時拿だ捕ほした海賊船や海賊たちも使って、対『モーニング・スター』用の罠わなを張ったのだが──

　すべての計算は、『シューティング・スター』の出現によって崩くずれた。

　両艦は撃げき沈ちんしたものの、乗員はシャトルに乗って惑わく星せいに降下。

　念のためにばら撒まいておいたＥ・Ｃ・Ｍユニットで、外宇宙との連れん絡らく手段は絶ったが──

　この時点で、クロフト艦の残存数は百メートル級機動艦が七。Ｅ・Ｃ・Ｍユニットをコントロールするジャミング艦が三。

『モーニング・スター』との戦いで、その機動艦七隻を参戦させることができていたなら、ことはすでに終わっていたはずなのだが、初期配備位置の関係で、結局戦せん闘とうには間に合わなかったのだ。

　艦船戦力としては決して悪いものではないが、自動化が進んでいるせいで、各艦の乗員数は決して多くない。

　乗員の中から地上への上陸部隊を組織するには、いささか数が足りなすぎた。

　宇宙から地上への艦かん砲ぽう射撃は、惑星の大気が壁かべとなる。百メートルクラスの艦の主砲程度では、地上に届きもしないだろう。

　無論その状じよう況きようは報告済みではあるのだが、返って来たのは現行戦力で処理せよ、というものだった。

　そんな時のことである。

　一隻の大型艦が、ふらふらとサンビューネの方へ近づいて来たのは。

　角張った無骨な独特のフォルムは、見る者が見れば、ふた昔前のライナ社製のデザインだとわかるだろう。

『か、海賊だよ海賊！

　……一応念のため聞くけど、そっちも海賊、なんてオチはなしで頼たのむぜ』

　通信連絡を取ってみると、輸送船の船長だというゴツい体格の中年男は、蒼そう白はくな顔に脂あぶら汗あせを浮うかべながらそう言った。

　聞けば、ワープシステムにトラブルが生じて、予定と全く違ちがう場所──この近くへと出てしまい、修理している最中さなかに海かい賊ぞくがやって来て攻こう撃げきを受けた、との話。

　サンビューネの方に逃にげると、なぜか追っては来なかったが、エンジンまわりに被ひ弾だんしたので、修理が終わるまでは怖こわくて使えず、慣性航行でこんな場所まで流れて来たらしい。

　モニターで確かく認にんしてみると、船体は確かにあちこちがすすけ、エンジンあたりに被ひ弾だん痕こんもあった。

　──とはいえ実際のところ、クロフト艦かん隊たいにとって、そんなことはどうでもいい話だったのだが。

　作戦実行中、この宙域に侵しん入にゆうしてきた無関係な艦船は撃破する。それが彼らに与あたえられた命令だった。

　取り逃にがしさえしなければ問題はない。沈めたあとほうっておいても、海賊にやられたということになるだろう。

　こちらはサンビューネの入植もとが送った討とう伐ばつ艦隊だ、と名乗ると、輸送船は無む警けい戒かいに近づいて来る。

　クロフト艦の一隻せきが、併へい走そうするように近づき──

　光条ひかりが宇宙を切り裂さいた。

　機関部近くを貫つらぬかれ、一いつ拍ぱくの間を置いて爆ばく散さんしたのは、クロフト艦の方だった。




「一隻撃破！　残る艦船、集結中です！」

　船長服の男の声が艦橋ブリツジに響ひびき渡わたる。

　船長を名乗ってクロフト艦との交信をした男である。顔色はまだ青く、声にも若じやつ干かん力がない。

「キャラモンくん、もういいから休んでいたまえ。体調はまだ戻もどっていないのだろう？」

　ねぎらいの声をかけたのは、艦橋ブリツジの中央に傲ごう然ぜんと仁に王おう立ちになった眼鏡めがねの白衣──レヴィアン＝コラードだった。

　体調を崩していた部下に輸送船の船長を演じさせ、懐ふところに入り込んでからクロフト艦を一隻撃破。ここまではとりあえず順調。

　できれば残る敵を全ぜん滅めつさせておきたいところだが──センサーによれば、集結中の相手は六隻。この数を一度に相手にして、完全勝利するのはさすがに難しい。

「エンジン全開。進路、惑わく星せいサンビューネ」

　輸送船に偽ぎ装そうした船は、エンジンをフルに噴ふかしてまっすぐにサンビューネに向かう。

　短くはないはずの時間は、緊きん張ちようとともに流れゆき──

「サンビューネの周回軌き道どうに到とう達たつ！」

「右う舷げんよりクロフト艦六隻接近、『殻シエル』の射程内到達まであと六百！」

　偽装船が惑星ま近に到とう着ちやくするのと、クロフト艦隊との接せつ触しよくは、ほとんど同時だった。

「よし諸君！　では脱皮の準備だ！」

　響いたコラードの声に、乗員の慌あわただしさが加速する。

「『殻シエル』への目標インプリンティング！　オートコントロール作動まで百二十にセット！」

「下部プレート排はい除じよ！」

　偽装輸送船の外装下部が炸さく薬やくによって排除され、板きれとなって宇宙を漂ただよう。

「よろしい。では──

『カーラボス』発進！」

　艦橋ブリツジが震ふるえる。まるで、新たに生まれ出る苦痛と歓かん喜きにおののくかのように。

　輸送船の腹を裂さき割って、青い惑星の上に姿を晒さらしたのは内臓はらわたのような赤。

　ロブスターを想おもわせるデザインの大型のシャトルシップ。『カーラボス』と名付けられたそれこそが、この船の本体だった。

「サンビューネへの突とつ入にゆうコースに乗りました！

　大気圏けん突とつ入にゆう準備！　全員着席の上シートベルトを着用！」

　オペレーターの声が響く。

「『殻シエル』の自動機能作動！　クロフト艦との交戦態勢に入ります！」

　モニターの中では、脱ぬぎ捨てた、輸送船の形をしたものが動きはじめた。

『殻シエル』と名付けられたそれは、見た目をごまかすためだけの単なるハリボテではない。ワープ機関こそ搭とう載さいされていないものの、エンジンと戦せん闘とうブロックのみで構成された自動制せい御ぎよの戦闘艦なのだ。

　さすがに六隻の敵を相手に勝つのは無理だろうが、うまくすれば相手の一隻二隻くらいは沈しずめてくれるかもしれないし、『カーラボス』が惑星に降下するための時間は、十分に稼かせげるはずだった。

「さて……行きはともかく、問題は帰りだな……」

　大気圏突入を開始し、揺ゆれる『カーラボス』の艦かん長ちよう席せきで。

　コラードは小さくつぶやいたのだった。




「宇宙船五隻、宙域に侵入。サンビューネ方向に進行中」

　クロフト艦の艦橋ブリツジにその報告が響いたのは、偽装輸送船の一件があった、そのわずか数時間後のことだった。

　偽装輸送船から出た、赤い大型シャトルらしきものは取り逃がしたが、船は撃げき沈ちん。

　だがその際、クロフト艦隊は一隻が大破。爆ばく発はつ轟ごう沈ちんには至らなかったものの、実質行動不能となった。

　他の艦も多少の損害を受けており、戦力は大おお幅はばに低下している。

　そこに、不明艦五隻の接近報告である。

　予定外の事態の連続に、普ふ通つうならば焦あせるところなのだろうが──

　クロフト艦隊を操あやつるイージスたちにとって、焦りは縁えん遠どおい存在だった。

　乗員のすべてがイージス。柔じゆう軟なん性は欠けるものの、戦闘と、完全な箝かん口こう令れいのためには間ま違ちがいのない構成だった。

　予定外の客だったが、それでもイージスたちは動じない。与あたえられた命令通りのことをすればよいだけである。

　が──

　今回は少々勝手が違った。

「宇宙船より通信。周波数はＥ─３」

　クロフトの暗号周波数である。

　回線を開くと──モニターに映し出されたのは、紺こんのスーツに身を固めた、二十半ばほどの男だった。

『やあ。

　私はジュスティス＝ブーゲンビルという。

　もちろん、通信で身分を明かすつもりはないけれどね。

　……まあ、こんな所のこんな通信を、誰だれかが聞いているとも思わないけど。

　きみたちの助力にやって来た。

　サイン入りの命令書があるわけではないけど、信じてほしいな』

「了りよう解かいした」

　相手の言葉に、イージスたちはうなずいた。

　もちろん、相手の言うことを信用したというわけではない。名前を除いた今のセリフが、事前に教えられた合言葉だったという、それだけの話である。

『ことのあらましは聞いている。

　そこできみたちに、いいものを持って来た。何だと思う？』

　ジュスティスは、どこか疲つかれた笑えみで言うと、まるでイージスたちの反応を待つかのように一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくする。

　──むろんそれで、イージスたちが期待に身を乗り出すわけでもなかったが。

　ただ淡たん々たんと、

「不明です」

『降下部隊を少しばかり。

　これですぐに、カタがつく』

　言うジュスティスの浮うかべた笑みは、やはりどこか疲れて見えた。







　二　其は──







　白い世界を二人の男が歩みゆく。

　火星にあるクロフト本社ビル。その役員会議室から続く、まっ白な廊ろう下か。

　清潔感のあるデザイン。手入れは十分。しかしかえってそのせいで、どこか病院のような印象があった。

「贈おくり物を届けてくれたらしいね」

　まっすぐ前を向いたまま、ランドルフ＝マイスターは、隣となりの男に語りかける。

「ええ」

　やはり相手を見ないまま──クラウニー＝ブラムハットの返事は短い。

「私がやる、と言ったはずだが」

「拝見させていただく、と申しました」

　ランドルフの静かな抗こう議ぎに、ブラムハットもまた、静かに答えた。

「ことによるとクロフトすべてに影えい響きようしてくる一件です。

　万一があってはなりませんし、誰だれが、ということにこだわっている場合ではないでしょう。

　──結果を出すための投資は必要。

　これは以前、社長にご教授いただいたことでしたか。

　そのために準備をしており、うちの秘書を一人つけて、状じよう況きようを拝見していました。

　今こそその万一と判断して戦力投入をしたのですが──

　余計でしたか？」

　問われて、ランドルフは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし──

「──いや──間ま違ちがった判断ではない。助かる」

　変わらぬ口調で言う。

　ブラムハットがちらと視線を走らせると、ランドルフは、まっすぐ前を向いたまま、表情にも全く変化はなく──

　それでも、その手は白くなるほど握にぎりしめられていた。

　ブラムハットは知っている。

　ランドルフの実の娘むすめが、処理すべきバイオウェポンたちに同行していることを。

　状況によっては──そちらも、どうにかしなければならなくなるだろうことも。

「私の秘書を一人、ともに送りました。まだ若いが信用はできる男です」

　彼は言う。

「箝かん口こう令れいを徹てつ底ていさせるには『人形』だけの方が確実ですが、柔じゆう軟なん性には欠けます。

　──さしでがましいようですが、命令系統の統一を図はかるに当たり、彼に指揮を任せてはどうかと思うのですが。

　今から新たに人選して向かわせるのでは、大きなタイムロスにもなりますし」

　──さしでがましいも何も、もとよりそのつもりだったのだろうが──

「任せる」

　ランドルフは、そうとだけ答えた。

「ご理解いただけて幸いです」

　言って、それきり──

　無言のまま、二人の男は白い世界を歩みゆく。




　空には無数の星が散り、小さな月が地上を見下ろしている。

　海かい賊ぞくたちが発電器を持ち込んでいるらしく、所々の家からは窓明かりが漏もれているが、街灯があるわけでもない。町のほとんどは闇やみに沈しずみ、彼方かなたに視線を転じれば、くろぐろと大地がひろがるばかり。

　結局のところ──

　サミィたち四人は町の端はしにある一いつ軒けんの家を、ひとまずの宿として借りることにした。

　海賊たちがねぐらにしているあたりからは距きよ離りを置いている。その方が、お互たがいを不要に刺し激げきせずに済むだろう。

　宿を定めたその日の夜。

　サミィは一人外に出て、停とめた車に身をもたせかけ、空を見ていた。

　夕食時に四人であれこれ話し合ったのだが、やはりというかなんというか──都合のいい解決策は見当たらなかった。

　状況は──おせじにも良いとは言えない。

　近距離通信なら使えるが、どうやら宇宙で長距離通信に対する妨ぼう害がいがなされているらしく、火星本社との通信はできなかった。

　──連れん絡らくがついたところで、それでどうなるものでもないのかもしれないが。

　救助はあてにできない。

　ならばレティシアが言っていた、ここに永住、という夢物語はどうかというと──

　家ならばいくらでも空いている。海賊たちが農業プラントや浄じよう化か施し設せつを勝手に動かしていたおかげで、とりあえず食うことには困らない。

　しかし──町を捜さがしてみても、サミィたちに必要な薬を作るための材料は、結局のところ揃そろわなかった。

　手もとにある薬の残りは、サミィとイーザー、メニィの三人で使って、あとひと月分。それを使い尽つくしたあとは──緩かん慢まんな死が待っている。

　その緩慢な死というのが、どれほどの時を経た後にやって来るのかは知らないが──

　つまりクロフトは、このまま何もせず、ただ待つだけで、数ヶ月後にはサミィたち三人を『処分』できるわけである。

　無論、そんな時間と経費のかかることをするとは思えない。それ以前に抹まつ殺さつのための降下部隊を送り込んでくるだろうが。

　いずれにしろ──

　サミィたちに残された逆転の目が、少ないことは確実だった。

　こうして一人、呆ほうけたように夜空を眺ながめていても、胸の奥、どこかに溜たまった重いものが消えてなくなることはない。

「サミィ」

「……ん？」

　呼びかけに、彼女は空を眺めたままで応こたえた。

　ふり向くまでもない。声を聞けば、相手がイーザーだとわかる。

「どうした」

「星を見てる」

「そうか」

　視界の隅すみに銀色の髪かみ。もたれた車が小さく揺ゆれて、隣に、イーザーの空気。

　そして──沈ちん黙もく。

　ふとサミィが視線をそちらにやれば、イーザーは、彼女の隣で星を見上げていた。

「……面おも白しろい？」

　なんとはなしに聞いてみる。

　自分で星を眺めておいて、相手が同じことをしたらこの質問。普ふ通つうなら、ケンカを売っていると思われてもしかたがないところだが──

「ああ」

　イーザーは、空を眺めてそう答えた。

「なんで？」

　思わずまた聞く。

　やはりケンカを売っているとしか聞こえないが──サミィとしては、まさか彼から肯こう定ていの答えが来るとは思ってもいなかったのだ。

　『サミィが見ていたから同じようにしてみた』くらいの返事を予想していたのだが──

　彼はやはり星を眺めたままで、

「星ならば、『モーニング・スター』からいつも眺めているはずだ。だが地上からこうやって見ると、また違ちがって見える。

　それが不思議で、面白い」

「…………………………」

　サミィは無言で、何度かまばたきをして、夜空を仰あおぎ、再びイーザーに視線を戻もどし、

「……イーザーって普ふ段だん、あんまりそーいうこと言わないけど……

　どうしたの？　急に？」

「いつもは聞かれないから言わない。今は聞かれたから言った」

「──なるほど納なつ得とく」

　それはそれで、イーザーらしい。

　サミィは小さく苦く笑しようすると、再び空を見上げる。

「……これからどうなるのかな……あたしたち……」

　つぶやきは、意識せず彼女の口からこぼれ出た。

「わからん」

　イーザーの返事は予想通りのものだった。──ここまでは。

「しかしそれに関して、サミィに聞きたいことがある」

「聞きたいこと？」

　振ふり向くサミィに、彼も視線を送り、

「もしここを切り抜ぬけて、『自由』というものを手に入れたら、サミィは何がしたい」

「…………………………え？」

　完全に不意を突つかれて、サミィは言葉に詰つまる。

　人間ではない自分が嫌いやだった。

　クロフトに手た綱づなを取られて操あやつられるのが嫌だった。

　嫌で嫌でたまらなくて、そういったものから自由になりたくて──

　今、そのチャンスが目の前にやって来て、サミィは迷わずそれに飛びついた。伴ともなうリスクがあるのは重々承知の上で。

　希望は決して多くはないが──それでも、もしここを切り抜けることができたなら、クロフトからは自由にはなれる。

　サミィがずっと、夢見て目指していた自由に。

　だが。

　今、イーザーが問いかけたのは、その先のことだった。

　自由になって──何をする？

　──正直そんなこと──想像してもいなかった。

　何も、ない。

　自由というものの先で、道はぷっつりと切れている。

　とまどい、うろたえ──

　結局サミィは問い返す。

「そういうイーザーは、何がしたいの？」

「そうだな。私は──」

　再び空を見上げて、イーザーは言う。

「今までに、任務でさまざまな場所に行った。

　どこでも同じように見えて、実は全く違ちがう。

　これからもさまざまな場所を巡めぐって、さまざまな甘あまいものを食べてみたい」

「食べ物の話ッ!?」

「そうだ。食べ歩き、というらしい」

　横顔を星明かりに照らされたまま、至って真顔でイーザーは言う。

　サミィはしばしその横顔を、あきれたように見つめていたが、やがて小さくくすりと笑うと、

「それ、いいわね。

　ね、あたしもつき合っていい？」

　問われてイーザーはサミィに目をやり、

「ああ。食事は一人で摂とるより、二人以上で摂った方が、なぜか味がいい」

「じゃあさ、甘いものだけじゃあなくて、他ほかにもいろんなもの食べてみよ。

　あたしたちが今までに食べたことのないものとか、いっぱいあるだろうし」

「確かに、私たちにとって未知の食物は多い。

　文化圏けんによっては、腐ふ敗はいして糸を引かせた煮に豆まめや調理した昆こん虫ちゆう──」

「いや。そういう面おも白しろおかしい方向性じゃなくて。

　もっとこう……ゴージャスだったり……」

「ゴージャス？　というと？」

「うん。その……例えば……」

　とはいえ、サミィが今まで食べてきたものなどイーザーと変わらない。料理番組を見る趣しゆ味みもなく──言ったはいいが、どういう食事がゴージャスなのか、よくわからない。

　とりあえず適当なことを口にしてみる。

「……きっとこう……ムダにひらひらとかがついてたり、ムダに金粉とかまぶしてあったり」

「それは……少し違うような気がするが」

「……あたしもちょっとそう思う」

　サミィは苦笑して──

　二人は同時にふり向いた。宿がわりにした家の方を。

　戸の開く音とあわただしい靴くつ音おととを耳にして。

　見ればそこには、家の中に持ち込んだ機材や生活用具を両手に抱かかえ、出てくるレティシアとメニィの姿。

「すぐここから逃にげるわよ」

　二人を見るなり、レティシアが言う。

「何があったの？」

　問いつつも、サミィとイーザーは車に飛び乗った。

　レティシアは、手にした諸もろ々もろを乱暴に自分の車に投げ入れて、

「クロフトが地上に放送してるのよ。

　あたしたちを差し出せば金をやるし、艦かん隊たいを引き上げる、って。

　もちろん、生死は問わずで、ね」

「……なるほど……」

　つぶやいて、町の奥へと目をやれば、揺れるあまたのヘッドライト。

　早さつ速そくサミィたちを狩かりにきた海かい賊ぞくたちだろう。

　短い休戦だったが……こうなったなら長居は無用。

　四人を乗せて、二台の車は発車した。




『……なおこれは、ＴＶ回線でも放送している。対象者の顔を確かく認にんしたいなら、そちらを参照してもらいたい。

　くり返す。イーザー＝マリオン、サミィ＝マリオン、メニィ＝マリオン。以上の三名を生死を問わず捕ほ獲かくした者には……』

　淡たん々たんとした合成音は、くり返し、物ぶつ騒そうな内容を告げ続けていた。

「なぁるほどな」

　カーラジオをぶつりと切って、黒い船長服の海賊──ギルスはつまらなそうにつぶやいた。

　野を駆かける、無骨なワゴン車の中である。

　ギルスは助手席に乗り、後ろには、銃じゆうを手にした部下たち四人。乗り切れなかった部下たちは、別の車で後ろから。

　他の海賊たちも車を出しており、あたり一面車だらけ。

　一体全部でどれだけいるのか。ひょっとしたら、町の皆みなが一人残らず出てきたのではないかとさえ思えてしまう。

　もちろん、町にいた海賊全員が放送を見聞きしていたわけではないだろうが、話はすぐにひろまったはずだった。

　──入植が中止されたこの惑星ほしのこと。ちゃんとしたＴＶ局やラジオ局などはないが、放送施し設せつだけはあった。

　海賊の中にはそこを占せん拠きよして、好き勝手な『番組』を流している者がいる。

　あるいはポルノ映像作品、あるいはひたすら俺様自じ慢まんと、まあ、たいていはロクなものではないのだが、時々なぜか、どこかから拾ってきた普ふ通つうに面白いドラマや映画が流されていることがある。

　ギルスがそんな番組の一つを見ている時に、呼びかけは乱入してきたのだった。

　トラブルシューター四人に対し、名指しされたのがなぜ三人なのかはわからないが、残りは好きにしろ、ということなのだろう。

「やっぱりあのトラブルシューターどもが原因だったんですよ！」

　ハンドルを握にぎった部下が、怒いかりの声をはり上げる。

　その目が向かう遠い先──黒い大地の最果てを、ぽつりと薄うすい明かりが二つ、町から逃のがれて動いている。

　ヘッドライトの照り返し。

　あそこに、トラブルシューターたちはいる。

「俺はずっとあいつらが怪あやしいと思ってたんだ！」

「……あー……

　言っとくがな、俺の『なるほど』ってのは、『なるほど全部あいつらのせいだったのか』って意味じゃねえぞ」

　ギルスは、息巻くドライバーの肩かたを、いなすように軽く叩たたいて、

「『なるほど。宇宙うえの連中は、俺たちのことを何でもお見通しでいやがるんだな』ってことよ。

　地上ここに海賊おれたちがいること。ここでＴＶやラジオの放送をやってること。

　考えてみりゃあ、宇宙うえでドンパチやってた時、奴やつらに降参した根こん性じようなしもいただろうからな。

　そいつらがゲロっちまえば、こっちのことは筒つつ抜ぬけさ」

「けど船長──」

　後ろの一人が口をはさむ。

「そう考えると、もしオレらがあの四人ブチ殺したとしても、上に居座ってる連中が本当に金をくれるかどうか……怪しいもんですぜ」

　言われてギルスは、あきれ顔で振ふり向くと、

「そんなもんお前、くれるわけねえだろ」

『えええっ？』

　部下たちの声が合唱した。

「意気揚よう々ようと連中の前に出たところで、せいぜい、『はいご苦労』って消されるのがオチだろうよ。

　せちがらいからなぁ。世の中ってぇのは」

「……じゃあ、何のために俺たち、あいつらを追っかけてるんです？」

　ギルスはドライバーの頭を指でこつこつつつきつつ、

「はあ？

　いや、あのな。

　金はもらえねえけど、上の連中の目的がトラブルシューターどもだってぇのなら、それさえ始末しちまえば、連中は居座る必要がなくなって、どっかへ行っちまうだろ？

　万ばん々ばん歳ざいとは言えねえが、やっかい払ばらいにはなるってこった」

「けどそれじゃあ俺たち、上の連中にタダ働きさせられてるのも一いつ緒しよじゃないですか!?」

　と、後ろの一人。

　ギルスは平然と、

「一緒だよ」

「腹ぁ立たねえんですか!?」

　問われてやはり平然と、

「立つに決まってんだろ。

　けどな、いいかお前ら。腹が立つからって、何もまっ正面から殴なぐりかかるってだけが芸じゃねえだろ？　他ほかにいくらでもやりかたはある。

　チャンスを見つけ、やりかたさえ間ま違ちがえなきゃあ、上の連中にひと泡あわもふた泡も吹ふかせてやることだってできる。

　そういうことさ」

「なるほど！　で、そのチャンスとかが来たらどうやるんですか!?」

　期待に満ちたドライバーの問いに──

　ギルスは、むっつりとシートに身を沈しずめ、

「……そいつぁ今考えてるところだ」




「なんか、めちゃくちゃいっぱい追いかけて来てる！」

「見ればわかるわよ」

　サミィの上げた声に、レティシアは不ふ機き嫌げんにつぶやいた。

　──つぶやきが、隣となりの車のサミィに届いたかどうかはわからないが。

　追つい跡せき者しやが多いことくらい、バックミラーに映る光の数でわかる。ふり向く必要すらもない。

　この町にこれだけの車があったのか、と思うほどの数である。遠くから眺ながめればファンタジックな夜景にすら見えたかもしれない。

　こちらのヘッドライトの照り返しが目印になっている。それはわかっているのだが、さすがに夜の荒あれ地を突つっ走りながらライトを切るわけにはいかなかった。

　だだっ広い荒こう野やといえど、障害物がないわけではない。石ころと呼ぶには大きすぎる石は、あちらこちらにごろごろしている。

　イーザー並の暗視能力でもない限り、ヘッドライトを消しての疾しつ走そうはほとんど自殺行こう為いに近かった。

　とはいえ、このままでは海かい賊ぞくたちをふり切れる保証もない。

　レティシアたちの車にはチューンナップが施ほどこしてあるが、追いくる車の中にも、荒れ地走行用に手が加えられているものがある。引き離はなすのは難しいだろう。

「『ワイヴァーン』を呼ぶわ！」

　レティシアは声をはり上げた。

「りょーかいっ！」

　と、隣の車のサミィ。

　闇やみの荒野を駆かけるうち、開いていた距きよ離りは少しずつだが詰つまってゆき──ほどなく、後ろから断続的な破は裂れつ音おんが聞こえはじめた。

　撃うってきたのだ。海賊たちが。

　当たる距離でも状じよう況きようでもない。ただの威い嚇かくか、そうでなければノリに任せて撃ってきているだけなのだろうが、万一ということもある。

「正当防衛」

　レティシアは小さくつぶやいて、右手でハンドルの付け根近くをいじくった。

　瞬しゆん間かん。

　がぱんっ！

　硬かたい音を立て後部トランクが跳はね開き、四角い箱が顔を見せ──

　しゅどしゅどしゅどしゅどっ！

　音と小さな爆ばつ光こうと。吐はき出されたいくつもの矢は、海賊たちの車の前に突き刺ささり──
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　どパどどどどどどどどぉぉぉぉん！

　いくつもの爆ばく発はつとなって彼らの行く手を遮さえぎった！

　装備課のシュミ人、クイーンが、レティシアたちの車に標準装備しやがったロケット砲ほうである。

　こんなものはいいから屋根をつけろ、と、レティシアが何度言っても聞いてくれなかったのも腹が立つし、実際にこれが何度か役に立っているということにも腹が立つ。

　命中はしなかっただろうが、これで多少の時間は稼かせげたはず──

　と、思ったその時。

　バックミラーの中、上がる煙けむりを貫つらぬいて、いくつものヘッドライトが現れた。

　ひるむ様子は全くない──とは言わないが、ヤケなのか意地なのか、追いすがる速度はさきほどとあまり変わりない。

　確かに単なる足止めのつもりではあったが──それにしても。

「これだから……『命知らず』をほめ言葉だと思ってるような連中は……

　もう少し器用に生きればいいのに」

　レティシアのぼやきを颶風かぜがかき消した。

　今度こそ、海賊たちの足が鈍にぶる。

　彼らも見たのだ。

　星を覆おおって夜空を圧し、天駆ける大きな翼つばさの影かげを。

「来なさい。『ワイヴァーン』」

　レティシアの声に応えて、一いつ旦たんは通りすぎた黒こく影えいは、遠く後ろで身をひるがえし、再び頭上を過ぎてゆく。

　レティシアの脳波とリンクしてコントロールされているシャトル、『ワイヴァーン』は、前方で超ちよう低空飛行に移ると減速し、下部のハッチを大きく開く。

　そこに──まず、サミィとイーザーの乗った一台が突っ込み、続いてレティシアたちの車。

　腹の中に二台を飲み込むと、『ワイヴァーン』はそのまま加速と上じよう昇しようを開始した。

　こうなっては、車に乗ったままの海賊たちには手の出しようもない。

　収容された車から降りた四人は、そのまま『ワイヴァーン』のコックピットに移動した。

「けどクロフトの連中も手詰まりみたいね。海賊たちを頼たよってるようじゃあ」

　後部の予備シートについてベルトを締しめながら、サミィが軽口を叩たたく。レティシアはうなずきかけて──

「……そうでもないようよ」

　意見をひるがえし、パイロットシートにかける。

「どういうこと？」

　いぶかるサミィに、レティシアは、レーダーに映し出された状況を述べた。

「航空機二十、こちらに向かって急速接近中！

　たぶん──クロフトの降下部隊よ」

「な……!?」

　サミィの呻うめきに絶望の彩いろ。

　いつか来るとは思っていたが──とうとう来たのだ。この時が。

　相手は海賊たちとはわけが違ちがう。しかも──二十。

「連中が警けい戒かいしてたのはきっと、降下部隊が大気圏けんに突とつ入にゆうする時に狙ねらい撃ちされることよ。

　あたしたちと……連中に恨うらみ骨こつ髄ずいの海賊たちの両方から、ね。

　その両方の気をそらすために、あたしたちを海賊たちに追わせたのよ」

「なるほど……そういうこと」

　サミィは不ふ機き嫌げんにつぶやいた。

　この武装シャトル『ワイヴァーン』の戦せん闘とう能力は、決して低くはない。だがそれは、当然向こうも承知の上で戦力を用意しているはず。

　それで二十対一では、勝ち目などない。

　もちろんそんなこと、全員わかっているだろうが──

「──どうする？」

　レティシアは問う。

「一旦退たい却きやくがセオリーだけど、振ふり切れる保証はなし。

　ついでに言うと、もしあれに一機あたり十人のイージスが乗っていて、全員が地上に降りれば、状況はもっと絶望的になると思うけど」

「つまりは──やるしかない、ってことね」

　サミィはやや引きつった笑えみを浮うかべ、

「あたしたちを『ドラグゥーン』に乗せ替かえる時間はある？」

「たぶん──ぎりぎり。車に乗って。湖のそばで降ろすわ」

「了りよう解かいっ！」

　答えてサミィは席を立ちかけ──シートベルトをしたままだと思い出し、それを外して今度こそ、イーザーとともにコックピットをあとにする。

「でもってメニィ！」

　と、レティシアは今度は相棒に。

「ん、何？」

「操縦をお願い！　あたしは『セイレーン』で砲ほう座ざをやる！

　サミィたちを降ろしたら敵の方に向かって！」

「おっけーっ！」

　答えを待って、レティシアもコックピットを飛び出した。

　敵のシャトルに乗っているのはおそらくイージス。操縦経験はレティシアの方が上だろうが、反射速度では間違いなくイージスの方が上である。

　ならば、経験も反射速度もあるメニィに操縦を任せた方が良しと判断したのだ。

　無論それで勝ち目が出てくるわけでもないが、何もやらないよりはいい。

　そして彼女は、『セイレーン』──パワード・スーツで、可動砲座の替わりをする。

　パワード・スーツの準備をするうちに、機体は降下をはじめ──やがて、がくんっ、と小さな衝しよう撃げき。

　サミィたちの乗った車を降ろしたのだろう。シャトルは続いて上昇をはじめる。

　レティシアは『セイレーン』に乗り込み、起動させると、対空ミサイル・ポッドを持てるだけ持ち、上部ハッチへと向かう。

　脚きやく部ぶをアンカーロックで固定し、ハッチから機体の上半身を晒さらせば、見えるのはただいちめんの星空。

「こっちの準備は完かん了りようよ」

　レティシアは、コックピットのメニィに通信連れん絡らくをする。

『向こうもこっちに来てる！　えっと、二時の方向！』

　目をやれど、そこには夜空があるばかり。しかし表示を赤外線に切り替え、ズームにすれば──見えた。

　視界の中、大きさを徐じよ々じよに増しゆく翼つばさの群れが。

「メニィ！　すれ違う前にワイヴァーン・ブレスで一発牽けん制せい！　できれば相手を散らして、各個撃げき破はの態勢に持ち込んで一機ずつ後ろを取って！」

『あの。レティ。無理』

「わかってるわよ。そういうつもりでやれ、ってこと！」

『りょーかいっ！　じゃあ……ワイヴァーン・ブレス……』

　迫せまる翼は視界の中で、さらに大きさを増してゆき──

『発射っ！』

『ワイヴァーン』から解き放たれた光が夜空を貫つらぬいて。

　それが、戦闘開始の合図になった。

　相手の放つ──おそらくレーザーバルカンか何かだろう、光の礫つぶてが視界をよぎり、続いて『ワイヴァーン』は武装シャトルの群れとすれ違う。

　同時にレティシアはふり向いて、敵のうち数機をロックオン。ミサイルを一いつ斉せい発射する。

　だが、それがどんな効果を上げたのかを見届けるより早く。

『セイレーン』のセンサーは、こちらに向かういくつもの熱源を探知した！

　──ミサイル。

「メニィ！　ミサイル！　回ひ──!?」

　レティシアが指示するまでもなく、メニィは行動を起こしていた。後方に攪かく乱らん用の金属片チヤフを撒まいて急速旋せん回かい。重力加圧Ｇで一いつ瞬しゆんレティシアの意識が飛びそうになる。

　至し近きん弾だんはあったものの、強ごう引いんな機動でなんとかかわし、敵編隊の片かた翼よくを狙ねらう。

　こちらの攻こう撃げきは空から振ぶりに終わったものの、敵の攻撃もなんとかいなした。

　が──こんな状態でいつまで保もつか。

　それに、気になることがある。

　今、相手のシャトルは後ろ向きにミサイルを撃うって来た。

　まさか──

　ある可能性がレティシアの脳のう裏りをよぎった。

「メニィ！　今の敵の攻撃、ひょっとして──」

『向こうもこっちと同じ！　パワード・スーツを砲座がわりに使ってる！』

　来たのは予想通りの答え。

　シェリフスターは、クロフトがさまざまな兵器の運用実験をするために設立した会社である。当然その行動は逐ちく一いちモニターされていたはず。

　以前まえレティシアが使った、パワード・スーツを可動砲座として運用するという戦法も、モニターされて採り入れられたのだろう。

　戦法まで同じとなると──こちらの利点はもはやないに等しい。

『『ドラグゥーン』が来た！』

　メニィの報告も、決して勝算を高めるものにはならなかった。

　再び『ワイヴァーン』の軌き道どうが、敵シャトルの軌道と交わる。

　鋼はがねの翼は大気を裂さいて、優美な軌き跡せきを虚こ空くうに刻む。互たがいの放つ火線の光は流星にも似て闇やみを彩いろどる。

　接近と離り脱だつ。攻撃と回かい避ひ。敵の攻撃をなんとかかわすが、こちらの攻撃も当たらない。数の差で、どうしてもこちらは逃にげに回らざるを得ない。

　とはいえいつまで逃げ続けられるか──

『──東北東の方から飛行機いっぱい来た！　数は……三十四！　降下部隊じゃない！　型も大きさもばらばら！』

　続くメニィの報告に、レティシアは眉まゆをひそめた。

　降下部隊ではない？　なら一体──？

「！」

　その正体に思い当たり、頭を抱かかえたくなった。

　東北東──逃げ出した町のある方である。

　町から少し離はなれた場所には宇宙港兼けん空港があり、シャトルが停とまっているのも見た。

　ならあれらは。

　十中八九、海かい賊ぞくたちのシャトルのはずだった。




「どうなってるんだ？　こりゃ？」

　大小種々さまざまな、群れ飛ぶ航空機のうち一機、『ウェンディゴ』と名付けられた黒いシャトルのコックピットで、パイロットは声を漏もらした。

「決まってんだろお前。そんなもん」

　言ったのは、後ろのシートにふんぞり返った黒い船長服の男──ギルス。

　トラブルシューターたちの車を追いかけ、シャトルに乗って逃げられて。

　だが、そこで引き下がる海賊たちではなかった。彼らにも意地やメンツというものがある。

　──それがプラスに働くことは少ないが──

　全員が町にとって返し、あちこちに隠かくしたり隠さなかったりしていたシャトルやら、昔、海賊同士の抗こう争そうに使っていた戦せん闘とう機やら戦闘ヘリに乗り込んで。

　飛び立ってみれば──なにやらトラブルシューターたちは、どこからともなく湧わいて出たシャトルの群れと交戦中。

　一体何がどうなっているのか、混乱する者もいるだろうが──

「たぶん、トラブルシューターたちが戦ってるのは、上の連中がさし向けた降下部隊だ」

　ギルスは言った。

「上の連中が？」

　砲ガンナ手ー・席シートの一人が、困った顔でギルスをふり向き、

「じゃあ……どうします？」

「そうだな──」

　ギルスは考える。

　自分たちに隠し事をしていたトラブルシューターは気に入らない。彼らが消えれば上の連中も消えてくれるかもしれない。

　とはいえ上の連中が、ついでに海賊たちも始末しようと考えている可能性もある。

　では上の連中のシャトルを攻撃するか？　確かに今こそ、やつらのハナを明かすチャンスだろう。

　だがもしそれをやったところで、宇宙に展開した艦かん隊たいが帰ってくれるわけでもない。へたをすれば、さらに手痛いしっぺ返しが来ることも──

　しかし彼の考えがまとまるより先に。

「船長！　通信……つうか呼びかけです！　別口の……大型シャトルから！」

「別口？──聞かせろ」

　ギルスの声に応こたえて、音声がスピーカーから鳴り響ひびく。ギルスは、ヘッドホンやインカムなどというちまちましたものは嫌きらいだった。

『……私は『カーラボス』のレヴィアン＝コラード。誇ほこり高き宇スペー宙ス・海パイ賊レーツの諸君にお願いしたいことがある。

　トラブルシューターのシャトルを援えん護ごし、降下部隊のシャトルを撃げき破はしてもらいたい。

　目標機の機体データはこの呼びかけに添てん付ぷして送っている。

　報ほう酬しゆうは──こちらの宇宙船に乗せてのサンビューネ宙域離脱と、あと、宇宙船の提供。

　もちろんこんな話、信じてもらえなくても文句は言えんのだが──

　信じても損にはなるまい？

　どう転んだところで、上の連中はきみたちに、害を与あたえることはあれ、益になることなどないのだから。

　ならば今こそ、諸君らを宇宙から追い落とした連中に、一いつ矢し報むくいる機会なのだよ』

「……またウソくせぇ話だなオイ」

　ギルスは口をへの字にゆがめてつぶやいた。

　だが──

「戦闘機の一部が前に出て、上の連中のシャトルにつっかかっていってます！」

「……あー……」

　報告に、ギルスはうんざりと呻うめいた。

　宇宙海賊たち、と十じつ把ぱひとからげに言ったところで、もともとてんでばらばらな連中の集まりである。

　短たん絡らく的に行動する者が出てくるのは、当然と言えば当然だった。

　今の呼びかけに乗ったのか、それとも単に、トラブルシューター以上に上の連中が気に入らなかったのか──

　ともあれこうなった以上、相手も海賊全体を敵とみなすだろう。

「仕方ねえ！　もぉこうなったらどいつもこいつも敵でいい！　ぶっちめろ！」

　完全にヤケになったギルスの命令が、コックピットにこだました。




　それは、遠くから眺ながめれば美しく見えたかもしれない。

　だがその場に集つどう者からすれば、乱戦以外の何でもなかった。

　風が炎ほのおが夜を埋うめ、大気を揺ゆらして命を奪うばう光が閃ひらめく。

　頭数が一番多いのは海賊たち。とはいえ、イージスの操る最新型の武装シャトルを相手にするには、正直力不足ではあった。

　降下部隊のシャトルを一機落とすうちにも、海賊たちの乗るシャトルやヘリや戦闘機は、二機三機と落とされている。

　海賊の中には、見境をなくしてか、それともわざとか、『ワイヴァーン』や『ドラグゥーン』に攻こう撃げきをかけてくる者もいた。

　この状じよう況きように、降下部隊のシャトルが混乱しているのは事実だったが──

　混乱は、レティシアたちや海かい賊ぞくたちとて同じこと。

　気がつけば、海賊たちの数は、降下してきたシャトルと同数程度に減っていた。

　──戦せん況きようが変わったのは、『カーラボス』が参戦してからだった。

　ゆで上がったロブスターを彷ほう彿ふつとさせる珍ちん妙みような機体は、戦闘空域に入るとともに、無数の子機をばら撒まいた。

　全長二メートルほどのその子機は、自動攻撃機とミサイルを合わせたようなシロモノだった。

　目標を追つい尾びし、迎げい撃げきを回かい避ひ。射撃位置に到とう達たつすれば、機体の半ば以上を占しめる弾だん頭とう部分を発射。推進・制せい御ぎよ部分はシャトルに戻もどり、弾頭部分を装そう塡てんされて再出撃。

　通常のミサイルより速度は遅おそいが、回避能力は高く、推進・制御の部分はくり返し使える。

　目標の識別方法が普ふ通つうのミサイルと違ちがうため、チャフをはじめとする通常の対ミサイル措そ置ちが役に立たないのもさることながら、何よりタチが悪いのは、その数。

　使うとどういうことになるかというと──つまり、レーダーが無数の反応で埋まるのだ。

　敵も味方も迷めい惑わく千せん万ばん。これもまた、コラードの珍開発兵器の一つだった。

　結局のところ。

　戦い終わったそのあとには。

　傷だらけの『ワイヴァーン』と『ドラグゥーン』に、海賊たちの機体が十ばかり。

　そして、無傷の『カーラボス』が残った。




「言っとくが、お前たちのことを勘かん弁べんしてやるってわけじゃねえからな！」

　レティシアたち四人を囲み、海賊たちの一人が怒いかりの声をはり上げた。

　町から少し離れた空港兼けん宇宙港には、今、雑多な機体十数機ばかりが着陸していた。

　傷ついた『ワイヴァーン』と『ドラグゥーン』も翼つばさを休めるその一角に──

　レティシアたちを取り巻く人ひと垣がきができていた。

　シャトルから降りるなり、海賊たちに囲まれたのだ。

「仲間もずいぶん減っちまった……結局こうなったのも、みんなお前らのせいだってことじゃねえか！」

　迷惑だと言うのなら、自分たちの職業しごとはどうなのだ、と言い返したいところだが、わざわざ火に油を注ぐ必要はない。

「せめて説明ハナシくらいはしてくれるよなぁ」

　言って──人垣を割って前に出たのは、ギルスとかいう海賊だった。

「あんたらやあいつらが本当は何者で、どういう事情で追われてるのか。

　こんだけこっちを巻き込んどいて、秘密、で通すつもりじゃねえだろうな？」

「それについては私が話そう！」

　声は、赤いシャトルの方から聞こえた。

　海賊たちがレティシアたちに気を取られている間に降りてきたのだろう。白衣の中年を先頭に、武装した男たちが十人ばかり。

　海賊たちが道を開ける。──ひょっとしたら、場違いな白衣姿に引いただけかもしれないが。

　落ちた沈ちん黙もくと注目の中、白衣は一同をぐるりと見回し、

「『カーラボス』のレヴィアン＝コラードだ。

　まずは、勇気ある海賊諸君のご協力に感謝する。

　それに応こたえて、私も約束を守り、諸君を宇宙に連れてゆき、ささやかな船も差し上げよう。

　……さきほどの戦いでお見せしたような、ちょっとしたおもちゃもおまけにつけて、ね。

　また、そちらの希望があれば、私の下で働いてもらうのもいい。歓かん迎げいするよ」

「おもちゃって、さっきのミサイルだか飛行機だかわからねえような、あれか？」

　海賊の一人が問うのに、コラードはにやりと笑えみを向けて、

「気に入ってくれたかね？」

　会話をするうち、海賊たちの間に満ちていた、とがった空気がいくぶんやわらいでいる。

　コラードのことを信用した、というより、変なおもちゃというエサをちらつかせられて、怒りが好こう奇き心しんで拡散しただけなのだろうが。

　白衣のマッドサイエンティストは朗々と、

「さてそれでは約束通り説明だが──

　彼らはトラブルシューター。シェリフスター・カンパニー」

　海賊たちの無反応ぶりに、そのことはすでに知っていると判断し、

「彼らは、とある組織の秘密を知るに至り、その組織から命を狙ねらわれることになった。

　この星は、その罠わなの舞ぶ台たいとして使われた。そういうことなのだよ」

　組織、と言うと犯罪組織を指しているようにも聞こえるが、会社組織も組織は組織。決して噓うそは言っていない。

「──その組織とは何で、秘密とは何か？

　もちろんここで、それを口にすることはたやすい。

　だがその場合、組織は、事実を知ったきみたちをも、宇宙の果てまでも追いかけて始末しようとするかもしれない。

　それでもどうしても知りたい、という者は、この宙域を脱だつ出しゆつした後、私に直接聞きに来てくれたまえ。すべてを話そう。

　──それ以前に話して、万一にも、組織にこちらのことを売ろうとする裏切り者が出てくると困るのでね。

　こちらも命がかかっている。理解してもらえると嬉うれしい」

「……そんな説明で納なつ得とくしろってか？」

　海賊の一人が吐はき捨てるが、コラードは平然と、

「希望があれば、詳くわしい説明はあとでいくらでもする、と言っているのだが？

　それとも、説明がないのは不満だからという理由で、きみたちの仲間を大勢殺した方に寝ね返がえるかね？

　寝返ったところで、相手がそれを受け入れてくれるとも思えんがね。

　どうしても納得いかないというのなら、無論、このままこの星に残ってくれてもかまわない。

　それと──

　念のために言っておくが、私の『カーラボス』を奪って逃にげようなどとは思わないように。

　あれにはさまざまなロックがかかっていてね。動かすことができるのは私だけだ」

「──そういうことならまあ、いきさつのことはあとまわしだ。けどよ──」

　ギルスが再び口を開く。

「こっちは今、はっきりさせときたいな。

　宇宙うえにはまだ──その、組織とかの宇宙船ふねがいるんだろ？

　一方こっちにはシャトルしかねえ。

　たとえ宇宙に出たとしても、ワープもできねえんじゃあ話にならねえ。

　この状況で、どうやって上を突とつ破ぱして、外宇宙そとに逃げ出すのか。

　せめてそんくらいのことは聞かせてほしいもんだな。

　逃がしてやるだの宇宙船をやるだの言われても、そもそもその逃げるってことができねぇ限り、意味がねえからな」

「何かの理由でこちらの計画が向こうに漏もれないとも限らん。

　よって詳しよう細さいは話せんが──とりあえず、誤解は解いておこう。

　私のこの『カーラボス』は──」

　コラードは、背後の赤い機体を指して、言った。

「ただのシャトルではない。恒ス星タ間ー宇シ宙ツ船プでもあるのだよ」

「……どういう意味だ？」

　眉まゆをひそめるギルスに、コラードはこともなげに、

「ひらたく言うと、超光ワ速ー航行プができるということだよ」

『──はぁ!?』

　あまたの声がハモった。その中には、レティシアの声も混じっていたりしたのだが。

　当然である。ワープもできるシャトル、というだけでも非常識なのに、レティシアは以前、これが水中に潜もぐったところさえ見たのだ。

　さすがにそれはいくらなんでも、非常識に過ぎる。

　……まあ、赤くてロブスター型という時点で、すでに何の常識も通用しないという説もあるのだが。

　一同のその反応に、しかしコラードは、心底意外そうな顔で、

「……これくらいの事実で何をそんなに驚おどろいているのかね。諸君は」

「いや、これくらい、って……！　普通ねーだろ!?　大気圏けんの突とつ入にゆう離り脱だつもできて、ワープもできる船なんて！」

「マッドサイエンティストの面めん目もく躍やく如じよってことね」

　ギルスの言葉にレティシアが続け──

　対するコラードは、肩かたを落としてため息をつき、

「……あぁ……

　それが一いつ般ぱんの認にん識しきなのか。

　……科学というものはもう少し一般知識として浸しん透とうしていてもいいと思うのだが……

　そもそも科学それあったからこそ、人類はこうして宇宙にまで進出できたのだというのに……

　なぜ皆みなこうも科学的常識というものに無む頓とん着ちやくなのか……」

　しばし何やらぶつぶつつぶやいていたが、やがて気を取り直すと顔を上げ、

「いいかね諸君、シャトルの機能とワープ機能を併あわせ持つ船体というのは、技術上実現不可能なものではないのだよ。

　……そうだな。こう想像してくれたまえ。

　貨物用大型シャトルのコンテナの中に、ワープ機関が収納されていると。

　そう考えれば、決して両立不可能なものではないとわかるだろう？」

　実際にはそれほど単純な理り屈くつではないのだが──例え話にだまされて、海賊たちの多くが納得の表情を浮うかべた。

「一般の船せん舶ぱくがそれをやっていないのは、単にコストや運用の問題なのだよ。

　信じられないと主張するのは自由だが、事実は事実。

　そもそもそんな噓をついたところで、私には何の利もない。

　そういうことだ。わかったかね」

「……なるほど……」

　いまだやや半信半疑の表情で、それでもギルスは言う。

「……そう言うなら……そいつは信じよう。

　つまり、上の包ほう囲い網もうさえ突破しちまえばとんずらできる、ってわけだ。

　作戦を詳しく話せないってのもわかった。

　けどこれだけは確かめさせてくれ。

　本当に、上の包囲網を突破できるのか？」

「絶対などというものはない」

　コラードはにべもない。

「──だがもうすぐこの星に、一人の馬ば鹿か者ものがやって来るはずなのだ」

　その言葉に、レティシアは思わず吹ふき出した。

　コラードバカに馬鹿呼ばわりされる人間というのは一体──？

「なんだそりゃ？」

　当然のごとく眉をひそめる海かい賊ぞくたちに、コラードは堂々と、

「予測のつかない行動をする人物、という意味だよ。

　その人物次し第だいで状じよう況きようは変わるだろう。

　こんな説明で十分に納なつ得とくしてもらえるとは思わんが──

　私自身も、命を賭かけているのだということを忘れないでほしい。

　勝ち目のない賭けはせんよ」

　海賊たちは顔を見合わせた。

　結局のところ、コラードは説明らしい説明をしていない。

　だが、好こう奇き心しんから組織とやらの事情にまで首を突つっ込みたいと思う者はいなかったし、情報漏れを防ぐために詳しく話さない、という理屈もわかった。

　海賊たちの間でも、裏切りだの何だのはざらにある話である。

「……わかった……

　とりあえずこの場はおさめよう。あんたの言うことに賭けてみるし、トラブルシューターたちにも手は出さねえ。

　けど、もしあんたが俺たちを、何かのペテンにかけようとしてるなら──」

　淡たん々たんと脅おどすギルスに、コラードは笑みを浮かべて、

「きみたち流の『おかえし』というのがどういうものか、多少は知っているつもりだよ。

　つまらぬ噓うそはつかんさ」

「なら──いいんだがな──」

　二人の男は、しばし無言で視線を交かわし──

　かくてとりあえず。

　シェリフスターの面々と海賊たちとの間には、再び休戦状態が訪おとずれたのだった。




　夜が明ける。

　地平の端はしが明るんで、光が星を飲み込んでゆく。

　朝日が闇やみを追い払はらい、家々のりんかくを浮かび上がらせはじめた頃ころ──

　町の片かた隅すみ、路上に一人の男が座っていた。

　息のにおいを嗅かがずとも、赤を通り越こしてどす黒くなった顔と揺ゆれる半身、そばに転がる瓶びんを見れば、男がべろべろに酔よっていることはわかった。

　老人とまではいかないが、肉体労働をするにはキツそうな歳としである。とはいえ今この惑星ほしにいるということは、当然海賊の一人なのだろうが。

　男の上半身が大きく前にかたむいて──

　しかし、倒たおれる直前にはね上がり、いきおいで今度は後ろにのけぞった。

　それでようやく視界に入り、男は気づいたらしい。

　自分のそばに、誰だれかが立っていることに。

「……おぅー……？」

　呻うめきともおくびともつかぬ音を漏もらし、相手を見上げる。

　見上げた頭もふらふらしているが。

「……なんだぁ……？　お前……文句あんのか？」

「いや」

「……んー……よく見りゃあトらブルシュぅタぁの野や郎ろうじゃねえか……

　どっか行けどっか行け……！　酒ぇマズくなるぁ！」

「──仲間を捜さがしている。居場所を知らないか」

「知るぁかぁぃ。……俺ぁてめえらのおふくろじゃぁねえんだ……！

　どぅおせ宇宙港みなとの方にでもいンじゃぁねッのかぁるぁ？」

「そうか」

「わぁったらさっさと行けぇ……！……ったく最近のトラブるしぅたぁって奴やつぁ……髪かみぁ縮むわ増えやがるわ……」

　完全な酩めい酊てい状態にある男の口など封ふうじる必要なし、と判断して、イージスたちは町を奥へと進んでゆく。

　昨夜の空中戦の際。

　パワード・スーツで可動砲ほう座ざのかわりをしていたおかげで脱だつ出しゆつに成功し、命ながらえたイージスたちがいた。決して多くはなかったが。

　うち戦せん闘とう可能な状態だったのは、この五人のみ。

　しかしそれでも、彼らは作戦の遂すい行こうを目指した。

　仕留めるべき目標は三名。やり方次し第だいでどうにかできる可能性はある。

　ターゲットたちがこの町にいるだろうということは事前情報で知っていた。

　彼らはパワード・スーツを使い、ある程度まで近づいてから機体を捨てて、生身で町に入り込んだのだ。

　もちろんパワード・スーツがあった方が戦力的には有利なのだが──それでは近づく前に探知される危険が大きかった。探知されたあげく、ターゲットたちに航空機で逃にげられれば作戦遂行は不可能になる。

　潜せん入にゆうと急きゆう襲しゆう。彼らに取れる手段はそれしかなかった。

　装備は決して十分とはいえないが、必要なだけはある。銃じゆうと、ナイフと、ジャケットに隠かくされたプラスチック爆ばく弾だん。

　プラスチック爆弾と信管、そして、道ばたの小石で、手製の榴りゆう弾だんもいくつか作っておいた。

　必要なら、途と中ちゆうで相手の武器を奪うばってもいいだろう。

　イージスたちは無言の進しん撃げきをはじめる。

　町は決して大きくはないが、そこに住む海かい賊ぞくたちもそれほど多くない。最初のうち、人目に触ふれずに移動するのはさして難しくもなかった。

　だがやがて──

　宇宙港の近くに行くと、そこには海賊たちがいた。

　滑かつ走そう路ろには大小雑多な機体が停とまり、その中には、ターゲットたちのシャトルや、昨日横から割って入った赤い大型シャトルの姿もあった。

　その宇宙港を見み渡わたせる位置には、焚たき火のまわりで酒盛りをしている連中、じっとイスに座っている者、通行人などもちらほらと見受けられる。

　数は決して多くないが、近くの家の中にもいるだろう。全体数がどれくらいなのかはわからなかった。

　さすがにこうなると、迂う闊かつに動けば見とがめられる。ターゲットたちに近づく前に騒さわぎを起こすわけにはいかない。

　問題は、そのターゲットたちがどこにいるのか。

　とりあえず宇宙港を監かん視しすることにして、配置の打ち合わせをしていたその時──

　イージスの一人がそれを見つけた。

　『ワイヴァーン』と『ドラグゥーン』。二機のシャトルから姿を見せた四つの人ひと影かげが、赤いシャトルに向かっていくのを。

　距きよ離りのせいで顔かたちまでははっきりしなかったが、着ている服や髪などから判断して──

　間ま違ちがいない。ターゲットたちである。

　赤いシャトルのハッチは閉まったまま。だがターゲットたちが近寄って、しばらくするとハッチが開き、四人を中に招いた。

　シャトルは何かの方法で、外部を監視しているのだろう。

　四人が入ると、シャトルのハッチは再び閉じる。

　──さて、ならどう攻せめるか。

　イージスたちは簡単な打ち合わせをすると、まず、近くの家々を回り、出しっぱなしの洗せん濯たく物ものやうち捨てられた古着を見つけて来る。

　それを適当に体に纏まとうと、ひとけの少ないあたりから、五人それぞればらばらに、宇宙港に向かって歩き始めた。

　宇宙港のまわりは障害物のない平地である。誰にも見られず移動するのは不可能だった。

　全く同じ姿の五人が並んでゆけば、見とがめられるのは当たり前。それでこういう方法を取ったのである。

　古着を纏っただけの姿は変装とさえ呼べないが、遠目をごまかすことさえできれば十分だった。

　五人は難なく宇宙港までたどり着き──

　そして、行動を開始した。




「どういうこと？」

　開口一番。レティシアは、コラードにそう問いかけた。

　降下部隊を退けて、海賊たちとの休戦も成り。

　レティシアたちはひと晩休んでから、朝一番で『カーラボス』のコラードを訪おとずれた。

　──本来なら、昨夜のうちにいろいろ問い質ただしたかったのだが、海賊たちかれらの前でできる話ではない。

　かといってあの場で『自分たちだけで話を』などと言えば、海賊たちの疑心暗あん鬼きを煽あおることになる。

　そこでひと晩時間を置いてから出直したのだ。

「どう、とは？」

　『カーラボス』の一室で、四人を迎むかえたコラードは、レティシアの問いに眉まゆをひそめた。

「どうしてあなたが、あたしたちの手助けに来たのか。

　その理由を聞かせてほしいのよ」

「理想のため……と言ったはずだが」

　コラードはさも当たり前のように言う。

　ティールームか応接室その一、といったところだろうか。さして大きくもないテーブルを中心に、向かい合わせでスツールが八つばかり。部屋の端にはドリンクサーバーと連れん絡らく端たん末まつ。

　部屋そのものも決して広くはなく、快適なくつろぎ空間と呼ぶにはやや遠い。

　そんな中で。来客に飲み物をふるまうそぶりすらもなく、コラードは言う。

　──もっとも、彼に飲み物を出されても、コワくて口にできないだろうが──

「考えたのだよ。

　クロフトに追いつめられた場合、きみたちがどう行動するか。

　性格からして、最後まであきらめないとは思ったが……それでも徹てつ底てい的に追いつめられれば、困った行動に出る可能性は考えられた。

　例えば──

　何らかの方法で、宇宙中に、クロフトのやったことをあらいざらいぶちまける、とか」

「考えなかった──と言えば噓うそになるわ」

　レティシアは肩かたをすくめて言う。

「どうやったらクロフトの動きを止められるか。

　最初に考えたのは、確かにその手よ。

　でも──」

　他ほかの三人に視線を送り──サミィがその言葉の先を継つぐ。

「こっちの第一目的は、クロフトを潰つぶすことでも、やっていることを暴あばくことでもない。

　まずは生き延びること。でもってふつーに生きること。

　クロフトがこんなことをやりました、ってメッセージを何かの方法でひろめて、それで運良く生き延びたとする。

　けどそのあとは──こっちは世間様から珍ちん獣じゆう扱あつかい。

　クロフトと対たい抗こうできる規模の組織に保護を求めても、やっぱりこれはこれで実験動物扱いされるだけだろうし。

　みんなでいろいろと手は考えてみたんだけど──

　結局、まずはなんとかここを突とつ破ぱするしかない、ってことに変わりはなかったわけで。

　何にしても、味方が増えてくれたのはありがたいところだけど……

　信じていいの？　あなたのこと」

　サミィは片方の眉をはね上げて、探さぐるようなまなざしでコラードを見つめ、

「クロフトのやったことが明るみに出れば、遺伝子技術への規制がかかって、あなたの理想が遠くなる──

　その理り屈くつはまあ、わかる。

　でも、クロフトのことを表ざたにしないためになら──

　あたしたちの口を塞ふさぐ、って手もあると思うんだけど？」

「──ふむ──」

　コラードは、面おも白しろそうにサミィを見つめ、テーブルの上で指を組み、

「さきほどのレティシアくんの言葉ではないが──

　確かにそれを考えなかったと言えば噓になる。

　だが、きみたちがこういう手段を取る可能性も考えたのだよ。

　例えば、この星のどこかに、事実を記したメッセージと、それを一定時間後に長ちよう距きよ離り無差別発信する装置を残す。

　いや──そんな仕し掛かけでなくても、メッセージを記したディスクなりチップなりを複数用意して、『重要』とでも書き、この星のあちこちに置いておくだけでいい。

　いずれこの星の入植が再開されれば──あるいはそれ以前に海かい賊ぞくが──ともあれ誰だれかがそれを見つけ、好こう奇き心しんからメッセージを見て、事実は公表されることになるだろう。

　証しよう拠このない告発では単なる噂うわさにしかならんが、遺伝子パターンを解かい析せきできるように、髪かみの数本も添そえれば十分。

　……事実の公表はきみたちが見せ物か実験動物扱いされる可能性を含ふくんではいるが、それはあくまでも、その時点まできみたちが生き延びていられれば、の話だ。

　もしも命を落としていたなら、クロフトに報復の一いち撃げきを与あたえられる。

　逆に運良く助かっていたなら、他人がその装置やデータユニットを見つける前に、折を見てここを訪おとずれ、回収すればいい。

　──実際にきみたちがそういう手段を取ったかどうかは知らないが、その可能性がある以上、確実に、事実の公開を防ぐ方法はただ一つ。

　きみたちを助けること。

　それしかないのだよ。

　だから私は助けに来た。それだけのことだよ」

「──なるほど──」

　サミィは小さくうなずいて、

「じゃあ当面は、味方だと信じて問題ない、と」

「味方といえば──」

　レティシアが何かを言いかけた、その時。

　ドンッ！

　衝しよう撃げきと爆ばく発はつ音おんと警報が、『カーラボス』の艦かん内ないに響ひびき渡わたった。




　海賊たちの中には、その時宇宙港そこに居合わせた者もいた。

　昨夜の戦せん闘とうで傷を受けた機体の、修理を押しつけられた連中である。

　そんな中の一人はシャトルの修理中、たまたますべてを目もく撃げきした。

　ボロい服を着た男が一人、視界の端はしを横切って、少し離はなれたところに停とまったヘリの方へと歩いていった。

　がぎゅんっ、と派手な音がして、思わず目をやり──納なつ得とくした。

　さきほどの男がヘリのドアを開け、乗り込むところだったのだが──機体はボロボロだったのだ。

　あちこちに被ひ弾だんの痕あとがあり、飛べるかどうかも疑わしい。両りよう脇わきのポッドにはミサイルがまだ何発か残っていたが、機体下についたバルカンの砲ほう身しんはひしゃげ、もげ落ちかけている。

　ドアも大きく変形しており、こんなものを無理矢理開け閉めすれば、派手な音もするはずだった。

　それだけ見て取り──関心を失った。

　自分たちと同じく、修理作業を押しつけられた者だろうと思ったのだ。

　駆く動どう音おんがした時も機関チェックだと疑わなかった。

　ヘリのローターが回転し、風を起こした時には目をやったが、それも単に、はた迷めい惑わくだと思っただけのことである。

　しかしさすがに、ヘリがわずかに浮うくと同時に横よこ滑すべりをはじめたのには異常を感じた。

　それが何を意味しているのか。想像するよりも先に。

　ヘリは一発のミサイルを発射していた。

　ドンッ！

　爆発が音となって大気を揺ゆらす。

　追つい尾び機能をオフにされたミサイルは、ただまっすぐに進み、赤い大型シャトルを直ちよく撃げきしていた。

　爆ばく圧あつは海かい賊ぞくにしりもちをつかせ──同時に、浮いたヘリのバランスも崩くずす。

　かしいだヘリの、もげ落ちかかったバルカンの砲身が地面をこすり、さらにバランスを狂くるわせて──

　ローターが地面を叩たたいてからヘリが爆発炎えん上じようするまでに、要した時間は一いつ瞬しゆんだった。

　乗っていた者が助かるはずもない。

　ヘリの最さい期ごを見届けた修理係の海賊は──しかし、ミサイルで破られた赤いシャトルのハッチに、四つの人ひと影かげが飛び込むところまでは見ていなかった。




　イージスたちにとって、シャトルの乗組員たちは敵ではないはずだった。

　コラードが集めたその大半は、本格的な戦闘訓練を受けたこともない者ばかりである。

　とっさに応戦してきた対応の早さは良しとしても、射しや撃げきの腕うではあまりほめられたものではない。

　撃うち合いは、イージスたちの圧勝だったろう。──場所が違ちがえば。

　問題は、シャトル内部の通路構造が、イージスたちが想像していた以上に狭せまく複雑だったことである。

　いくらイージスの身体能力が高かろうと、身をかわす隙すきさえない場所で撃たれてはどうしようもない。結局、突とつ入にゆうした所からいくらも行かぬうちに足止めを食くらい、双そう方ほうで散発的な銃じゆう撃げきを交かわしはじめた。

　──事前の打ち合わせでは、外でヘリを奪うばった一人が、シャトルのコックピットを潰つぶす手はずになっていた。

　それで相手の指揮系統は崩ほう壊かいするはずである。

　しかし四人が突入した直後、外で爆発音があり──それっきり。いまだシャトルに攻こう撃げきが加わる様子はない。

　反撃されて落とされたか、トラブルか──いずれにしろ、もうアテにはできない。

　イージスの一人が手製の榴りゆう弾だんを取り出した。

　これで通路を突破し、奥へ──

　数秒間のタイマーがついたそのスイッチを入れようとした時。

　機内のスピーカーが、小さく鳴った。




　爆発が起きた直後の、一同の反応は早かった。

　レティシアたち四人は即そく座ざに立ち上がる。

　何があったのか想像するのは容易だった。

　海賊たちからの攻撃ではない。もしそうなら、昨夜のうちにしかけて来たはずである。

　ならば──イージスしかない。

　降下部隊のシャトルはすべて落としたが、それに乗っていたイージスの中に生き残りがいて、しかけて来た可能性は十分に考えられた。

　が。

「行く必要はない」

　レティシアたちの動きを止めたのはコラードだった。

　白衣の内から取り出した、ポケットコンピューターのような端たん末まつに指を走らせて、何かを目まぐるしく操作しているが──

「相手はたぶんイージスよ」

　レティシアは言う。その予想が当たっていれば、コラードの部下たちでは対たい抗こうできまい。

「だからこそ──」

　コラードが手にした端末の小さな画面に、交戦中のイージスたちが映る。

　どうやらその端末が、監かん視しカメラをも含む、『カーラボス』のさまざまな機能と繫つながっているようである。

「行く必要はない」

　コラードが入力キーを撫なでるのと同時に、機内のスピーカーが小さく鳴った。

「イージスの諸君！」

　端末に話しかけるコラードの声は、スピーカーからも流れ出す。

「こちらはきみたちの生命維い持じのための薬品を持っている！　それを無む償しようで提供しよう！

　これでもう戦せん闘とうの必要はない！　これできみたちは何にも縛しばられることはない！

　無意味な任務に従う必要もない！

　きみたちは──

　自由だ！」

　小さな端末の画面の中で。

　一瞬、イージスたちの動きが止まった。
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　コラードの部下たちは、主あるじの理想を知らない。

　当然だろう。コラードが話していないのだから。

　いかなマッドサイエンティストとて、自分の理想が、一いつ般ぱん人じんに広く受け入れられるものではないことくらいわかっている。

　部下たちの前でそんな理想論をぶちまけるのは、反乱を起こしてくれと頼たのむようなものである。

　とはいえ部下たちも、コラードにつき合っていれば、彼が遺ジー伝ン子・操バ作イ生オ体ウ兵エ器ポンに並ならぬ関心を抱いだいていること、シェリフスターとかいう連中の中にそれがいるらしいこと、そして『カーラボス』に突入してきた銀ぎん髪ぱつどももまた、そのたぐいの連中らしい──言い換かえれば、かなりの強敵らしいということくらいは想像できた。

　つまり──である。

　コラードの艦かん内ない放送で、一瞬敵の動きが止まった。

　それは部下たちにとって、絶好の反撃のチャンスでしかなかった。

　部下たちの中には、ゲリラ出身の男がいた。

　彼は昔よくやっていた手を使った。

　ピンを抜ぬいた手しゆ榴りゆう弾だんを、ハンカチで包んでほうり投げた。ただそれだけである。昔はハンカチではなくぬいぐるみなどを使ったが。

　そのまま手榴弾を投げた時に比べると、布の中身が何なのかを相手が想像するまでに、余分に一瞬の時を要する。そしてその一瞬が、戦場では生死を分ける。

　確かに──

　それがもし、むき出しの手榴弾だったら、イージスたちは違ちがう反応をしただろう。

　床ゆかに転がるより早くキャッチして、投げ返していたかもしれない。

　だが、イージスたちはただ、それに注目した。

　あるいは──

　ハンカチの中身は、今呼びかけにあった『薬』かもしれないと──イージスたちはそう考えたのかもしれなかった。

　いずれにしろ。

　当たり前の話だが──

　手榴弾は爆ばく発はつした。




「──何をしている！　お前たち！　やめろっ！」

　コラードが端末に向かって叫さけんだ時には──

　しかしイージスたち四人は、爆発の後に突つっ込んで来た部下たちの銃じゆう撃げきで、一人残らず動かなくなっていた。

　放送に、部下たちはいぶかしげに眉まゆをひそめて、カメラに向かって何かを言う。端末では音声までは拾えないようだったが──大体どんなことを言っていたのか想像はつく。

　部下たちにとってイージスは、ただの侵しん入にゆう者しや、敵でしかなかったのだから。

「……寝ね返がえらせることができたのかもしれんのだが……

　……もういい……」

　端末に向かって力なくつぶやくと、コラードは接続を切った。

　重い沈ちん黙もくが、小さな休レス憩ト・室ルームに満ちる。

「……考えてみたら……」

　すとんっ、とイスに腰こしを落とし、サミィがつぶやく。

「もしあたしたちがここを生き延びて……クロフトを離はなれて生きることができたとしても……

　それでクロフトが反省して、イージスを生み出さなくなる、とは限らないか……」

　口もとに自じ嘲ちようの笑みを浮うかべ、

「……クロフトがあたしたちに手を出したら事実をバラす。とはいえ事実がバレたらあたしたちも珍ちん獣じゆう扱あつかい。

　どちらからも手は出せない、って状じよう況きようにはなるんだけど……

　それで、クロフトが、イージスを生み出すことまでやめると思う？」

　誰だれに聞いているわけでもない。そして、誰も答えない。

　回答などわかりきっているから。

「──やめない。

　やめるわけがない。

　あたしたちの知らないところでイージスたちを生み出し続けて。

　あたしたちの知らないところで彼らは戦い続けて死に続けて。

　その時あたしたちは、クロフトの手を離れて、平和に暮らしてるかもしれない。

　けどあたしたちは知ってるの。

　あたしたちの知らないところで、イージスたちが生まれ戦い死に続けてることを……

　それは──

　それで、いいことなの？」

「わからん」

　コラードが言う。

「それは私にもわからんよ。サミィくん。

　だがね、一つ。

　たった一つだけはっきりしていることがある。

　ここで我われ々われが命を落とせば、確実に、すべてが終わりだということだよ。

　私たちの口くち封ふうじが成功すれば、クロフトはこう考えるだろう。

　もしまた創つくり出した命が反はん抗こうしても、同じように『処分』すればいいだけのことだ、と。

　気にせずイージスたちを生み出し続けるだろう。そして、何かあれば迷わず『処分』し続けるだろう。

　だがもし我々──いや、きみたちが、生き延びることに成功すれば？

　……もちろんそれで、クロフトがイージスたちを生み出すことをやめるとは思えない。

　しかし少なくとも、慎しん重ちようにはなるはずだ。ためらいは生まれるはずだ。

　だからこそ。

　我々は、まず何よりも、生きなければならん」

「……それは……わかってる……つもり……」

　力なくつぶやくサミィに、コラードは続けて、

「もしきみたちがクロフトの手を離れ、どこかで静かに暮らしはじめたとして。

　その時きみたちは、今もどこかでイージスたちが道具として使い潰つぶされていることにふと思い至り、良心を痛めることになるかもしれない。

　だがそれは、耐たえねばならん痛みなのだよ。

　クロフトを止めるべく事実を公表すれば──

　きみたちが見せ物扱いされるだけではない。

　あまたいるイージスたちも、事実を少しでも隠いん蔽ぺいするために処分され、それをまぬがれた者たちも、実験動物か見せ物扱いになるだろう」

「……それも……わかってる……つもりだけど……」

　膝ひざの上で握にぎる拳こぶしが白い。

「サミィ。今は目前の状況を打破することに集中しろ」

　そう言ったのは、イーザーだった。

「イージスたちを助けるのは、自由を得たあとでいい」

「──イージスを──助ける？」

　サミィは思わず視線をはね上げ、彼を見る。

　そんなことができるのか？

　彼女だけではない。他の皆みなも、思わず彼に注目していた。

「イージスを助ける方法──」

　その中で、彼は淡たん々たんと言う。

「そんなものがあるのかどうかはわからない」

　全員の肩かたがずり下がる。

　かまわず彼は続けた。

「だが考え続ければ、思いつく可能性はある。また、状況が変われば別の可能性も生まれてくるはずだ。

　だから今は、状況打破が第一課題だ」

　真顔のイーザーに、サミィは苦く笑しよう混じりの息をつき、

「──確かに……そうね」

「なら話は決まりだ」

　空気が変わったところで、コラードはシェリフスターの四人をぐるりと見み渡わたし、

「まず第一に現状突とつ破ぱ。それに集中する──ということで異論はないね。

　そこで、だ。

　是ぜ非ひともに、きみたちの手を借りたいことがある」

「いいわ。何？」

　問うレティシアに、コラードはにやりと笑えみを送って、

「まずは、『カーラボス』の修理作業」

　全員の肩がまたまたずり下がった。




　艦橋ブリツジの外の光景に目をやって、男は内心の憂ゆう鬱うつを押し殺す。

　彼は疲つかれていた。

　肉体的にも精神的にも。

　どうしてこういつも自分には、ロクでもない役ばかりがまわって来るのか。

　しかも毎度毎度、計算外のことばかりが起こってくれる。

　前の時は、別の役員の下もとで、やはり別の汚よごれ仕事を引き受けて──いろいろとえらいことになった。

　あの時は、一歩間ま違ちがえれば死んでいただろう。何があったのか口に出すことはできないし、思い出すだけでも気分が落ち込む。

　そして今回は、こんな現場の指揮と監かん視しを命じられている。

　──こんなはずではなかったのだが──

　惑わく星せいファーサイドの蒼あおくかがやく姿を眺ながめ、男──ジュスティス＝ブーゲンビルは胸の裡うちだけでつぶやいた。

　仮にここでため息をつこうがグチをこぼそうが、たるんでいる、と見とがめる者はいないだろうが。

　──といっても、無人というわけではない。宇宙船の艦橋ブリツジには、彼を除いて四人ほどの姿があった。

　全員同じ銀色の髪かみと、左右色の異なる瞳ひとみをしているが。

　イージス。

　クロフトが遺伝子操作によって創り出した、ヒトの姿をした兵器。感情の起き伏ふくを抑おさえられ、生命維い持じに必要な薬品を盾たてに、絶対服従をさせられたものたち。

　かれらはこと白兵戦において、絶大な力を発揮する。

　──戦せん闘とう機や戦せん闘とう艦かんに乗っての行動は、さすがに乗機の性能によって左右される部分が大きいものの、それでも反射速度においては普ふ通つうの人間を圧あつ倒とうする。

　おまけに創られた命──すなわち、本当の人間でない以上、兵士という駒こまとして使い潰つぶしても、良心は痛まない。

　しかし──

　兵士としては最適だが、共に過ごす相手としては最悪だった。

　何かの命令を下したならば、一いつ斉せいに振ふり返るのは同じ顔。味方ながら、気味の悪いことはなはだしい。

　雑談の相手をするのにも不適当。気のきいた会話など期待するだけ無む駄だだろうし、こちらがジョークを飛ばしたところで、愛想笑い一つ起こるわけでなし。

　ここでジュスティスがため息をつこうが寝ねようが裸はだか踊おどりをはじめようが、イージスたちは気にもしないのではないか。

　これならむしろ、本当に無人の方がいい。

　相手が無反応なら、堂々とため息をつくなりさぼるなりしてガス抜ぬきをすればいい──と、自分でもわかってはいるのだが、ジュスティスはどうにもそれができない性しよう分ぶんだった。

　誰だれかと接したその瞬しゆん間かん、性キヤラ格クターがどこかで切り替かわる。たとえ相手がイージスだろうと。

　そうなると、彼は鉄の男となる。たとえため息一つだろうと、他人に弱みを見せることは論外。

　昔から多少そういう傾けい向こうはあったが、クロフトに入って重役たちの秘書という仕事についてから、それが一層極きよく端たんになって来たような気がする。

　精神衛生上はよくないのだろうが、この仕事にはそういう部分が必要なことも事実だった。

　汚れ仕事を押しつけられ、あたりにいるのはイージスばかり。

　かてて加えて、仕事はうまくいっていないと来た。

　これでよく胃が痛くならないものである。

　そもそも──なぜあの降下作戦が失敗するのか？

　単純に考えて、航空戦力比は二十対二。

　相手が逃にげれば、こちらのシャトルからイージスたちが山ほど出てくる。

　どう考えたところで失敗するわけがない──はずだったのに。

　先せん遣けんのイージスたちから情報を聞き、作戦を立案。

　放送による呼びかけで、海かい賊ぞくたちにシェリフスターの面々を襲おそわせて、その隙すきに降下部隊を降ろす。

　ここで、海賊の矛ほこ先さきが降下部隊に向く可能性も考えた。

　だが、海賊の航空兵力など知れているだろうし、それで万一こちらが全ぜん滅めつしたとしても、シェリフスターのメンバーさえ始末できれば、結果としては作戦完かん了りようなのだ。

　ところが、である。

　宇宙海賊の航空戦力が予想していたより多かった──わけはわからないが、これはまあいいとしよう。計画の致ち命めい傷しようとなるほどのものではなかった。

　しかし。

　何かが決定的にズレたのは、赤いシャトルが出現してからだった。

　ジュスティスがこの宙域に到とう着ちやくする直前、貨物船に偽ぎ装そうした船が降ろしたものだと聞いた。

　最初はシェリフスター社の整備補給チームではないかと思ったのだが、映像を見るとどうやらそうでもないらしい。

　正体不明ではあるが、しょせんは一機。さしたる障害にはなるまいと思ったのだが──

　なった。

　なりまくった。

　シャトルはまず海賊たちに呼びかけて、彼らを味方につけてしまった。

　呼びかけの内容はジュスティスも聞いたが──

　この星から脱だつ出しゆつさせてやる。ついでに宇宙船もやる。

　こんな寝ね言ごとを言う方も言う方だが、信じる海賊たちもどうかしている。

　……海賊たちにしてみれば、艦かん隊たいに頭上を制圧されて、藁わらにもすがる思いなのだろうが。

　加えて、その赤いシャトルが何かおかしな兵器を使った──というところまでは連れん絡らくを受けて知っている。

　その兵器とやらがどんなものなのかは、結局不明のままだが──

　ともあれ結果として、降下部隊は全滅。作戦は失敗。

　現在、降下部隊を再編成できるほどの余よ剰じよう戦力はない。

　一いつ旦たん宙域を離り脱だつして、長ちよう距きよ離り通信で状じよう況きようを報告し、今は次の増ぞう援えん待ちの状態で、地上の動きを監視しているのだ。

　作戦の失敗から何日経たったか、あらためて数える気にもなれないが、とりあえず今の彼にできるのは、ただ待つこと──あとはせいぜい、胸中で愚ぐ痴ちをこぼすことくらい。

　何にしても非効率的すぎる。

　そもそも、試作体たった三体を処分するだけのことに、なぜ大量のイージスや降下部隊、宇宙艦隊まで投入しなければならないのか。

　詳くわしい事情は聞かされていないが、大体の想像はついた。

　おそらくは、試作体がクロフトを裏切ろうとしているのだ。だから、なんとしてでもそれらを処分しようとしているのだろう。

　だが──それでもやはり、効率が悪すぎはしないか？

　イージス・シリーズは確かによく売れていると聞いた。生産が追いつかないほどに。

　とはいえ、こんなふうに何かあるごとに無用な出費をしいられるのでは、採算は合わないのではないか？

　おかげで自分はこんな場所で、ひたすらイージスの後頭部を眺ながめて過ごす羽目になった。

　人の世が非合理的で理り不ふ尽じんだということなど、今さら口にするまでもないのだが──自分にそのツケが回されたのでは、当然面おも白しろいはずはない。

　いつになったら自分は、この、汚れ仕事三ざん昧まいの日々から抜け出せるのだろうか──

　いつも感じるそんな不満を、胸のうちで反はん芻すうしていると──

「大型艦かん船せん四、四方からサンビューネ方向に接近」

　イージスの声は、唐とう突とつに響ひびいた。

　ジュスティスは、瞬しゆん時じに頭を目前の現実に切り換かえて、

「四方とは？」

　──またわけのわからないことが起きるんじゃあないだろうな？──　そんな内心の不安は一いつ切さい表に出さず、問い質ただす。

「正四面体の各頂点位置より一ずつ。いずれも大型艦の反応で、ほぼ同時に出現しました」

　報告に、ジュスティスは思考を巡めぐらせる。

　こちらの増援なら、艦を分散させる意味はない。

　追い出された海賊が帰ってきたにしては、数も少なく、足並みも揃そろいすぎている。

　ならば、完全に予想外の相手でもない限り、残る可能性は一つ。

　シェリフスター・カンパニーの整備補給艦である。

　そういえば、試作体たちには、ランドルフ＝マイスターの実娘、レティシアが同行しているはずだった。

　シェリフスター社のお飾かざり社長がその兄である。肉親の情から、妹だけでも助けたくて、整備補給艦を救助に送った──そんなところだろう。

　馬ば鹿かなことをしたものだ。

　これで、無駄な人死にが増える。

　──ランドルフの娘はどうするのか──

　この命令を受けた時、ジュスティスはそう尋たずねたのだが、返ってきたのは、試作体の処分が最優先、というものだった。

　ならば補給艦の処しよ遇ぐうなど、問い合わせるまでもない。

　状況によってはランドルフの娘を助け、恩を売るのも悪くはないとも思ったが、どうやらそれも難しそうである。

　写真を見ればなかなかの美人だったし、少々気の毒な気もするが──

　彼らが生きてこの宙域を出ることは、まずありえない。

　こちらは相手を逃にがさぬために、足の速い艦ばかりを揃えているのだ。

　大型艦の反応、四つのうち三つはおそらくダミー。こちらを引きずり出して戦力を分散しようという目もく論ろ見みなのだろうが、その手には乗ってやれない。

　どうせ向こうが近づいてくるのなら、引きつけて、確実に叩たたく。

「各艦は現在位置のまま待機。引き続き監かん視しを続けろ」

　理由の説明抜きでジュスティスが下した命令に──

「了りよう解かい」

　イージスたちは質問することなく従う。

　こういうところは手間がかからずに楽なのだが……

　しばらくは、待ちの時間が続くことになる。これから先の、イージスたちの後頭部を眺めて過ごす時間を想像し、ジュスティスの心はさらに重くなる……







「連絡が入った」

　その日。

　作業途と中ちゆうでコラードに呼び出され、『カーラボス』のコックピット──いや、艦橋ブリツジに行ったシェリフスターの四人を出で迎むかえたのは、そんな一言だった。

　通路が狭せまいわりに艦橋ブリツジは結構広く、立ち話ができるくらいのスペースはある。

「連絡？　クロフトから？」

「いや」

　レティシアの問いに、コラードは左右に首を振ふり、

「味方からだ」

「味方？」

　そういえば──

　レティシアは思い出す。以前コラードが、馬ば鹿か者ものが来る、と言っていたことを。

　前に、それが何者かを聞こうとした時にはイージスの襲しゆう撃げきがあり──そのあとも修理や改修作業が立て込んで、つい聞きそびれていたのだが、たぶんその人物のことだろう。

「再生する。聞きたまえ」

　コラードの合図に、ブリッジクルーの一人がスイッチを入れると──

『ほほほほほほほほほほほほほほ！』

　流れ出たのは聞き慣れた声。画面に映る見慣れた姿。シェリフスターの四人は同時に脱だつ力りよくした。

　長い金髪ブロンド赤スーツ。白手て袋ぶくろにポインター。誰だれがどこからどう見ても、それは、クイーン以外の何者でもなかった。

『どうやら帰れなくて困ってるようね！　けどこの私が助けに来たからにはもう安心よ！

　標準時で本日二二：一○ちょうどに惑わく星せいの大気圏けん離り脱だつを完かん了りようしなさい！

　それで合流・回収よ！

　わかったわねっ！』

　そこで画面はブラックアウト。

　何も映さぬ画面を眺ながめたまま──レティシアたち四人は呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた。

「そういうことらしい。わかったかね。

　……どうしたね？　諸君」

「……いや……あの……今の……クイーン……」

　コラードの呼びかけに、レティシアはようやく切れ切れに言葉を漏もらす。

　対するコラードは、やや不ふ機き嫌げんに、

「……そう。きみたちの装備課の人間だよ。

　今は『クイーン』などと名乗っているようだがね。

　彼女がどう上の連中をかき回してくれるのか……それで脱だつ出しゆつの成否が決まる。

　正直……彼女に頼たよらざるを得んというのはいささか不本意な部分はあるが」

「──って、知り合いなの!?」

　コラードの言葉に、レティシアは思わず声を上げた。

「ああ」

　彼は不機嫌に意味なく歩き回りつつ、

「というか、聞いておらんのかね？

　きみの兄、ティモシーくんと彼女は大学の同期で、ともに私の講義を受けていたのだよ。

　──まあもっとも、ティモシーくんも、あんなマッドサイエンティスト女と同期だった、などとは言い出しにくかったのだろうがね。

　──どうしたレティシアくん、急にうずくまったりして」

「……いや……あの……他人をマッドサイエンティストって……あんまり自覚がないセリフが出たんで足に来ただけ……」

「……どっちもどっちだと思うけど……」

　サミィのつぶやきを耳にして、しかしコラードはまなじりつり上げて、

「失礼な！　私をあんな女と一いつ緒しよにしてほしくはないものだな！

　確かに彼女にも優ゆう秀しゆうな部分があったことは否定しないがね。

　しかしそれ以上に、どうしても認められぬ部分もまたあったのだよ！」

　言って興奮してきたらしく、彼はうろうろと歩き回りつつ、

「こともあろうに彼女は！

　多た脚きやく歩行メカの脚あしの本数は四本の方がよい、などと公言して憚はばからなかったのだよ！

　全くもって嘆なげかわしい！

　六本の方がより合理的で美しいと決まっているにも拘かかわらず、だ！

　確かに彼女の四脚という主張は多脚歩行メカとしての必要条件を満たしている！
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　だがそれは十分なのか!?

　否！

　それはあまりにも余よ裕ゆうも柔じゆう軟なん性もなさ過ぎる！

　しかしいくらディスカッションを重ねても、彼女は頑がんとして自説を曲げようとはしなかったのだよ！

　彼女は余裕のなさを機能美と勘かん違ちがいして、その間違った価値観をこの私に押しつけようとさえしたのだっ！

　あまつさえ！

　彼女はこの私に向かって何と言ったと思う!?

『脚も五本までなら譲じよう歩ほする』だよ！

　五本!?　五本！　ハッ！

　それを果たして譲歩と呼んでいいのかね!?

　四本に比べれば余裕は出るよ！　余裕は！

　だがそれはバランスを崩くずし完成品としての美しさも台無しにする！　それを『譲歩』とは！

　あり得ない！　違うかね！」

　両手をひろげて呼びかけて。

　コラードははじめて気づいた。

　四人の姿がないことに。

　数度あたりを見回して──

「……シェリフスターの諸君はどこへ？」

「帰りました。」

　コラードを見もせず答えた副長の声は、ただひたすらに冷たかった。




　馬ば鹿かをやっても悩なやんでいても、時は等しく流れゆく。

「地上のシャトル群が動きはじめました」

　サンビューネ周辺に展開した艦かん隊たいの一隻せき──その艦橋ブリツジで。

　ジュスティス＝ブーゲンビルは、イージスの一人からその報告を受けた。

「……はじまったか……」

　宙域に侵しん入にゆうしてきた大型艦から、しばらく前に地上に送られた通信連れん絡らくは、当然彼らも傍ぼう受じゆしていた。

　シェリフスターの通信周波数はこちらも把は握あくしている。彼らとてそれは承知の上だったのだろう。内容はすこぶる大おお雑ざつ把ぱなものだった。

　結局、大型艦が何をもくろんでいるのかは不明。

　しかし何かがはじまる時刻と、相手がやはりシェリフスターの整備補給艦だということはわかった。それで十分である。

　大型艦の反応四つのうち、通信を送ったのがどれかも判明したが、ジュスティスはやはり艦隊を動かさなかった。あらかじめ記録しておいたメッセージをダミーユニットから流させただけの可能性がある。

　そもそもこちらの目的は大型艦の迎げい撃げきではない。下から上がって来たシャトルを確実に仕留めることなのだ。

　離り反はんしようとしたバイオウェポンたちの始末。それが最も重要だった。

「大型艦、依い然ぜん等速度で接近中。

　近きん距きよ離り通信の妨ぼう害がいは──？」

「必要ない」

　イージスの問いにジュスティスは言う。

　地上の連中とやりとりをされるのは歓かん迎げいはしないが、通信周波数がわかっている以上、通信内容はこちらに筒つつ抜ぬけ。

　ならば、へたに通信妨害などして、味方同士の連れん携けいが取りづらくなることの方がむしろ問題だった。

　大型艦の反応も、とうに長距離通信の妨害範はん囲い内に入っていた。外宇宙と交信される懸け念ねんはない。つまり相手はもはや籠かごの鳥。

　地上の仲間と最後の雑談くらいはさせてやってもいいだろう。

「シャトル五機、離り陸りくするようです」

　地上をモニターしていたイージスの声。

「五機？」

　二機か三機というのならわかるが──数が合わない。

「『ワイヴァーン』と『ドラグゥーン』、所属不明の赤い大型シャトル、あとは海かい賊ぞくたちのものと思われるシャトルが二」

「なるほど」

　ジュスティスはうなずいた。

　シャトルを総動員して──分乗して一人でも多く生き延びる気か、はたまたどれが本命かを誤ご魔ま化かすつもりか。せいぜいそんなところだろう。

　唐とう突とつに彼は思い出す。

　他ほかの生物のエサとなる、弱い昆こん虫ちゆうや小魚は、大量の子孫を残すことでなんとか種として存続している、という話を。

　ジュスティスには、試作体たちが今やろうとしていることが、それと同じに見えた。

　──残念だがこっちには、そっちを全部食い尽つくせる数があるんだよ──

　胸の裡でつぶやいて、彼は命令を下す。

「全ぜん艦かんに通達。

　第一攻こう撃げき目標はサンビューネから離り脱だつしてくるシャトルだ。

　一機も逃のがすな。着実に、一機残らず殲せん滅めつしろ。

　大型船が何かしかけてくるはずだが、できれば牽けん制せいと防ぼう御ぎよ程度で対応しろ。

　そちらはシャトルを全部片づけたあとだ」

　命令が全艦を駆かけ巡めぐる。

　ここから先は作業になる。ジュスティスは冷静にそう考えた。

　相手はいちかばちかの突とつ破ぱを狙ねらい、奇き策さくをしかけては来るだろうが──その手に乗らなければいいだけの話である。

　向こうも武装はしているだろうが、大気圏けんを離脱する前に叩たたけば済む。よしんば離脱を許して戦せん闘とうになったとしても、宇宙用こ戦闘ち艦隊らの敵ではない。

　シャトルを潰つぶし、大型艦も沈しずめる。

　それが終われば地上に調査部隊を派は遣けん。同時作業で各機体のボイスレコーダーやイージスの死体などの回収作業。

　証しよう拠こ隠いん滅めつとともに、ターゲットの処分確かく認にんを兼かねるわけである。

　シャトルを全部落として安心していたら、実はターゲットは乗ってはおらず、地上で息を潜ひそめていました──などということがないように。

　前に沈めた『シューティング・スター』と『モーニング・スター』のボイスレコーダー回収は、すでに終わってはいるが──それだけでも結構時間がかかった。

　今後に待つ作業は、さらに手間がかかるだろう。

　そんな面めん倒どうさを考えると、また憂ゆう鬱うつになりそうだったが。

「艦かん船せん十、サンビューネに接近」

　イージスの一人が報告したのは、そんな時のことだった。

「こちらの増ぞう援えんです」

「わかった」

　ジュスティスは感かん慨がいもなくうなずいた。

　これでもはや、彼らに万一はありえない。




「──どうもいかんな──」

　発進態勢に入った『カーラボス』の艦かん長ちよう席で。

　コラードが漏もらしたつぶやきを、サミィは聞き逃さなかった。

　シェリフスターの四人は今、『カーラボス』の艦橋ブリツジに突とつ貫かん工事で設置したシートについていた。

　乗り込んでいるのは彼女たちだけではない。サンビューネからの脱だつ出しゆつを希望した海賊たちもまた、カプセルホテル状態に改装された私室や休きゆう憩けい室に詰つめ込まれているはずだった。

　本来シェリフスターで使っているシャトル、『ワイヴァーン』や『ドラグゥーン』、そして海賊たちのシャトルは少々改造し、自動制せい御ぎよになっている。

　他の機体を囮おとりにして、『カーラボス』で敵てき陣じん突とつ破ぱを図はかるのだ。

　この案そのものは前から計画していたことで、修理・改造の作業は、クイーンの連絡が入る以前に終わっていたが──

　かなりいちかばちかの上に、クイーンに頼たよる部分が大という、なんとも心もとない話。

　いかにクイーンがコラードに負けず劣おとらずの変人で、仮に整ヴ備ア補ル給キ艦リーに重武装を施ほどこしていたとしても、たった一隻でクロフト艦隊を駆く逐ちくできるとは思えない。

　そこにコラードの一言である。

　さすがにこれを聞き流すわけにはいかなかった。

「何がいけないの!?」

　サミィの問いかけに、コラードは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしてから、隠かくしても意味はないと思ったのか、

「宇宙に、連中の増援が到とう着ちやくしたようだ。

　仮に惑わく星せい周囲の包ほう囲い網もうを抜ぬけて、そちらの補給艦と合流できたとしても、脱出は少々骨のようだ」

「……そう……」

　言われて、サミィにできるのは、静かにつぶやくことだけだった。

　今さら計画中止というわけにもいかない。それでは単にクイーンの宇宙船ふねが沈められ、終わりになるだけの話である。

　うまくいくことを信じ、実行するより他にない。

　五機のシャトルは順に離陸し、全機はしばらく飛んでから、別々の場所から大気圏離脱をかけることになっている。

　少しでも敵からの火線量を減らすための、せせこましくも涙なみだぐましい策だが──

　果たしてそれが通用するのか。

　上では宇宙艦かん隊たいが、手ぐすね引いて待ちかまえている。

　こちらは大気圏離脱を終えるまで、攻こう撃げきはもとより、ろくな回かい避ひ行動すらできないが、向こうは当然そこを狙ねらって来るだろう。

　状じよう況きようは、苦しい──どころか、絶望的ですらあった。

　しかし全員わかっている。それでもやるしかないのだと。

　絶望して、行動することをやめたなら──その時こそ本当にすべてが終わる。

「補給艦から通信連れん絡らくです！」

　オペレーターの一人が声を上げたのは、先行する『ドラグゥーン』の離陸が完かん了りようし、『カーラボス』が滑かつ走そう路ろについた時のことだった。

「つなげ」

　コラードの指示に、即そく座ざに回線は開かれて──

『ほほほほほほほほほほ！

　どうせこの会話は聞いているんでしょ？　どこかの会社のみなさん！』

　クイーンの通信は、しかし、味方に呼びかけるためのものではなかった。




『聞いていることを前提に提案させてもらうけど。

　現在この宙域に展開中の長ちよう距きよ離り通信連絡に対する妨ぼう害がいを、二二：○○ちょうどまでに解除しなさい！

　でないと少々困った手を使わせてもらうことになるわよっ！　わかったわねっ！』

　その宣告を聞き終えて──

　ジュスティス＝ブーゲンビルは、ただただあきれるばかりだった。

　何だこれは？　脅おどしか？　脅しのつもりなのか？

　ひょっとしたら、こちらが条件を吞のまない場合、クロフトがやったことを世間に公表するという意味なのだろうか？

　だが大型艦は、とっくに長距離通信妨害の圏内に入っている。外宇宙そととの連絡は不可能なはずだ。

　仮にその問題をクリアして、事実を世間に公表したとして──

　それでどうなる？

　証しよう拠このない話など、ただの寝ね言ごとにしか過ぎない。

　人類最大規模の企き業ぎよう、クロフト・カンパニー。

　最大ゆえに、クロフトに関する噂うわさ話は、世の中にはいくらでもあふれていた。

　曰いわく、クロフト傘さん下かのハンバーガーショップの肉にはミミズが混じっている。曰く。クロフト本社地下には、歴史上の大天才・偉い人じんの遺物から抽ちゆう出しゆつした遺伝子を解かい析せきして作られた巨きよ大だいな脳だけが存在し、それが実質上クロフトを動かしている。

　宇宙人と技術取り引きをしているという噂や、凶きよう悪あくなエイリアンをクローンニングして兵器転用している、などという寝言もあった。

　かくいうジュスティスも実のところ、学生時代には、ミミズバーガーの噂を信じていたりしたのだが……。

　そんな噂でクロフトが傾かたむいたか？

　否、である。

　そこに、『クロフトはヒトの姿をした兵器をクローニングしている』などという噂が一つ加わったとして、それでどうなる？

　どうにかなるわけがない。

　怖こわいのはただ一つ、その噂が事実だという証拠があった時だけである。

　その証拠──すなわち、試作体たちを処分さえしてしまえば、何も問題はない。

　何のつもりかは知らないが、いずれにしても論外だった。

　ふと気がつけば、イージスたちがこちらを見ている。

　今の通信に対する指示を待っているのだろうが──

「無視しろ。予定通りだ」

　ジュスティスは、面おも白しろくもなさそうに言い捨てた。




「正気か彼女は!?」

『カーラボス』の艦橋ブリツジで。

　クイーンの宣言を耳にして、コラードは声を上げていた。

「全てばらすつもりだぞ！　あれはっ！」

　単に事実を語ったところで、証拠がなければ何にもならない。そんなことはクロフトにもわかっているはず。

　クイーンならあるいは、その証拠を手に入れているかもしれないが──

　たとえそうであっても、あれでは駄だ目めだ。

　証拠を握にぎっていると示さない限り、クロフトは取り引きに応じない。

　つまり、助からないのだ。彼らもクイーンたちも。

　おまけに、証拠つきで事実を公表──ということになれば、確かにクロフトに一いち撃げきを加えられるが、同時にコラードの理想も潰ついえることになる。

　愚ぐ策さくだ。どうしようもない愚策だ。

　よりにもよってなぜこんな悪手を使う？

　それとも──

　まだ他ほかに、何か策でもあるのか？

　だが、いくらコラードが歯がみをしても、もはや賽さいは投げられた。

　彼にできることはただ、状じよう況きようを見守ることのみ。




　窓の外は、陽ひざしに白く染まっている。

　少々腹が減ってきた。

　ここでは昼メシ時だが、外に食事に出るとしても、やることをやってからの話である。

　そろそろ頼たのまれていた時間だ。

　シェリフスター装備課勤務、ワーナー＝グラハムは、腕うでの時計をちらりと見やる。

　とある惑わく星せいのとある町。適当に借りた安宿の一室で。

　腕の時計が小さく鳴った。

　ワーナーは、部屋の片かた隅すみに置いてあったコンピューターの電源を入れる。

　やったのはただ、それだけ。

　事情のほどはよくわからないが──どうやらこれも仕事らしい。

　──時間が来て、何も連れん絡らくがなければこれのスイッチを入れる──

　それが、装備課主任、本名不明の自じ称しようクイーンから言い渡わたされたことだった。

　装備課の他の連中も、あちらこちらの惑星ほしに散り、同じようなことをやらされているはずだった。

　一体何の意味があるのかは知らないが──

「ま、やることはやったさ」

　何かの通信をはじめたパソコンにちらりと目をやり、興味なさげにつぶやくと、彼は部屋をあとにした。

　昼メシは何にしようか。そんなことを考えながら。




「──しかし、いいのですか？　クイーン」

　シェリフスターの整備補給艦『ヴァルキリー』の艦橋ブリツジで。

　目まぐるしく指を動かしながら、ブリッジクルーの一人、がっしりとした大男が問いかける。

「気にすることはないわ部下その二」

「トゥーラです」

　いつもと変わらぬ呼びかけを、大男は律りち儀ぎに訂てい正せいする。

　どうやらこの呼び方をされることに対して、まだあきらめがついていないようである。

　そんな抗こう議ぎをもちろん無視して、クイーンは、

「クロフトは、スポンサーとしてはたしかにおいしかったけどね。

　まあ、さんざん好きにやらせてもらったことだし、そろそろ潮時よ」

「さんざん好きにやってたって自覚はあったんスね」

　やはり手を動かし続けている、もう一方のブリッジクルーが、聞こえよがしの独り言。

「そこっ！　うるさいわよ部下その一！」

「スティッキーです。

　けど姐あねさん、そっちはどうでもいいとして──

　こっちは行かなくていいんですか？」

「姐さんじゃなくてクイーン、よ。

　いいのよそれも」

　自身も作業をしながら、クイーンは言った。

　入力キーを叩たたき込み、作業を終えると──

「──さてと──」

　クイーンはクロフト艦かん隊たいへの回線を開いた。




「大型艦からの映像付き広域通信です」

「……サブモニターに出せ」

　イージスからの報告に、ジュスティスは、一いつ瞬しゆん迷ってから答えた。

　もうすぐシャトル群が艦隊の射程内に入る。大事な時だが──まだ少しばかり時間はある。

　相手が意味不明の脅きよう迫はくで通告して来た時間は過ぎた。もちろん向こうの要求などさらりと無視してやったのだが──

　さて、それでどうしてくれるのか？

　見て笑ってやるのもいいだろう。

『お仕事中のみなさんへ！』

　テンションの高い女の声とともに、サブモニターに映し出されたのは──どこかで見た画面。

『その労をねぎらって、最近見つけた面おも白しろいサイトの記事をご紹しよう介かい！』

　声とともに、画面が下に流れてゆく。

　ジュスティスは無言で眉まゆをひそめた。

　見たことがあるのは当然。それは他ほかでもない、クロフト・カンパニーのホームページ。

　強クラ制ツ侵キ入ングして何か書き込んだのだろうか？　しかし長ちよう距きよ離り通信が妨ぼう害がいされている状態で、クロフトのサイトに接続して小細工することは不可能なはずだが……

　あるいは、外に協力者を置いてでもおいたか。

　いずれにせよ、馬ば鹿かな手を使ったものだ。たとえ何を書き込んだところで、それこそこれで、悪質ないたずらとして処理されるだけの話である。

　一体何をしたものやら……

　画面は勝手にスクロールして──やがて見えて来たのは、ジュスティスにとっては意味不明のシロモノだった。




「──馬鹿なっ！」

　揺ゆれる『カーラボス』の艦橋ブリツジに、コラードの声が響ひびき渡る。

　窓から見えるのは宇宙そらの玄くろ。『カーラボス』をはじめとするシャトル各機は大気圏けんの離り脱だつ軌き道どうに突とつ入にゆうしている。

　電磁波に妨害されながらも、クイーンからの連れん絡らくは、ノイズ混じりに受信できた。

　後ろに座るレティシアたちにも、クイーンの声は切れ切れながら聞こえた。

　しかし、コラードの手元に表示された画面は、レティシアたちの位置からは見えない。

　何をやったというのだ。彼女は。

　ノイズが強まる。クイーンの声は聞こえるが、何を言っているのかはよくわからない。

　何が起こった？　どうなっている？

　レティシアは無言で奥歯を嚙かみしめて──

　ふと、視線を感じる。

　ふり向けば、こちらを見やる隣となりのメニィ。その瞳めに不安が揺れていた。

　──大だい丈じよう夫ぶよ──

　レティシアは無言で小さくうなずき、メニィも無言でうなずき返す。

　胸のうちにわだかまる不安が、いくぶん重さを減じた気がした。

「敵予想射程距離まで、あと六十！　大気圏突破まではあと二百！」

　ブリッジクルーの声が響く。コラードはさきほどの一声から無言のまま。

　『カーラボス』の機体がきしむ。

　サミィとイーザーはまっすぐ前を向いたまま──

「射程まであと三十！」

　カウントダウンは続く。

　レティシアは気づいてしまう。クルーの声に、緊きん迫ぱく感とは別に、恐きよう怖ふの色が混じっていることに。

　映像が脳のう裏りに浮うかぶ。

　大気圏突破を図はかる赤いシャトルに向けられた、無数の砲ほう口こう。

　それは単なる架か空くうの映像。余計な想像。

　だが一いつ旦たん思い浮かんだ光景は、頭の中にこびりついたまま離はなれない。

「十！」

　射程に捉とらえられてから大気圏離脱まで百四十秒。それを生き延びられるのか。

「五！」

　よしんばそこを突とつ破ぱしたとしても──

　──ゼロ。

　どこかで誰だれかの声がした。

　砲ほう撃げきは──




　時をわずかに遡さかのぼれば。

　クロフト艦の艦橋ブリツジで、ジュスティス＝ブーゲンビルは完全に凍こおりついていた。

　大型艦から送られて来た映像。

　記されていたのは、彼にとっては意味不明なこと。

　何種類かの化学原料を、さまざまな器具でいろんな処理をしてどうこうする──というものだった。

　彼に、専門家ほどの化学知識はない。

　だが。

　──イージスに自由を──

　最後に記されたその一文を見れば想像はついた。

　それが一体何なのか。

　イージスたちには枷かせがある。

　クロフトから供きよう与よされる、ある種の薬を投与し続けない限り、やがて死に至るという──命そのものにはめられた枷が。

　それゆえに、彼らはヒトを超こえた力を持ちながら、ヒトに従わざるを得ない。

　これは──

　その枷を外す鍵かぎなのだ。

『これが何かはわかるわね』

　女の声がどこかで響く。

『仕方ないわよね。こっちの交こう渉しように応じてくれなかったんだから。

　ちなみに。

　このレシピはここだけじゃなく、軍事関係産業関係を中心とした、いろいろなサイトや掲けい示じ板ばんに好評書き込み増ぞう殖しよく中。

　言っとくけど、こっちをどうこうしようとしても無む駄だよ。

　あちこちの星に置いたパソコンが、ほうっておいても勝手にメッセージを増やしてくれるんだから。

　わからない人には意味不明のメッセージでしょうけど、全宇宙のイージスさんは、これを見てどう思うかしらね？』

「──あ──」

　イージスの名を出され──ジュスティスは思い出す。

　この場にいる、自分以外のものが一体何なのかを。

　目をやり──小さく息を吸い──よろりと半歩、後退する。

　見ていた。

　艦橋ブリツジにいるイージスたち全員が。自分を。

　左右、色の異なる瞳ひとみで。

　彼らもまた、今のメッセージを見聞きした。

　それが何を意味するか、当然理解しただろう。

　人間を圧あつ倒とうする身体能力を持った兵士。

　便利な道具として扱あつかえるならば心強い味方にもなるが、枷を外されたイージスたちは、人類の天敵にさえなりうる。

　自分は──その天敵のまっただ中にいるのだ。

　恐怖が。

　じわり、と胸に満ちてくる。粘ねばい汗あせが体中に浮かびはじめるが、そんな不快を意識していられるほどの余よ裕ゆうはなかった。

　イージスたちの顔には、依い然ぜん、何の表情も浮かんではいない。だがジュスティスは、かれらの目の奥に確かな敵意と憎ぞう悪おの光を見た気がした。

　他ほかの艦かんのイージスたちも今のを見たのか？　いや、仮に見ていなかったとしても、この艦のイージスたちが話を伝えれば同じことだ。

　──噓うそだろう──

　つぶやいたつもりの彼の言葉は、小さな吐と息いきにしかならなかった。

　──正気かこの女は……!?　自分が何をしたかわかっているのか!?　こんな化け物どもを自由にしたら一体どうなる人間に牙きばを──いや、いやいや落ち着け。ひょっとしたらこれもハッタリか。考えてみたら長ちよう距きよ離り通信が妨ぼう害がいされている中でネットに接続してクラッキングなどできるはずがない。いや、ひょっとしたら、この薬品の製法そのものがうそっぱちで──

　迸ほとばしる思考の中で、彼は気づく。気づいてしまう。

　仮に女の言葉が噓だとして──

　それで、自分が置かれている状じよう況きようが変わるわけではないのだと。

　まわりにいるのは、自分をあっさり殺すことのできる連中なのである。

　問題は、真実か噓かではない。イージスたちが女の言葉を信じるかどうか、である。

　彼がここで、女の言葉は噓だと決めつけたとして──イージスはどちらを信じる？

　かれらを道具として使って来た自分か？　本当か噓かは別にして、薬品の製法を教えると言っている相手か？

　いや──いや。そういう問題ですらない。もしほとんどのイージスが、彼の方を信じたとしても。

　たった一人か二人のイージスが、女の言葉を信じれば──今まで自分たちを道具としてきた人間への反はん抗こうを決意したならば──

　ジュスティスを殺すのはたやすい。

　味方を装よそおい、一いち撃げきすればよい。他の者たちを説得するのはそのあとでいい。かつて他ならぬジュスティス自身がやったように。

　彼の心臓が早はや鐘がねを打ち、恐怖が思考を暴走させる。

　──なんだその目はそんな目で俺を見るなまさか俺か？まず俺か俺を殺して人間への復ふく讐しゆうの第一歩にする気なのか？いや違ちがう待て誤解するな俺は単に上からの命令でとか言ったところで聞いてくれるわけもくそっ！ならいっそこっちから不意打ちしてこの場の全員殺・無理だ！相手は人間じゃなくて化け物しかも大勢こっちが銃じゆうに手をかけた途と端たん──

「シャトル群、射程まであと六十」

　ジュスティスの思考をぶつりと断たち切って、イージスの一人が声を上げた。

[image: ]

　──俺を試ためしてやがるこいつら──

　ジュスティスは思った。

　彼が、試作体を──イージスの仲間たちを殺す命令を下すのか否か。それによって彼らは、自分をどうするか決めるつもりなのだろう。

　なら当然、ここでイージスたちの気に入らない命令をすれば──

「わ──わかった！　撃うつな！」

　この場を生き延びることだけを考えて、ジュスティスは声をはり上げた。

　足がふるえるのはどうしようもない。

　言ったイージスが、じっと自分を見つめている。それはまるで、こちらの真意を確かめようとしているかのように見えた。

「ぜ、全艦に通達！　シャトルを撃つな！　逃にがしてやれ！」

　一いつ瞬しゆんの──ジュスティスにとっては長い沈ちん黙もく。

「──了りよう解かい。全艦に通達。シャトルへの攻こう撃げき中止」

　イージスの一人が通信機に向かって声を上げ──

「それはつまり作戦中止という意味ですか」

　別のイージスが聞いて来る。

「ああ！　そうだ！　作戦中止だ！　これで──」

　これで満足かお前たち──吐はき出しかけたその言葉を、ジュスティスは途と中ちゆうで吞のみ込んだ。

　へたな憎にくまれ口で不興を買うのはまずい。

　彼らは感情を抑よく制せいされているとは聞くが、それは知能や感情がないという意味ではない。何がきっかけで、こちらを殺そうとするかわからない。

　とりあえず重要なのは、今をなんとか生き抜ぬくことだ。そうすればいつか必ず、この化け物たちの包ほう囲い網もうから抜け出るチャンスは来るはずだった。

「これで作戦は中止！　お前たちは自由だ！　好きにすればいい！

　私は……部屋に戻もどる！　いいなっ！」

　相手に意見を言う間を与あたえずまくし立て、足のふるえを必死で抑おさえ、あとずさるようにじりじりと、艦橋ブリツジの出口に向かう。

　イージスたちはその間に、互たがいに視線を交かわし合う。

　──ジュスティスの処分をどうするか。そう目配せをしているようにも見えた。

　恐きよう怖ふに負けそうになる足と心を必死で抑え──それでもなんとか扉とびらをくぐり、艦橋ブリツジから廊ろう下かへと出て。

　扉が閉まったその途端。

　ジュスティスは恐怖の悲鳴を上げながら、もつれる足で自室の方へと駆かけていった。




「何ということをしてくれたっ！」

　画面に向かってコラードが、怒いかりの声をはり上げる。

　砲ほう撃げきは──なかった。

　結局シャトルは、『カーラボス』を含ふくめて五機ともども、攻撃を受けることなく大気圏けんを離り脱だつ。艦かん隊たいの包囲網を抜けた。

　だが──

「きみはっ！　じ、自分が何をやったかわかっているのかっ!?」

　艦隊が動かぬことを見て取ると、コラードは『ヴァルキリー』に通信を入れ、開口一番そうがなり立てた。

　怒りで顔が朱あけに染まり、額には青スジが立ちまくっている。

『あら教せん授せいおひさしぶり』

「何だその酒場女のようなあいさつはっ！　いやそれよりっ！　聞いておったぞさきほどの通信をっ！

　あれは──

　私が渡わたした薬品のレシピだなっ！」

『ええ。

　分ぶん析せきの結果、間ま違ちがいなく、クロフトから支給されていたものと同じ成分。彼らの生命維い持じに必要なものだったわ。

　さすが教せん授せいね。老いたりとはいえ』

「老いたりは余計だっ！

　たった今、長距離通信妨害が解除された！　念のためにと確かめてみたら……

　本当にあの薬品レシピをあちこちにばら撒まいているではないかっ！」

『えっ!?』

　後ろで聞いていたレティシアとサミィも思わず声を上げる。

　コラードの言葉で、彼女たちにもようやくわかったのだ。

　クイーンが何をやらかしたのか。

「……あの……クイーン……ひょっとして……」

　レティシアがおそるおそる声を上げる。自分の想像が間違っていてくれるようにと願いつつ。

「まさか……あの薬のレシピ、世間にひろめたの!?」

『その通りっ！』

　レティシアの声が届いたか、クイーンはなぜか誇ほこらしげに言い放つ。

「……噓でしょう……？」

　そんなことをすればどうなるか──

『馬ば鹿かねレティシア！　あなたたちにそんな噓をついてどうなるのよ』

「馬鹿はきみだぁぁぁぁぁっ！」

　コラードは、画面のクイーンをびしりと指さす。

　後ろで思わずこくこくうなずくレティシアとサミィ。

「馬鹿だ馬鹿だとは思っていたがここまで馬鹿とは思っていなかったよ！

　あんなものを本当に世間に公表すれば一体どういうことになるのか、想像してみなかったのかね!?　え!?

　いままで道具として使われてきたイージスたち、全員が自由になればどうなる!?　彼らは人間への復ふく讐しゆうを考えるだろう！

　始まるのだよ！

　人とイージスたちとの戦いが！

　実際、きみの通信でクロフト艦隊の動きが止まった！　あの中で人間とイージスたちとの間に何が起こっているのか想像──

　聞いておるのかっ!?　そっぽ向いて耳ほじっている場合ではないぞっ！」

　画面の向こうのクイーンは、やる気のない顔で、

『そんなこと知らないわよ』

「なにぃっ!?」

『わたしはただ──

　わたしを信じると言ってくれた友達を助けに来た。それだけの話』

「──」

　コラードの後ろでサミィは小さく息を吞のむ。それは──ひょっとして──

　サミィの一瞬の感かん慨がいを、しかしコラードの揶や揄ゆがうち消す。

「確かに友達少なそうなきみにとって、友人は貴重かもしれんが！」

　言われてクイーンはまなじり吊つり上げ、

『友達皆かい無むの教せん授せいに言われたくはありません！』

「皆無とは何だ皆無とは！　こう見えても人づき合いはいい方だよっ！

　それに比べてきみはどうだ!?　昔はゼミのコンパで酔よっては反物質に関する講こう釈しやくを始めて、他の生徒を引かせていたが、あの悪あく癖へきはもう治ったのかね？　まだならそれは当然友達もできんだろうがね！」

『反物質は関係ないでしょ反物質は！　昔のことを持ち出さないでもらえるかしらっ!?

　持ち出すのならこっちだって──』

　──創造した新人類による理想郷を夢見るマッドサイエンティストが、人と新人類のいざこざなど知ったことではないと言い切るマッドサイエンティストを説教する。

　どこにどうツッコんでいいのかわからない状じよう況きようではあったが──

「ともかくまずは合流よ！」

　このままほうっておけば、わけのわからない会話がえんえんと続くと見て取って、後ろからレティシアが声を上げた。

「今はクロフト艦隊も混乱しているみたいだけど、もしも気が変わって追つい撃げきしてきたら、少々困ったことになるわ。

　文句も今後の対策も、まずはこっちの状況が落ち着いてからよ！」

「……う……うむ……」

『……わかったわ』

　その声に、二人のマッドサイエンティストは不承不承にうなずいた。

『じゃあ今から送るデータの宙域に向かって。そこで落ち合いましょう』

「今から送るデータの宙域？」

　クイーンの言葉に、コラードは眉まゆをひそめた。

　レーダーを見れば、クロフト艦隊とは別に、四方向から惑わく星せいサンビューネに向かい来る大型艦の反応が四つ。

　三つはダミーとして、残る一つがクイーンの乗る『ヴァルキリー』だとするならば、どこか近くで合流すればいい。

　だというのに──

「……なるほど……」

　ことを察して、コラードは不ふ機き嫌げんにつぶやいた。

「サンビューネに近づく反応四つ……全部ダミーだったというわけか」

『当然よっ！』

　指し摘てきに、クイーンは胸を張る。

『四つとも通信中ちゆう継けい機能のついたダミー！

　こっちは最初から、長ちよう距きよ離り通信妨ぼう害がい波はの範はん囲いからも外れた場所にいるってわけ！

　ほほほほほほほほほほほほほほほ！』

「……一人だけ安全なところで……」

「うわ。ずるい」

『合理的と言ってほしいわね』

　レティシアとメニィのつぶやきまでが聞こえたか、クイーンは悪びれるふうもなく、

『クロフトに、これ以上シェリフスター側からの増ぞう援えんはない、と思わせておきたかったし、『ヴァルキリー』が直接出向いたところで状況は変わらない。

　なら送るのは、中継機能のついたダミーで十分！

　無意味に危険に身をさらすなんてこと、このわたしがやるわけないじゃない！

　ともかく、今から座標データを送るから、そこで合流よろしくっ！』

　そこで、ぶつりっ、と通信が切れる。

『……………………………………』

　一同はしばし沈ちん黙もくし──

「……あれだから友達ができんのだ……」

　コラードの疲つかれた声が静かに流れた。




　その間にも──

　混乱は、世界の裏側で確実にひろがりつつあった。

　クロフトの首脳部および軍事産業系列内部で。そして、クロフトからイージスたちを購こう入にゆうした、惑星国家の軍内部で。

　最初に気づいたのは当然、クロフトだった。

　改かい竄ざんを発見したサイトの管理者が、それを単なるハッカーの無意味な落書きと判断して消去したのは、事件発生から二十分後のことだった。

　しかし気づいたのはいいが、この管理者はイージスの存在など全く知らず、一件はすぐには報告されなかった。

　結局のところ。

　事件の重大性が発覚したのはおよそ一時間後。

　とある惑星国家の軍関係者が、非番の時にたまたま覗のぞいた軍事関係の議論掲けい示じ板ばんサイトで、それを見つけた。

　彼らの軍でもクロフトからイージスを買っており、その存在を知っていたのだ。

　最初は、まさか、と思った。

　無視しようとつとめたが──それでも、どうしても気になって仕方なくなり、軍に問い合わせた。それがクロフトに伝わって──

　大おお騒さわぎになった。

　もちろん誰だれも表立っては動けない。事情を知らないクロフト社員たちは、なんだか今日は社内がバタバタしている──くらいにしか思わなかっただろうが──

　トラブル、などという生やさしい問題ではない。

　関係者たちは本格的な調査を開始し、愕がく然ぜんとした。

　その時点ですでに、ネットワーク上には同様の情報が無数にはびこっていたのだ。

　調査するうちにもそれは、ネット上にさらにひろがり続けている。

　何者かが、同じ情報をさまざまな場所にばら撒まき続けているのだ。

　問題は──果たしてどれほどのイージスたちがこれを目にしたか、である。

　──人とイージスとの戦争──

　そんな言葉が、関係者全員の頭に浮うかんだ。

　いつ、どれだけのイージスたちが、どんな形で行動を起こすのか？　いずれ来るかもしれないその時を思い、全員が背筋を寒くした。

　──いっそ今のうちにイージスたち全部を処分したらどうか──

　当然そういう意見も出た。

　しかしへたなことをして、それが反逆の引き金になったらどうするのだ？

　それに、ことが大きくなれば、関係者の自分たちが糾きゆう弾だんを受けるのは目に見えていた。

　全員が頭を抱かかえ混乱し、時は無む為いに過ぎてゆく。




　惑星ほしの蒼あおはすでに遠い。

　サンビューネを離はなれてはるか。通常の航路からも外れた場所で。

『ヴァルキリー』と『カーラボス』は邂かい逅こうしていた。

　ドッキングを終えるいとまももどかしく、『ヴァルキリー』の艦橋ブリツジへとなだれ込んだのは、コラードを先頭に、続くはシェリフスターの四人。

「さて一体どうするつもりなのかね？」

　開口一番、口調は抑おさえているものの、目くじら立てて詰つめ寄るコラード。

　対するクイーンは傲ごう然ぜんと、

「どう、って？」

「だから！　人とイージスたちとの戦いをどう止めるのかと聞いているのだっ！」

「あら。いつ起こったのかしら。そんな事件」

「何っ!?」

　コラードの、額の青筋が本数を増やす。

「たぶん教せん授せいのことだから、あれから今までニュースをチェックしていたと思うけど……

　そんなニュース、どこかに流れたかしら？」

　確かに──

　大気圏けん離り脱だつから合流まで、およそ七時間が経過していた。

　その間コラードは休みもせずに、部下にも手伝わせてさまざまなニュースをチェックし続けていたが、イージスの反乱をにおわせるようなものは一つとして見当たらなかった。

「今現在ニュースで伝えられていないからといって、事件が起こらんということにはならんっ！

　いつか必ず──事件は起きる！」

　コラードの言葉にクイーンは──

「ほほほほほほほほほほほ！」

　嘲わらった。

「何がおかしいっ!?」

「おかしいわよ。教せん授せいの言い方だと、まるでイージスが反乱を起こすのを期待しているみたいに聞こえるし──」

「懸け念ねんしておるだけだっ！」

「何より、彼らのことがちっともわかっていないのが笑えるわね」

「──な──に……？」

　コラードの表情が引きつった。

　それを無視して、クイーンは、シェリフスターの面々に向き直り、

「聞くけど──

　サミィ、イーザー、メニィ、これであなたたちが完全に自由になれたとして──

　それで、どう？　クロフトに戦争をしかけたいと思う？」

　問われて──三人は視線を交かわす。

「……そりゃあ……クロフトのやり方は気に入らないし、腹も立つけど……」

「勝算が無く、勝利しても意味がないなら、戦いをしかける意味もまたない」

「あたしも別に戦いたくない」

「──そういうことよ──」

　クイーンは再びコラードを見て──言った。

「イージスのことを馬ば鹿かにしすぎ。彼らだってちゃんと考えてるわ。

　人間の方から手を出さない限り、彼らは人間に手を出さないわ。

　私が利用したのはイージスじゃなくて、人間の疑ぎ心しん暗あん鬼きの方よ」




　惑わく星せいサンビューネ周辺宙域。

　集まったクロフト艦かん隊たいの中で、イージスたちは待っていた。

　次の命令が来る時を。

　彼らには、どうも今ひとつ状じよう況きようが飲み込めていなかった。

　異変が起きたのは、ターゲット──いや、元ターゲットたちの仲間が妙みようなメッセージを送ってきた時からだった。

　それには何かの薬品の製造法が記されていた。

　付帯するメッセージからして、おそらく、彼らイージスが定期投とう与よしなければならない薬の製法ではないか、という想像はついた。

　だが──それが何だというのだ？

　あれが本当に、薬の製法だという保証はない。そういうふうに想像できる、というだけの話である。

　もし本当なら──まあ、確かにイージスたちにとっては悪い話ではないが、だからといって、作戦に何の関係がある？

　例えば任務遂すい行こう中、敵に何かの情報をもらい、『お前たちは軍をやめてもいいんだぞ』と言われて、それで軍を抜ぬける者などいるわけはない。

　イージスたちの目から見れば、ゆさぶりにも交こう渉しようにもなってはいない。なぜ相手がそんなことをするのか理解に苦しんだ。

　意図がわからず指示を仰あおごうと、司令官の方に目をやった者も多かったが──

　なぜか司令官はその情報を機に、作戦を中止したように見えた。

　もちろんそんなはずはない。イージスたちの気づかない、あるいは知らない別の理由で緊きん急きゆう中止したのが、たまたまそういうふうに見えただけなのだろうが。

　いずれにしろ、作戦の中止はいいとしよう。理由は不明だがそういう命令が出た以上は従うまでである。

　だが──

　お前たちは自由だ、だの、好きにしろ、というのは何なのか。

　艦隊のイージスたちは連れん絡らくを取り合い相談し、結果、別命あるまで休きゆう憩けいという意味ではないかとの解かい釈しやくを下した。

　それから七時間ばかりが経過しているが、次の命令はまだないし、司令官はいまだ艦橋ブリツジに姿を現さない。

　もっとも、艦橋ブリツジを退出した時、司令官はひどく体調を崩くずしているように見えた。もう少し彼には休息が必要なのかもしれない。よほどの緊急事態でない限り、こちらから連絡するのはよくないだろう。

　──その司令官が、自分たちにおびえて部屋に篭こもっていることなど想像することさえできず。

　イージスたちは、ただ待ち続ける。




「彼らは人と同じなのよ」

　クイーンは言う。

「教せん授せいは彼らのことを、鎖くさりを外せば見境無しに嚙かみつく獣けもののように見ているようだけれど。

　もちろん彼らも、コキ使われているのを面おも白しろいとは思っていないでしょうけれど、上司がダメだからっていちいち反乱起こしてたりしたら、そもそも社会なんて作れないでしょ」

　クイーンの言葉にそのそばで、部下たち二人がうなずきながら、

「全くその通りですな」

「理り不ふ尽じんな上司にも耐たえなきゃならない時なんて、いくらでもありますからね」

「部下その一に部下その二！　なんであんたたちがそこで横から同意するのよっ！

　──ともかく──」

　クイーンは部下たちにツッコミを入れてから、気を取り直し、

「イージスたちは生み出された瞬しゆん間かんから、戦いのための知識や技術をひたすら叩たたき込まれて、戦場に送り出される。

　自由だ、なんて急に言われても、ただとまどって混乱するだけよ。

　もしイージスたちが生まれてから何年何十年もたって、彼らがいろいろなことを経験していたら、人間に対する不満もたまっていたでしょうし、そうなると人間に戦争をしかける……なんてことになったかもしれない。

　けど彼らは生まれたて。戦い以外の経験なんてしたこともない。

　いわば人間の子供といっしょ。

　そもそも彼らに、使い潰つぶされているって自覚があるかどうかも疑問よね」

「……人間と……同じだと……？」

　コラードはかすれた声でつぶやいた。

「もちろん私も、あれがベストの手段だとは思っていないわ」

　クイーンは言う。

「私は事件を解決したわけじゃあないわ。

　ただ、テーブルをひっくり返しただけ。

　危機感を抱いだいて、イージスをこっそり処理しようとする人間だって出てくるでしょうね。

　他ほかにもいろんなことが起きるでしょうけど──

　何もせずにほうっておくよりはマシだったはずよ。

　少なくとも、あなたたちはこうやって生きている」

「それは……そうかもしれんが……！」

　コラードは呻うめく。

　気に入らなかった。

　彼には、クイーンの言うことが気に入らなかった。

　言うにことかいて──彼らが人間と同じだなどと。

　もしもそうなら、すなわち──

　彼らによる、より理想的な世界の創出などできないということになる。

　コラードの理想は水すい泡ほうに帰す。

「……確かにきみのやったことで、私たちは助かった。それは認めるし感謝もしよう。

　だが。きみが──

　彼らの未来を摘つみ取ったということに変わりはない！」

「未来、ね」

　コラードの糾きゆう弾だんに、クイーンはしばし考えて、

「未来といえば、こんな話があるの。

　自分たちの未来はどうなるのだろう。

　もしも人間ではなく別のものが文明社会を創り上げていたらどうなっただろう。

　そこに、理想の社会像、理想の未来像はあるのだろうか──って。

　ある人はこう考えた。より優すぐれたものが社会を築けば、より高度な社会ができる、と」

　当然それは、コラードのことを指しているのだろう。

　大学にいた時、彼女はすでにコラードから、彼の理想論を聞いていたのかもしれない。

「けれど私はそうは思わないわね。

　二つ以上の存在があれば二つ以上の立場が生まれて、二つ以上の価値観が出てくる。

　どれだけ考え方を統一しようとしても無理があるわ。

　世界に存在するのがたった一つの何かだけなら、そりゃあ矛む盾じゆんもないでしょうけど、当然それは社会とは呼べない。

　そう考えると、『理想の社会』……言い換かえると『矛盾のない社会』なんてものは、言葉自体が矛盾するってことね。

　社会を創るのが、たとえネズミだろうが人間だろうが、はたまた人間を超こえた者だろうが、形に差はあれ、理想の世界なんていうものはできっこないでしょうね。

　まあ、イージスたちにとって、何がいい未来、いい社会なのかは、私にはわからないけど。

　未来を摘み取った、と言うけれど、何もせずに現状を見過ごしていれば、間ま違ちがいなく今よりよくない未来が待っていたはずよ。

　人にとってもイージスにとっても、ね」

　最後の点だけは、コラードにとっても認めざるを得ないことではあった。

　現状の先に待つものを危き惧ぐしたからこそ、彼は今回、シェリフスターに助力したのだから。

　だが、人より優れたものにも理想社会が築けぬというのは──

「認めんよ……私はそうは思わん」

　コラードは呻く。

「理想の放ほう棄きは往々にして、現実との妥だ協きようという結果に堕だ落らくする。

　だから──

　私は認めん」

　対するクイーンは堂々と、ただ一言。

「認められなくて結構」

「……大学の時から変わっていないようだね。きみも。

　やはりどうにも話が合わん。

　しかし何にしろ──

　今回、賽さいを振ふったのはきみだ。

　結末は……見届けさせてもらうよ」

　コラードは、疲つかれた声でそう言った。




　サンビューネを遠くに望む宙域で。

　二隻せきの宇宙船ふねは別れゆく。

　シェリフスターの面々を乗せた『ヴァルキリー』。

　コラードと海かい賊ぞくたちを乗せた『カーラボス』。

　クイーンのやったことが、今後どんな影えい響きようを生むかはわからなかったが──いずれにしても、もはやこれで双そう方ほうがともにいる理由はなくなった。

『ヴァルキリー』の艦橋ブリツジから眺ながめれば、ロブスター型の赤い機体が、だんだん小さくなってゆく。

「どこ行くんだろ」

「さあ」

　つぶやいたメニィの言葉に、クイーンは肩かたをすくめて、

「まあ確実に言えるのは──

　たとえイージスがあの人の理想をかなえるものでなかったとしても、それくらいでへこむ人じゃないってことね。あのマッドサイエンティストは」

「……あんなことをした人が、他人をマッドサイエンティスト呼ばわりっていうのも……」

「失礼ね！　あんなのと一いつ緒しよにしないでよ！」

　レティシアの言葉にクイーンは目くじらを立て、

「私と教せん授せいは考え方から何から全然違ちがうわよ！

　例えば多た脚きやく歩行メカの脚あしの本数にしても──」

「あー。そういえば」

　どこかで聞いたようなセリフをまくし立てようとしていた彼女の言葉を遮さえぎって、サミィは彼女を正面から見つめ、

「まだ、助けてもらったお礼も言ってなかったっけ。──ありがと」

「──そっ……！」

　クイーンは鼻白んだようにわずかに身を引き、そっぽを向くと、

「そんなこと、あらためて言う必要はないわよっ！」

「……おー、姐あねさんが照れてる。はじめて見たぜ」

「映像に記録しておいた」

「部下その一に部下その二！　馬ば鹿かなことやってないっ！」

　ひやかす部下を叱しつ咤たして、くるりとサミィたちの方に向き直り、

「それで？　このあとどうするつもり？

　こうなった以上クロフトも、こっちにばかりかまっては来ないと思うけど。

　何にしてもこれでシェリフスター・カンパニーもおしまいってことになるでしょうし。

　あの社長に指示を仰あおぐっていうのもどうなんだか」

「──聞きたいんだけど、みんな、すぐにやりたいことって何かある？」

　クイーンの言葉を受けて声を上げ、一同を見回すレティシアに、メニィがいきおいよく手を上げて、

「はいはい。おトーフが食べたいって言うのね。わかった食べさせてあげるから。

　ほかには」

　軽くいなされ、無言のままに手を下ろす。

　イーザーは一いつ瞬しゆん口を開きかけ──ひょっとしたら、食べ歩きのことを言い出すつもりだったのかもしれないが、メニィの希望が口に出す間もなく瞬殺されたのを見て取ると、再びそっと口を閉とざした。

「すぐにやりたいこと、って言われても……」

　サミィも困った顔でつぶやく。

　以前イーザーに、『自由になったら何をするのか』と問われ、あれからいろいろ考えてみてはいるのだが──だがそれも、今すぐという話ではない。

　再び一同をゆっくり見み渡わたし、レティシアは口を開いた。

「だったら──悪いんだけど、ちょっとつき合ってもらえる？」

「どこへ？」

　問いかけるクイーンをふり向き、彼女は言った。

「火星へ」

　と。




　宇宙港の窓から見える空はやはり灰色だった。

　だが──

　今日はその一角から、ほんのわずかに空の青が覗のぞいている。

　火星ここで空が見える日もあるのか。

　小さな驚おどろきを胸のうちにしまったまま、レティシアは他の四人──メニィとサミィとイーザー、そしてクイーンとともに、宇宙港の通路をゆく。

　手続きを済ませてロビーに出て──

　先頭を行くレティシアの足が止まった。

　つられて他の皆みなも立ち止まり──

　しかし、レティシアにその理由を聞く者はいなかった。

　ロビーの先。

　人混みの中、一人の男が立っていた。

　髪かみに白いものが混じってはいるが、初老というほどの歳としでもない。仕立ての良いスーツに身を包み、じっとこちらに目をやっている。

　レティシアはまっすぐそちらに歩いてゆくと──

　殴なぐった。

　平手ではない。右の拳こぶしで。

　ロビーの客たちがざわつく。

　レティシアの父親──クロフト社社長、ランドルフ＝マイスターはわずかによろめき──

　逆の頰ほおを、レティシアの左拳が捉とらえる。

　たまらず尻しり餅もちをついたランドルフのえり首に、レティシアは左手を伸のばし──

「だめっ！」

　突とつ如じよ。

　そのランドルフにおおいかぶさり制止の声を上げたのは──メニィだった。

「──どきなさい。メニィ」

　レティシアの声が震ふるえる。

「だめっ！」

　メニィはランドルフを抱だきつくようにかばったまま、肩かた越ごしに、首を横に振る。

「どいてっ！」

　レティシアは声を荒あららげる。

　自分は、父親かれを殴るために火星ここに来たのだ。

　そしてランドルフも彼女の動きを知り──宇宙港ここにやって来たのだ。

　自分に殴られるために。

　でなければ、護衛の一人さえ連れていないことの説明がつかない。よけようとすらしなかったことの説明がつかない。

　なのに。

「第一、なんであなたが止めるのよ!?」

「だって！」

　叫さけぶレティシアを、メニィは、きっ、と見返して、

「殴ってる時のレティ、すごく痛そうな顔してたもん！」

「──」

　レティシアは小さく息を吞のむ。

　体じゅうに籠こもっていた熱のようなものが、一気にさめてゆく。

　小さな吐と息いきとともに、肩の力を抜ぬき──

　ふと、気づく。

　父親の顔に、今まで見せたことのない、とまどいと、動どう揺ようの色が浮うかんでいるのに。

　彼は、自分をかばうメニィに目をやっていた。商品として生み出したはずの命に。

　レティシアの視線に気づくと、ランドルフはふと目を上げ──再びメニィを見やると、とまどうようにぽつりとこぼす。

「……暖かい……ものなのだな……」

「当たり前よ。人なんだから」

　レティシアが返す。

「……そうか……人か……」

　父親のつぶやきを耳にして──レティシアは再び小さく息をついた。

「──行くわよ。メニィ」

「……え？」

　意味がわからず、目をしばたたかせるメニィに、レティシアは小さく微笑ほほえんで、

「もう、終わったから」

　言ってくるりときびすを返し、皆の方へと戻もどってゆく。

　あわててメニィも身を起こし、ランドルフにちらりと目礼して、レティシアの後についてゆく。

「？」

　わけがよくわからず見上げるメニィに、レティシアはほほえんで、

「ありがと」

　メニィにとっては、ますますわけがわからないわけだが。

「終わったの？」

「ええ」

　苦く笑しようで迎むかえるサミィの問いに、答えたレティシアの笑え顔がおは晴れやかだった。

「けど、どうせ火星ここまで来たんなら、ついでに社長のところに顔出さない？」

「兄さんの？」

　そういえば──兄のことはすっかり忘れていた。

「会社うちもこれで最後なら、顔見せして──社長はこれからどうするつもりか、聞いておくのも悪くないでしょ」

「それは言えるわね」

　並んで歩くサミィとレティシアの間から、顔を覗のぞかせてクイーンが言う。

　両手で二人の両りよう肩かたを抱き、

「これでみんな自由──は、いいんだけど、それでごはんも食べられなくなった、なんてオチじゃあ意味がないでしょ」

　指し摘てきに、一同は顔を見合わせる。

　クロフトの傘さん下かだったこれまでなら、命の心配は必要でも、衣食住方面の心配はしなくてよかったのだが──

「……それって、おトーフ食べられなくなっちゃうかもしれないってこと……？」

　眉み間けんにシワ寄せてメニィがつぶやく。

「他ほかのものも食べられなくなる。それは困る」

　ちっとも困っていなさそうな顔で、イーザー。
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　そこに。

「……あ。えっとあの……」

　ためらいがちに言ったのは、サミィだった。

「あたしその……ちょっと考えてたことがあるんだけど……」




　結局のところ──

　イージスの一件が表おもて沙ざ汰たになることはなかった。

　裏でどのようなことがあったのか、知っているのは関係者のみ──いや、全ぜん貌ぼうを把は握あくしている者など、関係者の中にすらいなかっただろう。

　確実に言えるのは、クロフトがイージスの生産から手を引いたことだけである。

　他にもいろいろなことがあっただろう。

　イージスの中には、人知れず処分された者もいただろう。

　逃にげ出した者も。ひょっとしたら、人間に戦いを挑いどんだ者も。

　軍部が、敵対するより利用すべしと判断し、そのまま人間とうまくやっている者たちもいたかもしれない。

　しかしいずれも表面化せず──人知れずはじまった騒さわぎは人知れず終わった。

　ネット上には今も時々、意味不明な薬品のレシピが載のり──都市伝説のたぐいだけが、イージス存在の影かげを伝えるのみである。

　そんな都市伝説の中に、人間がデザインしたとは思えない変な形をした宇宙船の中から、同じ顔をした銀ぎん髪ぱつの男たちがゾロゾロ出てきた──などという話もあるが、単なる噂うわさに過ぎないのか、あるいは一面の真実なのか。それは誰だれにもわからない。




　空の青と海の青とが遥はるか彼方かなたで溶とけ合って。

　白い浜はま辺べに寄せ返す波の音だけが響ひびいている。

　惑わく星せいフィニス。美しい海、というのが政府観光局の売り文句だが、惑星開発が続く昨今、海の綺き麗れいな星などいくらでもある。

　つまりは──ひらたく言うと、独立したはいいものの、あまりパッとしない平へい凡ぼんな惑星国家の一つにしか過ぎなかった。

　そんな星の片かた隅すみで。

　ビーチパラソルが作る影の中、デッキチェアにその身を預け、海を眺ながめる男が一人。

　そばには白い丸テーブル。

　白いスラックスにラフなシャツ。髪かみはかなり白くなっているが、初老、というほどの年ねん齢れいではない。

　気配を感じ、男は顔を起こす。

　砂すな浜はまに足そく跡せきを刻んで近づいて来たのは、彼の知った相手だった。

「お久しぶりですね。社長」

　相手──クラウニー＝ブラムハットは、彼のそばで足を止めて言った。

　ビーチには似つかわしくないスーツ姿で、後ろにはさらに似つかわしくない、黒スーツの秘書らしき男がついている。

「今の社長はきみだよ」

　ランドルフ＝マイスターは笑えみを浮かべて半身を起こす。

「それに、久しぶりというほどでもないだろう？　──今日は？」

「いえ。別件の商談でこの惑星を訪おとずれたのですが、少々時間が空きまして。

　ここに越こされたという話を思い出して──お顔でも拝見しようかと」

「なるほど」

　ランドルフは、ブラムハットの後ろの黒服に目をやって、

「──秘書を替かえたのかね？　見ない顔だが」

「ええ。前任者がストレスで少々……失調しまして。

　なかなか見どころのある青年だったのですが」

「そうか。それは残念だな」

　言って、ランドルフは視線を海へと向ける。

　つられてブラムハットもそちらを向いて──

　波の音が時を埋うめる。

「──青い──ですね」

　ブラムハットがぽつりとこぼす。

「ああ」

　ランドルフは満足そうにうなずいた。

「私はなぜ、あんな灰色の空ばかり見ていたのかな」

「しかし、そこでしか生きられない者もいるのですよ」

「ああ。わかっている」

　水鳥が沖おきの水面みなもを撥はねる。

「そういえば──みなさんはお元気ですかな？」

　空と海とを眺めたままで問うブラムハットに、ランドルフは苦笑して、

「どうしているか、調査くらいはさせているんだろう？」

　言われて彼は否定せず、

「また同じメンバーでトラブルシューターを始めた、と聞いた時には、失礼ながらさすがに苦笑しましたが。それも名前まで同じというのは」

「サミィくん──と言ってもわからんか。『彼ら』のうち一人の発案だよ。

　何か、他ほかにやりたいことを見つけるまでは──とね」

「ほう」

「経営は苦しいらしいがね。息むす子こはやりくりにヒィヒィ言っているよ。

　ま、それくらいの苦労があった方が人生は面おも白しろいのかもしれんが」

　言うランドルフの顔に、もはや、かつての企き業ぎよう家かたる厳しさはない。

　そんな彼を、ブラムハットはしげしげと眺め、

「しかし……ずいぶんお人が丸くなられましたな」

「そうかね？」

「ええ。

　尊敬できるのはかつての貴方あなただが、好感が持てるのは今の貴方の方ですよ」

「──誉ほめ言葉と受け取っておくよ」

　二人の男は苦笑を交かわす。

　ブラムハットはランドルフの向こう──丸テーブルに目をやって、

「ところで……今さらですが、ひょっとしてお邪じや魔まではありませんでしたか？

　ご来客中のようでしたが」

「ああ」

　言われてランドルフもテーブルを見やる。

　その上では、六つばかりのグラスが汗あせをかいていた。

　飲み干してあるものもあれば飲みかけのものもある。中身もそれぞれまちまちだった。

「気にせんでくれ」

「──まあいずれにしろ──」

　腕うで時ど計けいにちらりと目をやり、ブラムハットは言う。

「──今日はお会いできてよかった。

　また機会があれば、顔見せに寄らせていただいてもかまいませんか」

「喜んで。その時には現地の酒をご馳ち走そうするよ。特級品とは言えないが、なかなかいける」

「ではその際には、是ぜ非ひ」

　握あく手しゆを交わしてきびすを返し。ブラムハットは去ってゆく。黒服の秘書を引き連れて。

　無論のこと、二人は知っている。

　彼らが再び出会うことは、おそらくはもうないだろうと。

　ブラムハットの背を見送って、ランドルフは再びデッキチェアに身を預けた。

　風が波飛沫しぶきを運ぶ。

　空と海はどこまでも青い──





トラブルシューター・シェリフスターズ　ＥＮＤ









　あとがき







担当さん「それで、シェリフの結末ってどういう風にまとめます？」

作者「んー……これこれこういう感じでどーでしょーか」

担「そうするとあと二巻、ってところでしょうか」

作「書いてみないとわかりませんが……たぶんそんなところでしょう」

結論：一冊で終わっちゃいました。




　ということで、シェリスターズ最終巻をお送りします。

　終わってみれば通しナンバーはＭＳ０５。得意技はショルダーアタックとかです。

　などというガ○ダムネタを飛ばしても、読者のみなさんの中には「初代ガ○ダムって私が生まれる前にやってたアニメですよね」とかおっしゃる方も多いんだろーなー……

　そう考えれば、時間が経つのは早いこと早いこと。

　たとえばこのシリーズにしても、ＭＳ０５ということは、はじめてから五年経っているということですから。

　その間にも日々世界の技術は進歩して、スペースシャトルは事故を起こしたり国内ロケットは失敗したり予算を削けずられたり……

　……もっとがんばれ宇宙開発。

　がんばってるのは中国だけですか!?

　宇宙開発っていうのは失敗した時のリスクが大きすぎるというのはあるんでしょうが、産業活性のためにムダな自然破は壊かい事業をするくらいなら、同じ産業活性のためにムダモトで宇宙開発事業とかをやった方がまだマシなような気がします。

　ここはひとつ花火だと思って！（だめです。）

　まあ、おおざっぱな作業や細工は許されないので、万人が気軽に参入できる事業にはなりにくいのが欠点ですが。

　けど宇宙開発といえば、前に某ぼう清せい涼りよう飲料水でやっていた、懸けん賞しようの宇宙旅行ってどうなったんだろう……。

　ことが宇宙旅行となると、コストや技術の問題をクリアしても、行く人の体力面の問題というのも出てきますし。

　耐たいＧうんぬんの問題以前に、世の中には、エレベーターで上下する程度の気圧差で耳が痛くなる上に、乗り物酔よいするモノ書きとかもいるわけですよ。ええ。誰だれとは言いませんが。

　こんな人間に楽しい宇宙旅行などできるはずもなく。（涙）

　うぅむ。民間レベルでの宇宙時代は、やはりまだまだ遠いのでしょうか。

　火星のテラフォーミングとまではいかないまでも、せめてスペースコロニーくらいは見てみたいものですが。

　そんな未来はいつか来るのか。

　ともあれ─

　最後になりましたが、このシェリフスターズ・シリーズに、ここまでおつき合いくださったみなさん、本当にありがとうございます。

　また何かでお目にかかれれば幸いです。

　ではでは。
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